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　氷のように冷たい静せい寂じやくだった。
　シンと静まり返った、夜のＪＰＮバベル生徒会室。
　闇やみが室内のほとんどを漆しつ黒こくのシルエットに変える中、しかし一つの光源がある。
　照明が付いていない部屋に四角く浮うかび上がるそれは、液えき晶しようディスプレイの発光。
　ＪＰＮバベルの生徒会長にして日本担当コクーン──氷ひ神かみ京きよ也うやのパソコンモニターだ。
　リアルタイムで更こう新しんされてゆく、無数に表示されたウィンドウ。
　それは、日本における異世界から帰き還かんした者達たちが暮らす特別自治区の現状だった。
　ＪＰＮバベルのトップである京也は、同時にこの特別自治区を統すべる立場にある。
　そのため京也の下には、特区に関する様々な情報が集まるようになっていた。
　そして──モニターを眺ながめていた京也は、静かに笑えみを深くした。
　呟つぶやく。
「やはり、動いていたみたいだね……」
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　氷神京也が確かく認にんしていたもの。
　それは一昨日から昨日の早朝にかけて起きた一連の出来事。
　東とう京きよ湾うわんに浮かぶ巨きよ大だい人工島──京也が統とう括かつしている特別自治区の記録だ。
　あの晩、京也は『とある物質』をこの特別自治区へと運ばせた。
　下位次元であるこの世界にかつて顕けん現げん・物質化した、高位次元生命体──その細さい胞ぼうの一部を偶ぐう然ぜん回収する事に成功した日本政府が、極ごく秘ひ裏りに研究し培ばい養ようしていたもの。
《Ｐ細胞》──即すなわち《フェニックス細胞》と呼ばれるそれを、京也は手に入れたのだ。
　それも、強ごう奪だつという敢あえて乱暴な方法を使って。
　──しかし、日本政府は京也の行こう為いを糾きゆ弾うだんできない。
　異世界の技術・能力に関しては、コクーンが全すべて管理しているからだ。
　日本は新国連の常任理事国Ｇ７に名を連ね、コクーンによる特別自治区とバベルを持ってはいるものの、異世界に関する重要な事こと柄がらや技術などについて、独自の研究や開発は許されていない。
　よって日本が行なっていた研究は、この世界の管理者であるコクーンに対する裏うら切ぎり。
　つまり《フェニックス細胞》は、本来は存在してはならないもので。
　それを奪うばわれたところで、その事実を訴うつたえる事はできない。
「表おも沙てざ汰たにできない秘密は、たとえ奪われても隠かくし続けないとね……」
　だが万ばん難なんを排はいして《フェニックス細胞》を移送するため、京也は複数の囮おとりやダミーを用意していたのだが、その内の幾いくつかが潰つぶされた。
　それも、セキュリティや秘ひ匿とく性せいが高いルートから順番に。
《フェニックス細胞》の存在自体を明るみに出す訳にはいかない日本政府が回収に動く事は予想できていたため、彼かれらの仕し業わざである可能性も考えられた。
　だが、日本政府の情報収集能力では、ダミーの一つに踊おどらされて終わりだった筈はずだ。
　それなのに、発見すら困難だった筈の囮が軒のき並なみ潰されている。
　ごく短い時間で、しかも姿すら確認させる事なく。
　こんな真ま似ねができるとしたら、それはコクーンかそれに比ひ肩けんする力を持つ者だけだ。
　だが他のコクーンには、今回の京也の独断をこんな回りくどい形で邪じや魔まする理由はない。
　もしこの事実を知れば、直接こちらを問い詰つめてくるだろう。
　何より、そもそも他のコクーンに知られるようなミスを京也は犯おかしていない。
　京也の『計画』は、他のコクーンに気付かれない事が前提条件なのだ。
　この点にだけは、細心の注意を払はらっている。
　──ならば、必然的に答えは一つしかない。
　よって氷神京也は確信する──間ま違ちがいなく《朱あけの黄たそ昏がれ》が動いていると。
　恐おそらくは今回の件が、京也の独断である事の察しは付けられている筈だ。
　だが──氷神京也の笑みは微み塵じんも崩くずれない。
「残念だけど……《フェニックス細胞》は既すでに僕ぼくの手の中だよ」
　京也は、冷静な思考で現在の状じよう況きようを俯ふ瞰かんする。
　自分を含ふくめた全てを、盤ばん上じようの駒こまに見立てて。
　まず、他のコクーンメンバーにこの状況を知る術はない。
　高次生命体の独自の研究は、異世界に関する全てを管理するコクーンに対する明確な反逆行為である以上、日本政府が自ら己おのれの罪を告白するような真似はできないのだから。
　そして朱の黄昏も、《フェニックス細胞》の恩おん恵けいを得るのはコクーン全体よりも、京也に限定される方が良いと判断している筈だ。
　何より──もしまだ奪うつもりがあるなら、厳重なコクーン本部に保管された状態よりも、まだＪＰＮバベルにあった方が彼らにとっても望ましいだろう。
　だが京也はこのＪＰＮバベルでなら、幾らでも彼らを迎むかえ撃うてる。
　──とはいえ、事態に気が付いている者がいるのだ。
　幾らか手て荒あらになっても、計画を急ぐ必要はあるだろう。
　多少の問題が起きても心配はいらない。主導権はこちらにある。
　相手の出方を見て動いても、必要な時間稼かせぎはできる筈だ。
　よって現在、京也の計画にこれといった問題は見当たらない。
　もしあるとすれば──それは不確定要素。どう動いてくるか見当もつかない相手。
　だから京也は、その名を口にした。楽しそうに、
「先手は僕だ。凰おう沢さわ君……君はどう動くだろうね」
　京也は笑みを崩さぬまま、モニターに映るゲージを見た。
　それは現在進行している京也の計画の進行度を示していた。
《フェニックス細胞》を手に入れた事で、状況は第二シークエンスへと移行している。
　その第二シークエンスも間もなく完かん了りようするだろう。
　そして要の第三シークエンスは、このまま計画通りに行けば明日には終わる。
　そうなれば、もう京也を止められる者はいない。
　たとえ──相手が最強のコクーンである、あのミハエル・アークウッドであろうとも。
　無論、その理り屈くつで言えば、今ならまだ京也を止める事は可能である。
　もし他のコクーンに現在の状況を知られてしまえば、その瞬しゆ間んかんに全てはお終しまいだ。
　コクーンとしての立場は剥はく奪だつされ、下手をすれば命を失う。
　少なくとも自由に行動できるような事は二度とないだろう。
　だが、そうしたリスクを冒おかしてでも、京也がこんな真似をしているのには理由があった。
　凰沢美み兎う。
　彼かの女じよに関する、重大な『秘密』を知ってしまったからだ。
　ノルンチェックで世界初の『真の勇者』と記された凰沢暁あか月つき──その妹。
　だがそれは、この世界で生きていくために彼女が得た偽いつわりの立場である。
　氷神京也は知っている。
　彼女の正体は、異世界アレイザードで生まれ育った魔ま王おうの娘むすめミュウだと。
　──十代の少年少女が、異世界へ召しよ喚うかんされるようになっておよそ三十年。
　異世界の住人がこの世界にやって来たという記録は、公式には存在していない。
　非常に稀け有うな事例。
　よって美兎の存在は、研究対象として計り知れない稀きし少よう性せいを持つ。
　だがこの秘密は、京也だけが知るもう一つの秘密の前には瑣さ末まつなものでしかなかった。
　それは暁月はおろか、美兎自身ですら気が付いていない彼女の正体。
　即ち──凰沢美兎が、超高位次元生命体であるという真実だ。
　この次元のあらゆる事象を操あやつれるレベルの超ちよ高うこ次うじ生命体を顕現させ、その力をコントロールする事で、世界の全てを完全な支配下に置く『Ｙ計画』。
　コクーンが目指すこの究極の目的を、己だけで成なし遂とげる絶好の機会を京也は得ていた。
　正に千せん載ざい一いち遇ぐう。
　だから、氷神京也はこのチャンスを決して逃のがさない。
　超高次生命体である凰沢美兎を手に入れ、彼女の中に眠ねむる絶対的な力を得た時。
　自分は全てを超ちよ越うえつした、神にも等しい力を得る事ができるのだから。
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「さて……」
　そう呟くと、京也はふとパソコンの電源を落とした。
　連れん鎖さしてパソコンのモニターが消えると、室内は完全な闇に包まれて。
　──そして次の瞬間、生徒会室の扉とびらが外からガチャリと開かれた。
　と同時、天てん井じようの照明が灯ともり、全てを等しく照らし出す。
　入ってきたのは生徒会メンバーの一人。
　書記を務める上うえ崎さき遼りよ平うへいだ。
「何だ……居たのかよ京也」
　遼平は京也の存在に気が付くと、
「何してんだ？　こんな時間に、しかも電気も点つけないで」
「少し考えたい事があってね……」
　と、京也。その表情にあったのは、普ふ段だん浮うかべているのと全く同じ微びし笑ようだ。
　直前まで己の野望について思いを巡めぐらせていたのが、まるで嘘うそのような穏おだやかな表情。
　だから、
「ふーん、大変だな。色々と考えなきゃならない奴やつは」
　京也の言葉に納なつ得とくしたのか、遼平は肩かたを竦すくめて自分のデスクへと向かう。
　そんな遼平の反応と、それをさせた自分の振ふる舞まいに、京也は満足感を得る。
　自分の心には焦あせりも逸はやりもなく、あるのはただ凍いてつくような平常心だ。
　それは、自分の野望の実現が、すぐ眼めの前に迫せまっていても変わる事はない。
　すると遼平は、途とち中ゆうでふと思い出したように、
「そうそう、新年度の開始に合わせてのシステムの一いつ斉せい更こう新しんなんだけどよ。あれって」
「もちろんきちんと行なうよ……」
　京也は当然のように告げる。


「当初の予定通り──明日の夜にね」


４


　米を食べるなら炊たきたてが一番だ。
　そのまま食べるにせよ、生卵や納なつ豆とう、ふりかけといったご飯のお供で食べるにせよ。
　熱々ホカホカのご飯に勝まさるものは、基本的に存在しない。
　しかし、そんな常識を覆くつがえす数少ない事例がある。
　その一つが寿す司しだ。
　ところがこの寿司、きちんと家庭で作ろうとすると何気にハードルが高い。
　寿司職人という言葉があるように、握にぎり寿ず司しには相応の技術が必要であり。
　ちらし寿司にしても、インスタントの素があるにせよ、錦きん糸し卵や絹さやといった具材の調理や下処理には、一定の手間が掛かかってしまうのは避さけられないからだ。
　かといって、パック寿司ではどうにも味気ない。
　だが、家庭でも手軽に美お味いしい寿す司しを食べる方法がある。
　それが、
「ふっふっふ、手て～巻まき寿司ぃ～♪」
　リビングの方から聞こえてくる陽気な声を、鬼おに塚づか剣けん哉やは聞いた。
　鬼塚が立っているのは、自宅のマンションのキッチンだ。
　眼の前にあるガスコンロでは、ステンレスの鍋なべが沸ふつ騰とうしていて。
「クソ……何だってこんな面めん倒ど臭くせェ真似しなきゃならねえんだ」
　鍋から立ち昇のぼる湯気を見ながら、鬼塚は独りごちる。
　鬼塚は今、味み噌そ汁しるを作っていた。具はしじみだ。
　一人暮らしを始めてから、インスタント以外の味噌汁を自宅で飲んだ事はない。
　それこそ手巻き寿司など、食べようとすら思った事はなくて。
　なのに──今夜の鬼塚の夕飯は、手巻き寿司に手作りの味噌汁だった。
　一人で食べるならば、決して有り得ない献こん立だて。
　それをこうして作る羽目になったのには、とある理由があった。
「ケンちゃんケンちゃん。自分、団扇うちわでパタパタするのちょっと飽あきてきたんすけど」
　舎しや弟てい口調の割に、馴なれ馴れしい声が鬼塚を呼ぶ。
　それは、ひょんな事から鬼塚と同居する事になった居いそ候うろうの少女。
　ティアナ・ランドハウゼンだ。
「テメエがどうしても食いたいって言ったんだろうが。つべこべ言わずに続けろ」
　そう。事の発ほつ端たんは、ティアナが「たらふく寿司が食べたい」と言い出した挙句、「お寿司には絶対に貝の味噌汁」などと、外国人らしからぬこだわりを発揮したからだ。一度言い出したら断固として譲ゆずらぬティアナに、相手をするのが面めん倒どうになって鬼塚が折れた。
　少女のワガママに振り回されるなど、少し前の鬼塚では考えられない事だ。
　しかも腹立たしい事に、この状況を受け入れ始めている自分が居て。
　……チッ、何をやってやがんだ、俺おれは……。
　らしくない真似をしていると、我ながら思う。
　自分は何よりも、面倒を嫌きらう人間だったというのに。
　それが自分以外の誰だれかのために、手料理を作るなど、
「どうかしてやがる……」
　吐はき捨すてるように言って、鬼塚はコンロの鍋に意識を戻もどした。
　しかし、手料理とはいえ調理に掛かる手間は最小限で済むようにしてある。
　手巻き寿司は、炊たいた米に出来合いの寿す司し酢ずを適量混ぜて酢す飯めしを作れば、後はそれと一いつ緒しよに購こう入にゆうしたネタを海の苔りで巻くだけ。そして現在作っているこの味噌汁にしても、予あらかじめ砂抜ぬきしてあるしじみを鍋で煮に込んで、最後に出だ汁し入りの味み噌そを溶とかせば完成だ。
「あ、そうそう。お味噌は最後の最後。鍋の火を消してからっすよ、ケンちゃん」
「だから何人だテメエは。こっちは良いから、お前は黙だまって手を動かせ」
「はーい。……それにしても、何だってこの家にはドライヤーがないんですかね？」
　と、素そ朴ぼくな疑問を口にするティアナ。
　確かに、ドライヤーの送風機能を使用すれば、扇あおいで米を冷ます手間は省けるだろう。
　だが一昨日、鬼塚の家からドライヤーはなくなった。
　何な故ぜならば、
「忘れたのか。どこかの馬ば鹿かが投げて壊こわしただろうが」
「そうでした。どこかの変態に裸はだかを見られたんでした」
　不ふ機き嫌げんな声で告げた鬼塚に、さらりとティアナが減らず口を返してくる。
　あのドライヤーは、鬼塚が一人暮らしを始めた時に購入した安物だ。
　使い始めて、もうかれこれ数年になる。そろそろ寿じゆ命みようではあったのだろう。
　それをティアナが投げつけ、鬼塚に額に命中した挙句、そのまま床ゆかに落下したのだ。
　あれ以降、ドライヤーは何度スイッチを入れても完全に沈ちん黙もくを続けている。
「ここで手を抜くと、折せつ角かくのお寿司の味が落ちてしまいますし……仕方ないっすね」
　と、諦あきらめたようにティアナ。再び手を動かしながら、
「うーん、暇ひまですねえ……我々は宇宙人だー」
「いきなり電波な発言をするな。そういうのは羽根付きの扇せん風ぷう機きの前でやれ」
「ワレワレハウチュウジンダー」
「……お前が器用なのは解わかった。好きにして良いから、そのまま手を動かしてろ」
　こっちは現在、生まれてこの方初めての味噌汁作りの最中なのだ。
　そして、
「そろそろか……」
　頃ころ合あいを見計らい、鬼塚は鍋の火を消した。
　それからチューブに入った出汁入りの味噌を入れ、箸はしでぐるりと掻かき回す。
　作り方はこれで間違いない筈だ。念のため、鬼塚はお玉に少量だけ掬すくって味見。
　すると、しじみから滲にじみ出した貝類独特の磯いその風味が、口いっぱいに広がった。
　悪くない。初めて作ったにしては上出来だろう。
　鬼塚はリビングへと顔を出し、
「できたぞ味噌汁。そっちは──」
　どうだと言い掛け、しかしそこで言葉を切った。
　思わずその場に立ち尽つくす。すると、
「おお、グッドタイミングです。丁度こっちも終わったところっすよ」
　こちらに気付いたティアナが無む邪じや気きな笑え顔がおを向けてきた。
　鬼塚はこめかみに青筋を立てながら、
「……………………おい」
「どうしたんすか、ケンちゃん？　ただでさえ強こわ面もての顔を、そんな強こわ張ばらせて」
「……お前に任せてた酢飯はどこに行った」
　テーブルの上に置かれた、桶おけの代わりの大皿は空だった。
　米がない。
　しかしティアナは平然と、
「え？　嫌いやだな、言ったじゃないですか──こっちは終わったって」
「阿あ呆ほうか！　何で準備じゃなくて、酢飯を全部食い終わってやがる！」
「いやあ……お寿司に適温かどうかを知るには、実際に食べてみるのが一番なので」
　テヘっと舌を出すティアナ。
　無論ティアナに手伝わせた時点で、摘つまみ食ぐいのリスクは考えていた。
　だが、寿司ネタを最後に出せば、問題ないだろうと思っていたのが災わざわいした。
　まさか米の方を全部やられるとは。
「すみません。自分、ちょっとうっかりしてました」
「ざけんな。三合の飯を食っておいて、うっかりもクソあるか」
「まあまあ、そう目くじらを立てないで。そろそろ追加の分が炊ける頃ころなんですし」
　鬼塚の家にある単身用の炊すい飯はん器きでは、三合炊だきが限界である。
　だが鬼塚一人ならともかく、大食いのティアナの胃いぶ袋くろまで賄まかなうには、三合は心ここ許ろもとなくて。
　そこで、ティアナに任せた最初の分の後、続け様に急ぎ炊きで追加を準備していたのだ。
　確かに間もなく、そちらが炊き上がる頃だった。
　幸いにして寿司ネタは無事である。
　酢飯を作るだけなら、そう時間は掛からないだろう。
「………………チッ、仕方ねえ」
「そんな怒おこらないで下さいよ。自分も悪いと思ったので、一番美お味いしいところはケンちゃんに取って置いたんですから」
「あン？　そんなもん、一体どこに……」
　テーブルの上の皿は綺き麗れいすぎる程ほどに空だ。
　それに、酢飯に美う味まいところも何もないだろう。
　訝いぶかしげに問う鬼塚に、
「鈍にぶいですねえ、ここっすよ──こ・こ♡」
　パチパチとティアナは右みぎ眼めをウインク。
　そこで鬼塚は、ようやくティアナが言っているものの意味に気が付いた。
　よく見ると──ティアナの右の頬ほおに一粒つぶの米が付いている。
　殺意が湧わいた。
「……………………」
　だから鬼塚は、無言でティアナへと手を伸のばし、
「おっ、珍めずらしく素す直なおっすね。良いですよー、どうぞ遠えん慮りよせず食べちゃって──あれ？」
　そのまま襟えり首くびを掴つかむと、ティアナを引き摺ずり歩き始める。
　そして昨日入れ直したばかりの窓を開け、ぽいっとティアナをベランダへ放ほうり出すと。
　ピシャリと窓を閉め、ガチャリと鍵かぎを掛け、サッとカーテンを引いて。
　ティアナを部屋の外へと閉め出した。
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「むー、ケンちゃんてば照れ屋さんっすねー……」
　ベランダに隔かく離りされたティアナ・ランドハウゼンは、やれやれと嘆たん息そくした。
　乙おと女めの頬ほっぺたに付いた米をスルーするなど、何というもったいない真似をするのか。
　お百ひやく姓しようさんに謝あやまれ。
　仕方なくティアナは自分で米こめ粒つぶを取り、パクリと食べた。
「さて、どうしたものですかね……」
　窓をブチ破って室内へ戻っても良いが、入れ直したばかりの窓を壊すのは気が引ける。
　──まあ、女の子に対して素直になれないのは、思春期の男子にはよくある事だ。
　ここは一つ自分が大人になり、寛かん大だいな態度で接してあげるべきだろう。
　どうせ追加のご飯が炊けて、酢飯ができるまでの辛しん抱ぼうだ。恐らく三十分も掛かるまい。
　それまでベランダでどう過ごすか、ティアナはぐるりと視線を巡らせて、
「おや……昼間干した布ふ団とんがそのままとは。うっかりしてました」
　落下防止の鉄てつ柵さく、その手て摺すりに布団が掛けられたままになっていた。
　それは買って貰もらったばかりの、ティアナの布団だ。
　鬼塚の部屋は、来る筈はずのない来客の事など考えられてはいない。
　よって居候するティアナが生活できるようにと、必要最低限の日用品を購入する必要があったのである。
　この布団、昨日は店で買うとそのまま使用したのだが、今日の昼間は綺麗な快晴だった。
　そのため、外に干しておいたのだが、
「あー、やっぱもう冷えちゃってるっすね……」
　ティアナは布団をペタペタと触さわると、残念そうに呟つぶやく。
　だが、こればかりは仕方がない。
　何せ突とつ然ぜん「寿司が食べたい」と言い出し、渋しぶる鬼塚を強ごう引いんに買い物へと連れ出したのは、他ほかならぬティアナなのだから。
　そして部屋へ帰ってきてからも、すっかりテンションが上がっていたため、布団の事は失念してしまっていたのである。
「……はて、そう言えば他にもまだ忘れている事があったような」
　何かを思い出し掛け、ティアナが首を傾かしげた時だった。
　ふとベランダを風が吹ふき抜けた。
　それは春の夜の突とつ風ぷうだ。
　ティアナが風に揺ゆれたサイドポニーを押おさえていると、
「あ……」
　眼の前の布団がずるりと滑すべり落ちた──柵さくの外側へと。
　まるで夜の闇やみに吸い込まれるように、無音で白い布団が落ちてゆく。
　しかし、
「──おっとっと」
　ティアナがそう呟き、手の平を眼下へかざした瞬間。
　布団の落下が止まった。
　そして上へと浮ふ遊ゆうを開始し、あっという間にティアナの手が届くところへ戻って来る。
　魔ま法ほうで下から風を吹かせた訳でも、糸のような何かで引き上げた訳でもなかった。
　まるで超ちよう能のう力りよくの念道力サイコキネシスか何かのように、布団はティアナの手へと吸い寄せられ、
「危ない危ない、折角ケンちゃんに買って貰った布団っすからね」
　そう言ってティアナは布団の端はしを掴んだ。
　──ティアナが今使用したのは、単なる魔法ではない。
　異世界へ二度渡わたった者には、彼かれらだけが持てる別次元の特とく殊しゆ能力があった。
　火・水・土・風といった四大元素に加え、光や闇といった二極要素など精せい霊れいの力を借りる事でその発現が可能となる『元素系魔法』や、空間や重力を操る『物理系魔法』など、一度目の次元シフトによって得られるものとは根本から異なる新たな能力。
　それは、人間から高位次元体へと近付いた事で手に入れられる固有の概がい念ねん能力だ。
　共通の原理で発動する通常の魔法とは異なる、己おのれだけが使用可能な力。そういった概念能力を使いこなせるからこそ、『コクーン』や『朱あけの黄たそ昏がれ』のメンバーは最強なのだ。
　圧あつ倒とう的てきなまでに。
　そしてティアナが、ズルズルと手摺りの上に布団を引っ張り上げた時だった。
　ふと懐ふところから電子音が鳴り響ひびいた。
　ティアナは「はいはい」と言いながら携けい帯たい電話を取り出すと、通話ボタンを押して、
「はい、ランドハウゼン」
『やあティアナ──元気そうだな』
「おや団長じゃないっすか。どうしたんすか？」
『さあ……どうしたと思う？』
　電話の向こうから聞こえてくる女性の声は、悪いた戯ずらっぽい笑えみを含ふくんでいた。
　世界最強のテロリスト集団『朱の黄昏』──その女団長セシル・エンドハート。
　彼女がこういう訊たずね方かたをするのは、こちらに答えがある時だ。
　だからティアナは、何事だろうかと思案して、
「あっ……！」
　しまった、とばかりに声を出した。
『思い出してくれたようで何よりだよ……』
　笑みを増したセシルの声に、
「いやいや、忘れてませんよ？　ほら確かアレっすよね……そう《Ｔ細さい胞ぼう》！」
『《Ｐ細胞》だ。しかも、今から以前指示した場所へお前が行っても、残念ながら少しばかり遅おそいな』
　それはそうだ。セシルに《Ｐ細胞》の件を頼たのまれたのは、一昨日の話である。
　後の祭りにも程があった。
「ううっ……あの、もしかして団長……怒ってるっすか？」
『いいや、別に怒ってはいないよ』
「……本当に？」
『ああ。何せあの日は、お前と同じように私も《別件》を優先してしまったからな』
　それに、とセシル。
『お前は気まぐれな所があるが、自分勝手な奴じゃない。自分にとって何が正しいか、本能的に判断しているだけだよ。そんなお前が、私が頼んだ事よりも別の何かを優先したんだ。ならば、そちらの選せん択たくの方がお前にとって正しかったんだろう。眼の前にある正しい事を無視して私の頼み事を優先するようなら、そんなのは私の好きなお前じゃないよ』
　そこまで言うと、笑みを含んだ声が少しだけ低くなった。
『──とはいえ、このままアレを放って置くのはどうも良くなさそうでね』
「という事は……」
『ああ──今回の件、背後で動いていたのは氷神京也のようだ。日本政府だけでなく、他のコクーンまで出し抜いてな。恐おそらく《Ｐ細胞》はもう、奴の手に渡わたっているだろう』
「連中が仲間割れをするのは結構ですが、単独の裏うら切ぎりというのはちょっと穏やかじゃないっすねえ……」
『それだけの価値がある、と判断したんだろうな。とはいえこちらも、そんな事態をみすみす見み逃のがす訳には行かない……頼めるか？』
「勿もち論ろん。例の《Ｐ細胞》とやらを、氷神京也から奪うばえば良いんすよね？」
　ティアナの確かく認にんに、電話の向こうのセシルが『ああ』と頷うなずきを返した。
『場所はＪＰＮバベル内部だ。保管されている場所への侵しん入にゆうルートなど、必要なデータは海かい堂どうに送らせる』
　同じ『朱の黄昏』のメンバーである、海堂元もと春はるの名を聞いたティアナは、
「そっか……そういやもっちゃんって、ＪＰＮバベルの学生もやってたんでしたっけ」
『ああ。だが、アイツは良くも悪くも顔が割れてしまっているからな……堅かた物ぶつの副会長兼けん風紀委員長にもそれなりに目を付けられているらしいし、陽動として動いて貰う方が良いだろう』
　とセシル。
『ティアナ、《Ｐ細胞》の奪だつ取しゆはお前に任せる。方法は問わない──好きにやれ』
「──氷神京也はどうします？」
　ふっと低く静かな声で、ティアナは問いを投げ掛けた。
　すると、こちらよりもさらに冷たい声が返ってくる。
『コクーンすら裏切るような奴だ──これ以上、面倒な事を起こさないように、彼にはここで退場して貰うとしよう』
「永遠に……ってヤツっすね」
『とはいえ、地の利は向こうにある。無理に一人で相手をする必要はないよ。《Ｐ細胞》は日本政府が研究・培ばい養ようしていたものだ。技術的に不完全な部分がある可能性が否定できない以上、氷神京也も恐らく自分で使うような真ま似ねはしないだろう。モノを奪ったついでに少し騒さわいでやれば、後は他のコクーンが始末してくれる』
「成なる程……」
『海堂も居るんだ。相手の庭とはいえ、いざとなれば合流して二対一に持ち込めば不覚を取る事はないとは思うが──』
　そう言って、セシルは僅わずかに声の質を変えて、
『もし《Ｐ細胞》の奪取が難しいと感じたなら、別に退いても構わない。最悪、騒ぎさえ起こせば氷神京也は潰つぶせる。だが、だからこそ自分にとって不利なこの状じよう況きようを奴が理解していないとも思えない。恐らく何らかの手を打っている筈だ──潮時を見誤るなよ』
「解ってますよ。でも逆に、もしイケると判断したら」
　とティアナ。
「その時は──殺して良いんすよね？」
『当然だ。我々の自由と意志を邪じや魔まする者は、誰であろうと容よう赦しやしなくて良い』
　たとえ相手がコクーンで、世界を管理する頂点の一人であろうとも。
　退く必要は欠片かけらもない。
　退く道理は微み塵じんもない。
　あるのはただ、絶対にも似た必然だけ。
　我々の自由と意志を邪魔する者は、誰であろうと容赦はしない。


　自分達たちは──『朱の黄昏』なのだから。
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この眼めで見てきたものが、真実とは限らないというなら。
誰か教えて──私は一体何を信じれば良かったのですか？
第一章《乙おと女め達たちの深夜祭》
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　風ふ呂ろ上りで熱を帯びた身体が、失われた水分の補給を求めていた。
　上は首にバスタオルだけを掛かけ、下はジーンズというラフな格好で。
　凰おう沢さわ暁あか月つきは脱だつ衣い所を出てキッチンへ向かうと、冷蔵庫の扉とびらを開け放つ。
　漏もれ出た冷気が火ほ照てった身体に触ふれ、ひんやりとした心ここ地ち良よさを感じながら、
「……っと、あったあった」
　お目当てのものを見つけた暁月は、思わず顔を笑みにする。
　そして冷蔵庫から取り出すと、手の中で透すき通るような硬こう質しつの音が鳴った。
　暁月が喉のどを潤うるおすために選んだもの──それはキンキンに冷えた二本の瓶びん牛乳だ。
　後ろ手に冷蔵庫を閉めると、暁月は一本をステンレスのキッチン台の上へ置き、親指でもう一本の蓋ふたをピンと真上へ弾はじき飛ばした。
　そして蓋がくるくると回転しながら宙を舞まっている間に、暁月は一気飲みを開始。
　ゴクゴクと中身を飲み干して、
「ふぅ……あー、やっぱり美味え」
　口を離はなすと、瓶を持つ右手の指で、落ちて来た蓋をパシっとキャッチ。
　そのまま手の甲こうで唇くちびるを拭ふいた。
　──市場に流通している牛乳の大半が紙パックの中で、量の割に高価な瓶牛乳は、ほぼ嗜し好こう品ひんになりつつある。だが、それでも瓶牛乳が姿を消す事はない。
　何故なら、瓶牛乳には愛好家達を魅みり了ようして止まない長所があるからだ。
　紙パックや、コップに注がれた牛乳は、舌で味わうまでその美味さは解らない。
　だが瓶牛乳は、牛乳と共に容器まで冷える。唇を付けた瞬しゆ間んかんからもう美味いのである。
　そして一気に飲み干せば、得られるのは最高の喉のど越ごしだ。
　ビールを最高の状態で味わうためには、注ぐグラスを冷やすと良い。瓶牛乳は、それと同じ効果を単体で得られるのである。
　──無論、凰沢家の冷蔵庫には、お徳用サイズの紙パック牛乳も常備されていた。
　しかし、これに口を付けて飲むと、同居している少女達に文句を言われてしまうのだ。
　また紙パック自体はそこまで冷えないし、何より牛乳が温ぬるくならないように、ビールのグラスよろしくコップを冷やすというのは、流石さすがにちょっとやりすぎだろう。
　よって瓶牛乳は、現状の暁月にとって味と気配りの両方の面で最良の選択といえた。
「これで、もうちょい量が多ければな……」
　暁月は苦くし笑ようしながら、空になった瓶をシンクの中へ置いた。
　そのまま二本目に手を伸ばす。だが、今度は一気に飲むような真似はしない。
　牛乳の味を楽しむように、少しずつ飲んでゆく。するとリビングの扉が開き、
「……あ、お風呂上がったの？」
　暁月のいるキッチンへ、一人の少女がやって来た。
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　少し恥はずかしそうにしながらこちらへ歩み寄って来るのは、パジャマ姿の美み兎うだった。
　美兎は「とある理由」から、パジャマは大きめのサイズの上着だけを着用している。
　やや幼さを残した可愛かわいらしい顔立ちとは裏腹に、美兎の肢し体たいはあらゆる男を悩のう殺さつするような抜ばつ群ぐんのプロポーションを誇ほこっていて。
　特に──胸は、非常に破はか壊いり力よくのある大きさを湛たたえていた。
　それこそ、男女を問わず、見る者の目を引かずにはいられない程に。
　そのため胸のサイズに合わせて買ったパジャマだと、ズボンはかなりブカブカで。
　仕方なく下はショーツしか穿はかず、必然的に太ふと股ももが露あらわになってしまっているのだ。
　美兎は少し恥ずかしそうに、パジャマの裾すそを気にする素そ振ぶりを見せながら、
「ゴメン、ちょっとだけ洗わせてね……」
　そう言って、暁月の隣となり──流し台の前へとやって来た。
　その手には、空になった複数の小皿やグラスを載せたトレーを持っている。
　恐らく何かのお菓か子しを食べ終えたので、一いつ旦たんグラスともども洗いに来たのだろう。
　だが、現在この家に暮らしているのは、暁月、美兎、リスティの三人しかいない。
　そして暁月がキッチンに居た以上、本来なら使用される皿やグラスは二つあれば済む筈。
　しかし、トレーの上にある小皿とグラスは五つずつあった。
　その数が意味するものは、来客の存在だ。
　しかもその来客達は、暁月が入浴を済ませ、美兎もまた既すでにパジャマへ着き替がえている深夜となった現在も、まだこの凰沢家に留とどまっている。
「フフ、フンフン、フン～♪」
　上じよ機うき嫌げんで洗い物を始めた美兎に場所を譲ゆずると、暁月は牛乳を片手に背後へ。
　そして広い調理スペースの台に腰こしをもたれさせると、ぼんやりと美兎の後姿を眺ながめる。
　普ふ段だんなら風呂上がりにパジャマに着替えた後の美兎は、いつものように髪かみをツインテールに結ばず、下ろしたままだ。美兎の髪は長く膝ひざまであるため、下ろすと尻しりがすっぽり隠かくれる形になるので、パジャマの裾からショーツが見えてしまう心配もない。
　ところが今日は来客があり、こうして洗い物などをする機会があるためか、動きやすいツインテールにしている。そのため、鼻歌に乗って行なわれる洗い物で手を動かす度に、形の良い美兎の尻が小刻みに可愛らしく揺れるのが見えて。
　何ともエロい。
「その様子だと、そっちは随ずい分ぶんと楽しそうだな」
「うん、すっごく楽しいよ。こんな風に遅くまで、家で友達と騒ぐのなんて初めてだし」
　えへへ、と美兎は嬉うれしそうに笑う。
　そう──現在、凰沢家には三人の少女が訪おとずれていた。五い泉ずみ千ち影かげ、桐どう元もと葛くず葉は、そして七なな瀬せ遥はるか。いずれも暁月や美兎にとって大切な友人であり、かけがえのない仲間だ。
　この間、異世界アレイザードへ戻もどった時も、彼かの女じよ達たちは暁月と美兎に付いて来ている。
　だが再訪の目的は「人と魔族の戦争を止める」という深刻なものだったため、共に戦う事で仲間としての絆きずなは強まったが、一いつ緒しよに遊んで友情を深めるような機会は作れなかった。
　そこで千影の発案で、彼女達三人を凰沢家に泊とめる機会を設けたのだ。
　……五泉に感謝しないとな。
　千影は今回の件を発案しただけでなく、この機会を通じてより良い関係が築けるように、色々と気を回してくれているようだった。遥を誘さそうというアイディアも彼かの女じよのものだ。
　色々な出来事を経へて、それでも互たがいにこれから友人として、仲間として共に歩んでゆく事を決めた者同士。交流を深めるのは良い事だ。これで美兎と千影と葛葉の三人だけではなく、新たに遥やリスティを加えた五人の少女達の関係がぐっと深まる事だろう。
　だから、凰沢暁月はしみじみとした口調で告げる。
「これで俺おれも参加できれば、何の文句もないんだけどな」
　この素す晴ばらしい少女達の集まりに、暁月は参加を許されていない。
　仲間外れだ。ぼっちである。不平を口にする暁月に、美兎は窘たしなめる口調で、
「駄～目。言ったでしょ、今日は女の子だけの集まりなんだから。たとえキミでも参加するのは禁止だよ」
「ひでえな。俺だって、お前らともっと仲良くなりたいんだぜ？」
　暁月は飲みかけの牛乳を調理台の上に置くと、スッと美兎の背後へ忍しのび寄り、
「──こんな風に」
　そう告げるなり、やおら美兎の尻をさわさわと撫なでた。
「やっ……!?」
　途と端たんに美兎がピクンと反応し、洗っていたグラスから手を離した。それを、
「っと、危ねえ──」
　暁月は空いていた右手を美兎の前へ回し、宙でキャッチ。
　シンクの底に置きながら、やれやれといった口調で、
「気を付けろよ。怪け我がでもしたら大変だぜ」
「何をしれっと言ってるさっ！　危ないのはキミのせいだよっ！」
「いや、お前の後姿を見てたらついな」
　それに、と暁月。
「台所に立つ女の後姿を見ておいて、何にもしないなんて失礼な真似ができるかよ」
　左手はしっかり尻から離さないまま、暁月はグラスをキャッチするために前へ回した右手を、美兎の胸むな元もとへと滑り込ませた。
　狙ねらうはノーブラの生おっぱい。
　直ちよくで揉もむ。
「ちょ、ちょっと──んあぁっ!?」
　敏びん感かんな胸を揉まれた美兎が、暁月の腕うでの中で身体を跳はねさせた。
　すぐに手でこちらを制止しようとしてくるが、しかし美兎は途とち中ゆうでその動きを止める。
　洗い物の最中だったため、まだ洗せん剤ざいの泡あわが手に付いていたからだ。
　まずは水で手を洗い流そうとする健けな気げな美兎に、暁月はちょっと意地悪。
　美兎が手を洗えないように、美兎を抱だきかかえる様にして後ろへ退がったのだ。
　前へと伸ばされた美兎の手が、虚こ空くうを掴む。
「や、やだっ……手、洗わせてよぉ……」
　切ない声を上げながら、美兎がこちらを振ふり返った。
　だから、
「ん？　……それだけか？」
　思わず暁月はキョトンとなる。
「こ、この状況で、他に何があるのさ……？」
　顔を真っ赤にしながら、恥ずかしそうに身をくねらせる美兎に、
「いや──まあ、お前がそう言うならそうなんだろうが……」
　そう言って、暁月は悪戯を続行した。
　すると美兎はどんどん可愛らしい反応をし始めて。右と左の手で、異なる心ここ地ちの良い柔やわらかさをたっぷりと堪たん能のうするように、暁月は美兎の胸と尻を揉んでゆく。
　──だが、いささか釈しや然くぜんとしないものがあった。
　自分は今、別に美兎の事を想おもい、彼女の涙なみだを止めるために触れている訳ではない。
　こんなものはあくまで、ただのスケベ心でやっている悪戯である。
　なので、てっきりすぐに反はん撃げきに合うとばかり思っていたのだ。
　……抵てい抗こうしてくれないと、止めるタイミングが掴つかみ難にくいんだがな。
　どうしたものか、と暁月は思う。
　いつもの美兎なら手を洗う事など早々に諦あきらめ、問答無用でこちらの悪戯を止めるだろう。
　鉄てつ拳けんを振るうなり、肘ひじを叩たたき込むなり、踵かかとでこちらの足を踏ふむなり。
　それこそ胸元に入れている手に噛かみ付く事だってできる。
　ところが今日の美兎は手が洗えなくなると、抵抗せずに暁月の悪戯を受け入れている。
　恥ずかしがってはいるものの、それでも美兎は暁月の行こう為いを拒こばまない。
　──美兎がこうなったのは、一昨日の夜からだった。
　らしくない。何か悪いものでも食べたのだろうか？　それとも、
　……熱でもあるのか？
　こちらの手から零こぼれてしまう特大級サイズの美兎の胸を揉みながら、暁月は意識を集中。
　指先と手の平で彼女の体温を感じてみるが、
「んー、そうでもねえな」
「あ、ああっ、んっ、やぁ……んぅ、ふあぁんっ！」
　感じている美兎の反応を楽しみつつも、暁月は首を捻ひねった。
　体温は取りたてて高い程ほどでもない。
　まあ──感度はいつもと同じで可愛い位に敏感なため、このまま暁月が悪戯を続ければ、程なく美兎の躰からだには「別の熱」が入るだろうが。
　……しかし熱でもないとなると、考えられるのは……。
　美兎の態度が少し変化した一昨日に、一体何があったのか
　柔やわらかい中に弾だん力りよくを備える彼女の胸の感かん触しよくを堪能しながら、凰沢暁月は記き憶おくを遡さかのぼる。
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　──あの日は昼間、美兎やリスティと共にショッピングモールへ買い物に出で掛かけて。
　確かちょっとしたトラブルに巻き込まれてしまったので、落ち込んでいる美兎とリスティの涙を止めるため、モノレールの中で優やさしく彼女達を慰なぐさめたのだ。
　だが、あれが原因とは思えない。
　何せ──途中の駅で、暁月だけ強制下車させられた位なのだから。
　凰沢暁月は思う。流石に三回は多すぎたらしい──二回にしておけば良かった、と。
　だが、
　……となると、あっちか……。
　暁月は脳のう裏りに浮うかんだ心当たりに、チラリと目線を横へ向けた。
　視線の先にあったのは、洗った食器を置いておくステンレス製の水切り籠かご。
　その中には、一昨日ショッピングモールへ行った際に購こう入にゆうした、動物の顔をデフォルメして作られた陶とう器き製せいのマグカップが三つ置かれている。
　狼おおかみが暁月、猫ねこがリスティ。そして──兎うさぎが美兎だ。
　だが美兎の兎のカップは、買い物先で遭そう遇ぐうしたトラブルで、一度割れてしまっていた。
　運の悪い事にそれが最後の一つだったため、購入した店で買い直す事もできなくて。
　そこで暁月が、美兎やリスティと別行動になった際に、店から聞き出していた問屋に連れん絡らくを取り、無む理り矢や理り倉庫を開けさせて強引に購入してきたのだが。
　暁月は苦笑を漏らした。
　確かに美兎は、あれから上機嫌だった。余よ程ほど嬉うれしかったのだろう。だから、そのお礼という訳ではないのだろうが、暁月の悪戯に対してちょっと寛かん容ようになったのかもしれない。
　しかし、
　……あれは単にコイツの喜ぶ顔が見たかっただけで、こっちの『悦よろこぶ顔』が目的だったんじゃねえんだけどな。
　まあ、こういう美兎を見るのも好きなので、暁月としては構わないのだが。
　そんな事を思いながら、暁月が美兎の胸を揉む手を止めていると、
「っ………………？」
　どうしたのかと、美兎がこちらを振り返って来た。
　そして無言のまま、暁月を見上げて来る。その熱を帯びた瞳ひとみは、恍こう惚こつで濡ぬれていて。
　胸と尻を攻せめられ続けた美兎の表情は、快楽に飲み込まれる手前のそれになっていた。
　だが美兎は何も言わなかった。このまま続けるのか、それとも止めるのか。
　暁月のしたいようにして良いと、こちらの決断を待っている。
　……やれやれ、健気すぎるぜコイツは。
　マグカップを喜んでくれるのは良い。だが恩を感じたからといって、恥ずかしいのを無理に我が慢まんしてまで、こんな真似をしなくても良いのだ。
　……さて、どうやってそれを教えるか。
　口で言っても良いが、「気にするな」と言っても、余計に気を遣つかわせてしまうだけだ。
　ここはやはり、行動で教えてやるべきだろう。
　とはいえ、ここで暁月が止めてしまったら、美兎の気が済まずにこのおかしなサービス状況が続いてしまうかもしれない。
　ならば一体どうするか──そんなものは決まっている。
　……引くのが駄だ目めなら、前進しかねえだろ。
　忘れてはいけない。
　自分はこう見えても、女の気持ちを大切にする鬼畜勇者──間ま違ちがえた、はぐれ勇者だ。
　ちょっと本気を出せば、すぐに美兎も恥ずかしさに耐たえられなくなる。
　そこで美兎にこちらを一発殴なぐらせれば、それでお終しまいだ。
　いつもの自然な関係に戻るだろう。正に妙みよ案うあん。完かん璧ぺきだ。これしかあるまい。
　暁月は、美兎に対して穏おだやかに微笑ほほえんだ。
　すると、
「あ……」
　美兎の表情に安あん堵どの色が浮かび、躰からスッと力が抜ぬける。
　暁月がここで止めると思ったのだろう。
　だから暁月は、慈じ愛あいの表情で「良し」と頷きを一つして。
　悪いた戯ずらを再開した。
「ひあっ──そっ、今ので終わりじゃ……んあぁっ」
「馬ば鹿か言え……ここで止めたらお前のためにならねえだろうが」
　暁月はフッと笑うと、美兎への愛あい撫ぶをより深いものにした。
　錬環勁氣功を使い、手で触れている場所から美兎の体内の氣をいじる。
「んんぅ～～～～～～～っ!?」
　ただでさえ敏感な胸と尻から、全身の感覚を引き上げられたのだ。
　一気に増ぞう幅ふくした快感に、美兎は躰を強こわ張ばらせた。
　そして、
「あ……ぅんっ、ふ……」
　辛かろうじて呼吸する事を思い出し、力が抜けた美兎の全身が柔らかくなった。
　だから暁月は、ゆっくりと美兎のパジャマのボタンを上から開けてゆく。
　一つ、二つ、三つ目を開けた所で、ボタンの縛いましめを解かれた大きな胸が、まるで溢あふれ出るようにパジャマの外へと飛び出した。
　だが、ボタンが閉じ込めていたのは美兎の胸だけではなかった。
　強い快感を与あたえられ続けた事で、美兎の体温は上じよう昇しようしていて。
　その身体から生じた熱気も内側に閉じ込めていたのだ。
　だから、
「あ、ああ……」
　自分の身体が今どうなっているかを理解した美兎が、羞しゆ恥うちに顔を赤くして。
　その眼で見た。
　快楽で桜色に染め上げられた自分の胸が、ほんのりといやらしい湯気を立てているのを。
　まるで快感が沸ふつ騰とうしているかのように。
　暁月はその一層柔らかくなった胸を、優しく愛いとおしむように揉みながら。
　美兎がもうこれ以上、恥ずかしさを我慢できなくなるように。
　言ってやる。
「こんな湯気が立つほど感じてたのか……いけない胸だな」
「ち、違ちがうの……んっ、だってボクの躰、キミがどんどん熱くしちゃうから……だからボク、自分でも抑おさえられなくなって……ふぁんっ」
　濃のう密みつな快楽を得ている事に恥はじらいながらも、感じてしまうのを止められないのだろう。
　美兎が口にした可愛い言い訳を、暁月は豊かな胸を攻める事で封ふうじてやった。
　それでもまだ、暁月に恩返しをしたいという想いが、恥ずかしさを上回っているのか、美兎は暁月の腕の中で、抵抗らしい抵抗をせずにいる。
　だから、
「……んー、一回イッた位じゃまだ駄目か。こりゃちょっと、徹てつ底てい的てきにやるしかねえな」
　暁月は決意する。これでもまだこちらのされるがままなら、致いたし方かたがないだろう。
　もっと強い快感で理性を飛ばして、本能に訴うつたえてやるしかあるまい。
「やっ、嘘うそ……そんな、これ以上なんて、一体何を……ああっ」
「決まってるだろ。お前の、そのいけない胸にお仕置きをするんだよ、お仕置きを」
　まだ絶頂の残ざん滓しで躰を震ふるわせている美兎に、キッパリと暁月。
「教えてやるよ、たっぷりと……お前が我慢できる快感の、その遥か上って奴やつを」
　だから今──静かに発車のベルが鳴る。
　極ごく楽らく経由奈な落らくの果て行き、快楽特急・絶頂エクスプレス。
　ちょっと鬼畜に発車進行。
「行くぜフルコースだ──揉んで舐なめて吸って突つついて摘つまんで捻って堕おとしてやるよ」
　そして、暁月がそっと最終兵器牛乳を使おうとしたところで。
　ふと真横から、


「勝手に一人で堕ちなさい──地じ獄ごくに。この変態っ！」


　戻りが遅おそい美兎の様子を見に来たのだろう。
　リスティに、思い切りフライパンで頭を殴られた──フルスイングで。
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「全くもう……油断も隙すきもないんだから」
　リスティ・シェルフィードは、やれやれと嘆たん息そくする。
　キッチンで行なわれていた、暁月のいかがわしい事この上ない行為を止めた後。
　美兎と共に新しい飲み物とグラス、おつまみとしてのお菓子などの準備を終えると、リスティは自分達の部屋がある二階へ戻ろうとしていた。
「ご、ごめんねリスティさん……」
　先に階段を上っていた美兎が、頬ほおを赤くしながら申し訳なさそう振り返ってくる。
　リスティの「油断も隙もない」という言葉が、自分に向けられていると思ったのだろう。
「あ、違うわ……美兎ちゃんを責めた訳じゃないの」
　と、リスティは慌あわてて否定。別に『美兎が抜け駆がけする形で暁月と接近していた』などと思った訳ではない。だってそうだろう。
「悪いのは──全部こっちのスケベ男なんだから」
　そう言って、リスティが後ろで頭をさすっている暁月を睨にらむと、
「仕方ねえだろ。キッチンに立ってる女の後姿ってのは、男のロマンなんだよ」
　こちらのジト眼に気が付いた暁月が、しれっと笑いながら言った。
「アンタ……今後は、私達が居る時はキッチンに入って来ないでよね」
　男のロマンだか何だか知らないが、キッチンは水場であって濡れ場ではない。
　いちいち背後に暁月の気配がないか気にしなければいけないとか、どんな自宅内戦場だ。
　リスティは嘆息を一つ。美兎に続いて階段を上り始めた。
　先を行く美兎は飲み物とグラスを、リスティはお菓子をたっぷりと入れた木製の容器を持っているため、自然と足の運びはゆっくりになる。すると最さい後こう尾びの暁月が、
「おい、リスティ……お前の着てるそれ、俺のシャツだろ」
　やれやれといった口調で、こちらを指し摘てきしてきた。
「パジャマなら、こないだ買ってやったのがあるだろ。あれはどうしたよ」
「そ、それは……」
　しまった。気付かれた。リスティは恥ずかしさと気まずさから、顔を僅わずかに赤くする。
　──別に暁月に買って貰もらったパジャマを、気に入っていない訳ではない。
　何せどれを買うか選んだのは、他でもないリスティ自身なのだから。
　当然、とっくに袖そでだって通していた。
　商業地区のショッピングモールから帰って来た日は、暁月が家に帰って来た後、美兎と一緒にそのまま持って帰って来た服を、改めて暁月に着て見せた位である。
　だが暁月のシャツを着ていると、暁月の匂においがしてとても落ち着くのだ。
　アレイザードという名の世界で生きてきたリスティにとって、この世界は異世界である。
　だからふとした瞬間、未知の世界にどうしても不安に駆かられてしまう瞬間があって。
　しかし、こうして暁月の匂いがするものに包まれていると、
　……傍そばにアカツキを感じられるみたいで、落ち着くんだもの。
　それに。今日は凰沢家に、千影に葛葉、そして遥の三人が泊まりに来ている。
　彼女らは美兎と同じく、暁月にとって新しくできた親しい女の子達だ。
　そんな三人の暁月に対する感情は、自分や美兎程ほどではないにせよ、かなり好意的で。
　友人である美兎や、かつて長く暁月と共に過ごしたリスティの暁月に対する想いを知っているため、遠えん慮りよもあってか暁月に対して積極的にどうこうしたりはしないが、しかし彼女達にとっても凰沢暁月は、恋れん愛あい対象として魅みり力よく的てきに映っているような気がする。
　リスティや美兎から奪うばうつもりはないが、それでも自分達の事も見て欲ほしい──。
　もし彼女達がそう想っていたとしたら、リスティはその感情をとても良く理解できる。
　かつて──暁月を想っての事とはいえ、一度彼かれを拒きよ絶ぜつした経験のあるリスティもまた、美兎に対して同じ気持ちを抱いているからだ。
　──どうか自分も、暁月の事を好きでいさせて欲しいと。
　よって、リスティにとって千影達たちは、これからこの世界で過ごす上で頼たのもしい存在であると同時に、暁月を巡めぐる感情的には、少しだけ不安な存在だった。
　暁月が自分の世界へ戻った後、美兎は自分に負けない位、暁月と確かな絆を作っていた。
　それも──アレイザードでリスティが暁月と共に過ごした期間よりもずっと短い時間で。
　そして千影や葛葉、遥の三人もきっとそうなのだ。それぞれが暁月との絆を作っている。
　リスティは思う。そんな彼女達の存在を、自分は少しだけ怖こわくなってしまったのだと。
　もしかしたら自分はもう、彼女達の眼には暁月の過去として映っているのではないか。
　そう思ったら居ても立ってもいられなくて。そんな風に思われたくなくて。
　だけど、彼女達に対して堂々と「暁月の事が好きだ」と宣言する勇気もなくて。
　そこで自分の暁月への想いを、言葉を通さずに彼女達に伝える手段として、リスティが選んだのが──暁月のシャツを着て見せるという行為だった。
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　情けない話だ、とリスティは思う。
　不安で、自信がなくて。でも自分の想いを素す直なおに言葉にする事もできなくて。
　それなのに、自分の立場だけは必死に主張して。
　浅ましい独どく占せん欲よく。一国の女王だったというのに。シェルフィードの至宝が聞いて呆あきれる。
「…………………………」
　思わず階段の途中で足を止め、リスティが俯うつむいていると、
「……まあ、お前がそれで良いなら、俺は全然構わないけどよ」
　こちらの空気を察してくれたのか、暁月がさらっと言ってくれた。
「…………本当に？」
　その言葉に優しさを感じたリスティが振り返ると、当の暁月は笑いながら、
「ああ。知らないのか？　女の裸はだかＹシャツってのも男のロマンなんだぜ──この角度だとパンツも見えるしな」
「──────っ？」
　油断も隙もあったもんじゃない。リスティは、慌てて両手で持っていたお菓子の入った容器から片手を離し、サッと自分の尻を隠すと、
「アンタのロマンは、そんなのばっかりか！」
　とっさに右の足で、後ろ蹴げりを繰くり出した。だが、
「っと、危ねえな」
　あっさりと暁月に避さけられてしまい、
「えっ……やっ、きゃあああああぁぁぁっ!?」
　そのままバランスを崩くずして後ろに倒たおれ掛けて、
「──よっと」
　とっさに暁月の両手が、リスティを後ろから支えた──尻を鷲わし掴づかみにして。
「ひあっ──こ、こらっ！　どこ触さわってんのよっ！」
「いや、つい反射的に手が……本能って怖えな」
「アンタの思考回路の方が怖いわよっ！」
　暁月の手から逃のがれようとするリスティに、
「こら暴れるな。危ねえだろうが」
　そう言うなり、暁月はスッと両手を上下に滑すべらせると、リスティの真下へと移動した。
「あ……」
　リスティは、自分の身体が上へと浮ふ遊ゆうする感覚を得る。
　背中と膝ひざ裏うらを支点に抱き上げられていた。その体勢はお姫ひめ様さま抱だっこと呼ばれるもので。
「ちょっ、ちょっと……下ろしてよ」
　思わず恥ずかしそうに身をよじるリスティに、
「こんな狭せまい所で下ろしたら、その拍ひよ子うしに菓子を零しちまうのがオチだぞ。良いから大人しくしてろ。このまま上まで運ぶからよ」
「う……わ、解わかったわよ」
　仕方なくリスティは言う通りに。
「だ、大だい丈じよ夫うぶ、リスティさん？」
　階段の上った所で待ってくれていた美兎が、心配そうにこちらを見ていた。
「ええ、平気よ……驚おどろかせてゴメンね」
　リスティが頬を少し赤くしながら頷うなずくと、
「……ほれ、着いたぞ」
　こちらを抱きかかえたまま二階へ到とう着ちやくした暁月が、そっとリスティを床ゆかへ下ろした。
　リスティはそそくさと裾を直しながら、
「あ、ありがと……」
「気にすんな。それより早く戻ってやれよ。五泉達たちが待ってるぜ」
　と、自分の部屋のドアを開けながら暁月。すると、
「あ、そうだよね。お客さんだけにするのも失礼だし」
　いけない、とばかりに言う美兎に、


「……そうね。そろそろ結論も出てる頃でしょうし……」


　暁月と美兎には聞こえない声で、リスティは静かな声で呟つぶやいた。
「……リスティさん？」
「ううん、何でもないわ……さ、行きましょう」
　こちらの様子に気が付いた美兎に、首を振って笑え顔がおを見せると、
「うん……──あれ？」
　ふと、美兎が何かに気が付いたようにこちらを見た。
　正確には──リスティの下半身を。
「？　どうかした、美兎ちゃん？」
「えっと……違ってたら御ご免めんね」
　問とい掛かけると、美兎は気まずそうにそう前置きをして、
「リスティさん、ひょっとして下……」
「下？　下がどうかしたの？」
　何事かと自分の足元を見るリスティに、
「いや、そうじゃなくて……ちゃんと穿はいてる？」
「…………え？」
　一いつ瞬しゆん、美兎が何の事を言っているのか解らなかった。
　リスティは思わずキョトンとして、
　…………あ、れ？
　そしてようやく気が付く。先さき程ほどまでより、ちょっと下半身がスースーしていた。
　何だか、いやに風通しが良い。有り得ない爽そう快かい感だ。
　だから、
「……………………」
　リスティは無言で、パジャマ代わりに着ている暁月のシャツの上から自分の尻を触った。
「……………………」
　手を下に滑らせて、横に移動して。
　それでも、そこにある筈はずの小さい布と肌はだの境目がない事を確かく認にんすると、
「……………………」
　ギギギと後ろを振り返る。すると、
「じゃあな。楽しいのは良いけど、あんまり夜更かしすんなよ」
　そう言って、暁月が自分の部屋へ入っていくところだった。
　上半身は両りよ肩うかたに掛けたバスタオルに、下半身はジーンズ。
　それだけなら暁月の格好におかしい所はない。
　ただしジーンズのポケットからは、うっかり見み逃のがせないピンクの布がハミ出ていて。
　リスティは思い至る。間違いない。お姫ひめ様さま抱っこをされた時だと。
　だが、リスティが何かを言う前に、暁月は部屋の中へ。
　そして、ガチャリと扉とびらが閉められた。
「…………………………………………」
「…………………………………………」
　廊ろう下かに取り残されたリスティは立ち尽つくし無言。隣となりの美兎も、気まずそうに沈ちん黙もくして。
　二人して、そのままで居る事しばし。
「……………………」
　リスティは無言で暁月の部屋の前へ移動。
　ノックを二回すると、返事を待たずにそのまま扉を開けようとして、
　ガチンっ
　ところが、鍵かぎが掛かっていて開かない。
　だから、
「…………………………………………」
「………………あの、リスティさん？」
「……………………………………………………………………………………開けなさい」
　リスティはボソッと呟くと、自分の肺活量の最高新記録を叩き出す勢いで息を吸って、
「こ、の、変態アカツキぃぃ──っ！　ここを開けなさい、今すぐにっ！」
　扉をガンガンと叩き始める。顔を真っ赤にしながら、声を大きく張り上げて。
　それでも中から返事がないので、扉を蹴けり上げようとして、
「だ、駄目だよ、リスティさんっ！　見えちゃうっ！」
　慌てて制止してくる美兎の声に、
「～～～～～～～～っ」
　悔くやしそうに歯は噛がみすると、キッと暁月の部屋の扉を睨んで。
　深夜の近所迷めい惑わくも辞さずに、リスティ・シェルフィードは叫さけんでいた。
「覚えてなさいよっ。明日、部屋から出てきたらヒドいんだからねっ！」
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　そして──結局暁月が出て来なかったため、リスティはノーパン状態のまま。
　千影達が待っている、自分達の部屋へと戻る羽目になった。
「お願いね、美兎ちゃん……」
「う、うん……解った」
　こちらの言葉に、美兎は神しん妙みような顔で頷くと「んんっ」と喉のどを鳴らして、
「お、お待たせ～」
　扉を開けて中へと入っていった。
「──────」
　その背中にピッタリと付いて、リスティも後に続いてゆく。
　すると、
「おや、二人共おかえり。待ってたよ」
　そう言って、千影が笑顔でこちらを迎むかえた。チューブトップに、ホットパンツというラフな組み合わせ。どうやらこれが、千影が寝ねる時の格好らしい。
　その隣には、それぞれパジャマ姿の葛葉と、ＪＰＮバベルの制服姿の遥が並んでいて、
「凄すごい声だったけれど、何かあったの？」
「凰沢暁月がどうとか聞こえましたが──もしかして、またあの男が何か？」
「う、ううん、何でもないよ……ほ、本当だよ？」
　美兎は大きい動作で手を振って、二人に応こたえた。自分へ注目を集めるように、
「ほら、飲み物のお代わり持ってきたよ。みんな喉のど渇かわいたでしょ？」
　そう言って、テーブルの上にグラスやペットボトルを載のせたトレーを置いた。
「──────っ」
　その隙に、リスティはさりげなく壁かべ際ぎわのチェストの方へ。
「…………………」
　何気ない動作で、下着が入っている段の引き出しを開けた。
　そして神速で丸めて収納されているショーツを一枚手に取り、引き出しを元に戻もどすと、
「──あ、いけない。お菓か子しを持ってくるの忘れちゃった。用意はしてたのに」
　絶ぜつ妙みようのタイミングで美兎からパスが来る。だから、
「あらそうそれはいけないわね良いわよ美兎ちゃんはそのままで今度は私が持って来るからええもう本当に気にしないで」
　リスティは息いき継つぎどころか一いつ切さい言葉を途と切ぎれさせる事なく言い切ると、部屋の外へ。
　後ろ手に扉を閉めると、いそいそとショーツを穿き終え、ふうと安堵の嘆息を一つ。
　部屋に入る前に廊下の床へ置いておいた、お菓子の入った木製の容器を手に取ると、
　……一、二、三……。
　一階のキッチンへ行って戻って来るのに不自然ではない時間が経過するのを待ってから、
「あったわ。これの事でしょ、美兎ちゃん？」
　自然な笑顔を作って部屋の中へと戻った。
「わ、わー……ありがとー、リスティさん」
「ううん、気にしないで」
　やや硬かたい笑顔でこちらを迎えた美兎と、千影の間にあるスペースにリスティは着席。
　……ふぅ、何とか切り抜けられたわね……。
　絨じゆ毯うたんの起毛の柔らかさを脚あしは感じても、尻しりは感じない事に安堵を噛み締しめていると、
「………………ふーん」
　ふと、隣の千影が意味ありげに呟いた。
　彼かの女じよの視線の先を追ってみると、リスティがパジャマ代わりに着ている暁月のシャツの裾すそから、穿き替かえたばかりのショーツが少しだけ見えていて。
　……め、目め敏ざとい……っ。
　しまった、という顔としては解りやすい表情をリスティは浮かべた。
　あの一瞬で、何とか同系色のものを選んだのだが、それでも先程まで穿いていた物と違うショーツである事に気付かれてしまったかもしれない。
　しかし千影は、
「……へー、美お味いしそうだねこれ。コンビニの新作かい？」
　特にリスティの変化には触ふれる事なく、全く別の話題を口にする。
　間違いなく気付いただろうに──色々と察してくれたのだろう。
　千影の気き遣づかいをリスティは心の底から感謝した。
　だから──思わず、そのまま楽しい会話を再開してしまいたい気持ちに駆られる。
　それができたら、どれだけ良いだろうと思う。
　だが、
「──────」
　リスティは深呼吸を一つすると、表情を真しん剣けんなものにして、
「…………ちょっと良い？」
　静かに……しかし、しっかりとした口調でその場に居た全員に呼よび掛けた。
　そして自分に視線が集まるのを待ってから、千影、葛葉、遥の三人に向かって。
　そっと問い掛ける
「先刻、私がこの部屋を出る時に『もう一度よく考えてみて欲しい』って頼んだ事についてなんだけど──三人共、答えは出たかしら？」
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「頼んだ事……？」
　リスティが何を言っているのか解らなかった美兎は、キョトンとした声を上げた。
　ただ。その場の空気が重く、真剣なものになった事を感じ、二の句が継つげない。
　しかし、一度問い掛けたリスティはもう、同じ問いを口にする事はなかった。
　黙だまって相手の答えを待っている。だから美兎は、問われた三人の方へと視線を向けた。
　すると、彼かの女じよ達たちもまた表情を真剣なものにしていて、
「──凰沢さんが飲み物を取りに部屋を出ていった後、リスティさんに言われたのよ」
　代表するように、葛葉が教えてくれる。
「アレイザードという異世界から来て、この世界で暮らすためには貴女あなたや凰沢君──そして私達に迷惑を掛けざるを得ない自分は、戦力としてのプラスと、足手まといのマイナス……どちらの面が大きいと思うかって。そして──」
　一息。
「もしマイナスになるようなら──自分はアレイザードへ戻ろうと思う、って……」
「そ、そんな──」
　美兎は、慌てて振り向くようにしてリスティを見た。
「……………………」
　黙って視線を下に落としたままでいる、リスティの表情は真剣で。
　解る。リスティは冗じよ談うだんで言っている訳ではないのだと。
　……あ……、もしかして……。
　美兎はこの部屋に戻って来る前、廊下でしたやり取りを思い出す。
　あの時、部屋へ戻ろうといった自分に対し、リスティが「そろそろ結論が出てる頃だ」と言っていた気がしたのだが。やはりあれは、自分の聞き間違いではなかったのだ。
　だが、凰沢美兎は納なつ得とくできない。
「どうしてそんな事を言うの？　こないだ公園で、『これからはずっと一いつ緒しよだよ』って約束したばかりだよ。あの時リスティさん、『うん』って言ってくれたのに……っ」
「ええ、美兎ちゃんはそう言ってくれたわ……嬉うれしかった、本当に。そして、私をこの世界へ連れて来てくれたアカツキも、そのつもりで居てくれてると思う……」
　でも、とリスティ。
「アカツキも美兎ちゃんも、心情的に私に近いから……だから、この三人に客観的な意見を訊きいてみたかったの」
「そんなの……千影さんも委員長も、遥さんも、みんなリスティさんが居ても良いって思ってくれてるに決まってるよ！」
　声を大きいものにした美兎に、
「感情はそうかもしれないわね……でも、私はそういう事を訊いたんじゃないの」
　と、リスティは寂さびしそうな笑えみを見せながら、
「彼女達に訊いたのは、感情じゃない。ただ純じゆ粋んすいに、私はみんなの戦力と足手まとい、どちらになるかを訊いたの……私を両方の天てん秤びんに掛けた時、どちらに傾かたむくかって」
「そんなの──」
　関係ない。リスティはこの世界に、暁月の傍に居て良い。
　自分と同じように。そう言いたかったのに、それより先に、
「足手まといにだけはなりたくないのよ──アカツキや美兎ちゃん達の」
　と、リスティ。
「本来は検知される筈だった、私がこの世界に来た時の反応は、バベルという組織には記録されていないわ。もし私がここに居る事を上う手まく説明できずに、その結果美兎ちゃんの素すじ性ようまで知られるような事になったらどうなると思う？　あたしだけが掴つかまるなら良い。でも美兎ちゃんや暁月はおろか、ここに居る三人まで危険に晒さらす事になってしまうわ。そんな事になる位なら、いっその事──」
「アレイザードに……帰るっていうの？」
　美兎の呆ぼう然ぜんにも近い問い掛けに、リスティは「ええ」と頷いた。
「次元の穴を使って世界を渡わたる方法は聞いているわ。美兎ちゃんと同じで、私もアレイザードへ指向性を持つ存在よ。みんなが戦争を止めるために来た時と同じ方法を使えば、あたし一人が向こうの世界へ帰る事はできると思う」
「それは……でも！」
　暁月に迷惑を掛けたくない気持ちは理解できる。
　アレイザードへ戻る方法も、理り屈くつとしては問題ないかもしれない。
　だが、
「ボクは嫌いやだ……絶対に嫌。リスティさんを独りになんかしないからね」
　凰沢美兎は、己おのれの気持ちを譲ゆずらない。
　自分達と暁月の三人で、ショッピングモールに行ったあの日。帰りに立ち寄った公園で、リスティは泣いたのだ。美兎の胸で、肩かたを震わせて、涙なみだを流しながら。
　あの時、自分はリスティに何と言った？
　大丈夫──これからは、ずっと一緒だから。
　言った。確かにそう言った。
　そしてあの言葉は、その場の思い付きによる、口からでまかせなどでは断じてない。
　だから、
「……皆みんなは、リスティさんの事をどう思ってるの……？」
　美兎は、千影と葛葉と遥の三人を見た。その眼めで伝える。信じていると。
　だが、もし万一彼女達がリスティを足手まといと思ったとしても。
　自分は──リスティを一人にさせるつもりなど決してないと。
　すると、最初に表情を変えたのは千影だった。真剣な表情を笑みに変えて、
「リスティさんに真剣に訊かれたからね……失礼のないようにあたし達もそれぞれで真剣に考えて、そして互たがいの考えについても確認し合ったよ。でも──」
　そして言った。
「──残念だよ」
「………………」
　千影の言葉に、リスティは俯いたまま無言だった。
　代わりに、
「そんな……」
　信じられないと言わんばかりに、美兎が悲痛な声を上げる。
　その時だった。
　……あ……。
　小さな手が、そっと美兎の手に重ねられた。それは、美兎の隣のリスティとは逆隣──反対側に座すわる葛葉のもので。見れば静かな笑みが、こちらに向けられていた。
　そして、重ねられた手の温ぬくもりが教えてくれる──心配は要いらないと。
　だから美兎は任せる事にする。自分が信じる、自分の大切な友人──仲間に。
　すると、
「……ええ、全く残念ですわ」
　と、澄ました顔で遥が言った。
「まさか、こんな事を言葉にしなくてはいけない程ほど、リスティさんを不安にさせてしまっていたなんて……彼女の今後をどうやってバベルへ伝えるべきか、凰沢暁月と相談して決めた私の責任ですわね」
「ち、違うわ……それは、私のために無理をする羽目になったからで」
　うろたえるリスティに、遥は首を振ふって、
「違いませんわ。私達に迷惑を掛けてしまうかもしれないと貴女が不安になっているなら、私は貴女を不安にしてしまいました。それは私の至らなさが、貴女に迷惑を掛けたという事でしょう？」
「いいえ、そうじゃない……だってそれは、そもそもの原因が私にある問題だもの」
「それを言うならそもそもの原因は、暁月がこの世界に美兎を連れて来たからにならないかな。いや、それともアレイザードに召しよ喚うかんされたからかな？」
「というか、凰沢君がこの世界に生まれたりしたのが悪いんじゃない？」
「ははっ、良いねそれ……確かにそれが一番の問題かも」
　葛葉が吐はいた毒に、千影は楽しそうに笑ってから、
「ねえ──リスティさんは、美兎の存在や、貴女と暁月との出で逢あいを、迷惑の原因だって否定するつもりかい？　それともまさか、暁月の存在そのものを否定するのかな？」
「そ、それは……」
　千影の論理に、リスティが困こん惑わくしているのを美兎は見た。
　自分が言いたいのは、心配しているのはそういう事ではないと。
　だが、千影は苦くし笑ようから表情を真剣なものにして、
「あのね、リスティさん……戦力と足手まとい、プラスとマイナスの面は誰だれだって持っているものだよ。そしてその天秤は、その時々の状じよう況きようによって変わるものだ。あたし達の存在が暁月や美兎の力になる事もあれば、足手まといになってしまう事もある。リスティさんが抱かかえている不安は、リスティさん一人のものじゃない。あたし達も同じように感じているものだよ。でもね、それでも一緒に居たいんだ。だから、何とか自分に出来る事をしよう──そう想って、あたし達はここに居る。それは、リスティさんも同じだと思っていたんだけど……あたしの勝手な思い込みだったかな？」
「…………いいえ」
　首を振るリスティに、千影は「でしょ」と笑って、
「それに、もしここでリスティさんを足手まといだって切り捨てたら、次にまた誰かが足手まといになればその人を切る事になる。でもね、それじゃ駄だ目めだとあたしは思うんだ。確かに、時に非情になる事は必要かもしれない──」
　そこで、表情を真剣なものにする。
「──けど切り捨てるって事は、諦あきらめるって事だ。美兎やリスティさんの居場所をこの世界にきちんと作るためにも、暁月が抱えている事情や目的を達成するためにも、恐おそらくあたし達が相手にしなくちゃいけないのはきっと世界そのもの。そんな大きな目標を達成するためには、断固とした決意が必要なんだよ。多分、暁月はそれができている。だから、傍に居たいと思うあたし達も、同じように信じなきゃ」
「そうですわね……」
　と遥も頷きを一つして、
「私もこのまま生徒会に籍せきを残していた方が、色々と役に立つ情報を流せるかもしれませんわ。でも、そういう卑ひき怯ような真ま似ねをし続けるのは、私の性格的にどうしても無理ですの。そして、そんな引け目や負い目を感じたままでいたら、皆の足手まといになってしまいかねない──」
　一息。
「──だから明日にでも、辞表を提出するつもりですわ。きちんとケジメを付けるために。その事で、みなさんの役に立てなくなるマイナスはある。でもその代わり、その事で私は心置きなく貴女あなた達たちと共に、最後まで戦えるようになるでしょう。そのプラスの方を、私は大きくしてみせますわ」
「というか……そんな難しく考えなくても、答えは出ていたのだけどね」
　と葛葉。
「私達はリスティさんと一緒に居たい。一緒に居て欲しい……それだけの単純な話よ。だって、世界を敵に回してでも一緒に居たいような友達が、大切にしてる人なのよ？　だったら、その人とも仲良くなりたい。友達になって、一緒に戦っていきたいと思うのはごく自然な事でしょう？」
　そこで、視線を虚こ空くうへ向けた。過去の出来事を思い出すように、
「──前に、凰沢君が言っていた事があるの。『泣きたい時に女が泣けない、そんな世界は間違ってる』って。同じように、私達にとっては彼かれや凰沢さん、それにリスティさんが心の底から笑って過ごせない今のこの世界は間違ってるのよ。そして、もしリスティさんがアレイザードへ戻ったら、私達全員がそんな風に笑う事はできなくなると思う」
　だって、と葛葉。
「リスティさんの想いを犠ぎ牲せいにした事実を、私達は絶対に忘れられないだろうから……」
「でも、それなら……」
「一いつ旦たんリスティさんにはアレイザードへ戻って貰って、暁月と美兎がこの世界での問題を全すべて解決してからもう一度迎むかえに行けば良い、かい？」
　反論しようとするリスティの考えを、見み透すかしたように千影。
「確かにそれも一つの手かもしれない。でもあたしは、リスティさんも一緒に居て、少しでも美兎や暁月や、あたし達の心の支えになって貰って、挫くじけそうになったり諦めそうになった時、一緒に励はげまし合いながら戦っていくべきだと思うし、そうしたいと思うね」
　そして、穏おだやかな笑みを浮うかべて、
「リスティさんは感情を一旦置いておいてと言ったけれど、あたし達が確認しなきゃいけないのは、むしろその感情の方なんだ。暁月のためだけじゃない。あたし達が、互いのために命を懸かけられる存在にならないと。いつまでも暁月に守られてばかりはいられない。だからリスティさんが居る事で、あたし達の誰かが危機に陥おちいった時、暁月の負担を減らせる事だってあると思う。そのプラスの可能性はね、あたし達全員にあるものなんだよ」
「…………良いの？　それで本当に……」
　まだ自分がここに居て良い事を信じられないリスティに、
「良いも何も、たとえもしここでリスティさんが向こうの世界へ帰っても、凰沢君がすぐにもう一度連れ戻しに行くと思うわ。それこそ、どんな手を使ってでも」
　と、肩を竦すくめながら葛葉。
「一度こうと決めたら彼、目的を果たすまで絶対に止まらないわ。それは、リスティさん……貴女もよく知ってるでしょう？」
　だって、と苦笑しながら、
「そんな凰沢君だからこそ、貴女も私達と同じように彼に惹ひかれたんでしょう？」
　すると、リスティは
「………………っ、ええ……っ」
　泣き顔にも似た笑顔を見せると、確かな声と共に頷いた。
　それを見た千影は、肩の力を抜ぬいたように長い息を吐いて、
「──と。まあ、あたし達としてはこんな感じなんだけど、どうかな美兎？」
　こちらへと穏やかに微笑ほほえみ掛けてくる。
　だから、
「うん、ありがとう……皆が居てくれて本当に良かった」
　美兎は三人に心の底からの感謝を告げて。
　そして隣に座っているリスティに向き直ると、背中に手を回してそっと抱だき寄せた。
「美兎ちゃん……？」
　キョトンとするリスティに、
「もう一度──ううん、リスティさんが解ってくれるまで、何度でも言うよ」
　凰沢美兎は告げる。
「大だい丈じよ夫うぶだから。リスティさんも、ボクも。千影さんも、委員長も、遥さんも──それにあの人も。だってあの人が居て、ボク達が一緒に居るんだから」
　解る？
「──だってボク達は、これからずっと一緒なんだから」
「…………うん。そうだった……そうだったよね。ゴメン……ゴメンね……っ」
　こちらを抱きしめ返してくるリスティの背中を、美兎は優やさしく撫なでながら、
「ホラ、泣かないでリスティさん。あんまり泣いたりしてたら──」
　と、そこまで言った時だった。
　部屋の扉が外からノックされたのは。
「……え？」
　誰もが驚きそちらを見る。
　すると、
『あー……悪いな、お楽しみのところ』
　扉の向こうから、暁月の声が聞こえてきた。
　美兎達たちが、思わず全員で顔を見合わせてから、
「ど、どうしたの……？」
　まさかと思いながら代表で美兎が尋たずねると、暁月が扉の向こうから、
『気のせいなら良いんだが……誰か泣いてるような気がしてよ』
　美兎達の想像通り──否いや、期待通りの言葉をくれて。
「────っ！」
　思わずその場に居た全員で、声を上げて笑ってしまった。
　それまで涙を流してたリスティも一緒になって。
　……ああ。
　嬉しかった。最高だった。自分達の大好きな暁月がこうだから。
　凰沢美兎は思う。今この場に、自分達は集っているのだと。
『笑いすぎだ、お前ら……ま、勘かん違ちがいなら良いんだけどよ』
　お休み、と言って立ち去ろうとする暁月に、
「ううん、そんな事ない……心配してくれて、ありがと」
　美兎は、笑って眼の端はしに浮かんだ涙を指でそっと拭ふきながら、
「……お休みなさい」
　と声に出して。
　大好きだよ、と──そっと心の中で付け足した。
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　それから暁月の事で一ひと頻しきり笑って。
　他の話題でも色々と盛り上がって。
　先程までの重い雰ふん囲い気きが嘘うそのように、室内は明るい空気に包まれた。
「あー、可お笑かしいよね……ホントに」
　言いながら、美兎はパジャマの胸むな元もとを引っ張ってパタパタする。
　興奮してテンションが上がってしまったせいか、身体が火ほ照てってしまっていた。
　しかしそれにしては、流石さすがに少し体温が上がりすぎている気がする。それに、
　……何だろ……何だかフワフワする……。
　気持ちが高こう揚ようして、どんどん楽しい気分になってくる。すると、
「あれ……この匂におい」
　ふと、室内に甘あまい香かおりが立ち込めていた。
　森の緑に花の匂いを足したような、心が落ち着く匂いだ。
「ああ、リラックス用のアロマだよ。携けい帯たい用のポッドがあるんで、持ってきたんだ」
　と種明かしをする千影。
「この特別自治区では、メンタルケアのグッズが充じゆ実うじつしているんだよ。異世界に召喚されただけでも辛つらいと感じている人が多いのに、さらにこの人工島で暮らす事を義務付けられているからね。ストレス解消やリラックス効果が得られるグッズはいっぱいあって、中には魔ま法ほうの効果を付加したものもある。これもその一つでね」
「そうなんだ……」
　美兎は深呼吸して、甘い匂いを楽しんでみる。
　確かに心ここ地ちの良い香りだった。だが、
　……あれ、何かどんどん室内が暑くなってきているような……。
　美兎はパジャマの前のボタンを一つ、二つ開けて、胸元へ風を送り込む。
　すると火照った身体に空気が触れて。
　涼すずしいというよりもむしろ、くすぐったくて気持ち良い。
　ふと見るとリスティや葛葉や遥も、同じように手で仰あおいだり、パジャマの裾をパタパタとしていた。中でも、特に制服姿の遥が一番暑そうで、
「ねえ、遥さんはパジャマを持ってきていないの？」
　素そ朴ぼくな疑問をぶつけてみる。
「ええ……でも、問題ありませんわ」
　と遥。
「ああ、そろそろ良いかもしれませんわね……」
　そう言うなり、そっとＡＤに手をかざした。
　すると──途と端たんに制服が、光の粒りゆ子うしと共に淡あわいパステルカラーのパジャマへと変化する。
「え、何それ……どうやったの？」
　初めて見た変身に、興きよ味うみ津しん々しんのリスティに、
「私達の学校の制服は、今度リニューアルして精神感応石オリハルコンの繊せん維いを織り込んだ物になりましたの。そこで、同じく精神感応石を使用しているＡＤという武器具現化装置の機能を使う事で、制服から体操服や、戦せん闘とう衣服などにも変身できるようになったのですけど……」
　こちらの世界の技術を遥は説明。
「ＡＤは、使用者のパーソナリティに併あわせて最も相応ふさわしい武器を具現化するのですが、その機能を応用すれば、時と場所に合わせた様々な服装に変える事も可能だったみたいなんですの……」
「へえ、随ずい分ぶんと便利になったね……」
　と千影。
「確か、春休み明けの新年度からあたし達にも支給されるようになるんだっけ？」
「その予定ですわ。ただ、折せつ角かくですので今日は皆さんの分の新しい制服とＡＤも持ってきましたの。良かったら受け取って下さいます？」
「それは、嬉しいけれど……」
　と複雑な顔で葛葉。
「私、飛び級している関係でサイズが特注なのよね……大だい丈じよ夫うぶかしら」
「それも、問題ありませんわ」
　と笑顔で遥。
「使用者のパーソナリティに合わせて、相応しいものに変化すると言ったでしょう。当然サイズも、最初に着た時に自然と適したものになりますわ。注意するとしたら、色々と便利に変化させられるからといって、着たきりにならない事ですわね。変化する度に、精神感応石の繊維は消しよ耗うもうしますから、痛むのが早くなってしまいますし……」
　言いながら、遥は持ってきたボストンバッグから制服とＡＤのセットを取り出した。
「わー、ありがとう遥さん……」
　受け取り、お礼を言う美兎の隣で、
「え……私のもあるの？」
　驚おどろいたようにリスティが、キョトンと眼を丸くした。
「ええ。貴女もこれから、私達と同じ仲間になるんですもの……当然ですわ」
　と、遥は笑いながら、
「まだバベルへ通うための手て筈はずは整っていませんが、完かん了りよ次うし第だい貴女あなたも私達と同じ学まなび舎やで過ごす事になります。だから、もう少しだけ待ってて下さいな……」
「ありがとう……凄く嬉しい」
　リスティは心の底から嬉しそうに、手て渡わたされた制服をギュッと胸に抱きしめた。
「あと、これは凰沢暁月の制服ですわ。彼には特例で、既すでに新型のＡＤは支給してますから、こちらだけ明日にでも渡しておいていただけます？」
「うん解った……ありがとね、遥さん」
　暁月用の制服を受け取った美兎は、自分のと一緒にチェストの上へ置いた。
「えっと……」
　リスティのも一緒に置くか眼で訊たずねると、穏やかな笑みと共に首を横に振られた。
　どうやら、余よ程ほど嬉うれしかったらしく、もうしばらく抱いていたいらしい。
　美兎は了りよ解うかいの頷きを送り、再び自分が座っていた場所へと戻っていった。
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　これで遥のパジャマの問題は解決した。
　よって残る問題は、
　……何でこんなに暑いんだろ……？
　美兎がパジャマの胸元を引いて、パタパタと扇あおぐ。すると、
「今日来た時から、ずっと気になってたんだけど……」
　とジト眼で葛葉。
「凰沢さんの胸……また大きくなってないかしら？」
「うっ──…」
　美兎は、胸を扇いでいた手をピタリと止めた。
「や、やだな……気のせいじゃない？」
　思わず乾かわいた笑みを浮かべると、
「そうなのかい？　──どれ」
　こちらの背後に回った千影に、いきなり両手で胸を揉もまれた。
「やっ……ちょ、ちょっと千影さん!?」
　思わず抗こう議ぎの声を上げる美兎に、
「うわ、こりゃ絶対に大きくなってるね……しかもかなり」
　と、こちらの胸を触さわりながら千影。
「こないだアレイザードに行って、水浴びした泉で触った時と全然大きさが違ちがう。これだともう手から零こぼれちゃって掴めないよ。『手に余る』とか『手に負えない』って、こういうのを言うのかな……」
「そ、そんなところで上手く言われても嬉しくないよっ」
　もう、と美兎は身を引いて千影の手から離り脱だつ。
　すると千影は笑いながら、
「……まあ、身体付きが変わってきてるのは美兎だけじゃないみたいだけどね」
「な、何ですの……？」
　ニヤニヤとした笑みを向けられた遥は、顔を赤くしてジリっと身を引いて、
「またまた、副会長……自分が一番解わかってるクセに」
「そ、それは確かに、アレイザードへ行っている間に胸のサイズが上がったりとか、身体のラインは変わりましたけど……」
　千影の指し摘てきに、観念したように自分の変化を口にする。
「やっぱりね……ああ、でもね。実はそれ、二人に限った話じゃないんだよ」
　と千影。
「ここだけの話、あたしや委員長の身体つきも変化してきてるんだ。あたしも副会長と同じように、今までよりも女らしい感じに。ただまあ、委員長だけはちょっとあたし達とは違った変化になってるみたいだけどね……」
　自身の身体を見た後、隣に座っている葛葉を悪いた戯ずらっぽい笑みと共に見た。
「え、そうなの……？」
「…………………………」
　思わず美兎が問い掛けると、心当たりがあるのか葛葉は憮ぶ然ぜんとなって黙り込んだ。
　まるで認めたくないと言わんばかりに。
　だから美兎は、もしかして少し太ってしまったのだろうかと察しを付けて、
「だ、大丈夫だよ委員長……委員長の身体つきが変わったなんて、ボク全然気が付かなかったもん。気にする必要ないよ」
　慰なぐさめたつもりだった。だが、葛葉は美兎の言葉にピクンと反応すると、
「全然気が付かなかった……？　気にする必要ない……？」
　これまで聞いた事がないような低い声と共に、こちらをギロッと睨にらんできた。
「……………………んでるのよ」
「あ、あの……委員長？」
　俯うつむきながらボソボソと呟く葛葉に、美兎は恐る恐る問い掛ける。
　自分は何か、彼女の地じ雷らいを踏ふむような事を言ってしまっただろうか。
　すると、葛葉はキッと顔を上げて、
「身長が縮んでるのよ、去年の身体測定で測った時からっ！」
「そ、そうなの……でも、そんなに気にしなくても」
　と、リスティがフォローを入れてくれる。
「ホラ。身長なんて、その日の体調で誤差はあるものだし」
「………………五㎝よ」
[image: 画像]
「……今、何て？」
「五㎝も縮んでるのよ、こんなの完全に誤差の領域を超こえちゃってるじゃない！」
「う、それは……」
　美兎は気まずそうに視線を泳がせた。
　流石に五㎝は、誤差で済ませるのはちょっと無理だ。
　恐らく少しずつの変化で、普ふ段だん一いつ緒しよに居た事もあり変化に気が付かなかったのだろう。
　……ど、どうしよう。
　慰められる言葉が見当たらない。しかし、そこで美兎はハッとなって、
「だ、大丈夫だよ委員長、五㎝位なら……だって」
　一息。
「ボクなんて、こっちの世界に来てからもう十㎝近く胸が大きくなっちゃったんだよ？」
「…………………………………………」
「…………あれっ？」
　なぜか葛葉が、もっと沈しずんでしまった。
　何だか背中の後ろに「ズーン」という効果音が見えそうだ。
　すると、逆隣どなりのリスティまで、
「………………十㎝」
「えっ……リ、リスティさん？」
　ボソッと呟くと、貰もらった制服を身体の前に抱えた状態で体育座りを始める。
「あーあ。無自覚っていうのは怖こわいというか、残ざん酷こくだね……」
　と、苦笑しながら千影。
「まあでも、ここに居る全員が何らかの形で身体が変化している。となると、ここに居る五人には共通点があるって訳だね」
「……………………」
「……………………」
「……………………」
「……………………」
　千影の言葉に、美兎を含ふくむ他の四人が黙り込んだ。
　ここにいる全員の共通点。そんなものは考えるまでもない。
「いや、これならチームワークの心配は要らなそうで安心したよ」
　千影は笑みを深いものにしながら、
「女性は、恋こいをすると綺き麗れいになるって言うけど、あれは女性ホルモンが活発化するからだ。周囲に見られていると意識するのも同じ。だから好きな人の傍そばに居て、好きな人に見られていると思うと一番綺麗になる」
　チラっと美兎の胸を見て、
「揉まれると胸が大きくなるっていうのは、実は全部が都市伝説じゃなくて、理に適かなってる部分もあるんだよ。好きな人に触れられて、身も心も快感と一緒に幸せを感じると、女性ホルモンが出て乳にゆ腺うせんが発達するんだ。後は見られてるって感じて胸を意識したり、それこそ心のどこかで触られたいなんて思ったりしていると、その深層心理に身体が無意識に反応してしまったりね」
「べ、別にボク、触られたいなんて思ってないよっ！」
　必死になって否定する美兎に、隣で絶賛体育座り中のリスティが、
「…………嘘つき」
「ど、どういう事かな、リスティさんっ!?」
　慌あわててそちらを見る美兎に、リスティはスッと視線を逸そらして、
「こないだのモノレール……あと、先刻のキッチン」
「うわあああああぁぁぁぁ──────っ！」
　神速でリスティの口を押おさえて塞ふさぐと、それを見た千影が両手を前に出して「まあまあ」と笑いながら、
「つまり何が言いたいのかというと──これはあくまで仮説だけど、あたし達の身体の変化は『暁月にどう思われたいか』『どう見られたいか』って、あたし達自身が意識した結果じゃないかっていう事なんだ」
　一息。
「そうだね……敢あえて名前を付けるなら『凰沢暁月症しよ候うこ群うぐん』ってところかな」
「……………………」
「……………………」
「……………………」
「……………………」
　千影の命名に、残る四人は全員で絶句した。
『どうしよう、本当にそんな病気ありそう……』と。
　戦せん慄りつして静まり返った室内で、千影だけが楽しそうに、
「そんなに怖がらなくても平気だよ、身体に悪いものではないだろうから。恐らく暁月の傍に居る事で、自然とあたし達の体内の氣が変化してるんだろうね。暁月に触れられて本心では嬉しいと感じている美兎の胸は、もっと触って欲ほしいと大きくなり──」
　そこで意地の悪い笑みを浮かべながら、葛葉の方を見て、
「心の奥おく底そこの深層心理では、暁月に年相応の子供扱あつかいをして欲しいって思っている委員長の背は、徐じよ々じよに小さくなっている……」
「──────っ？」
　とっさに葛葉が、ただでさえ火照って赤くなっていた顔を、さらに真っ赤にした。
「ど、どういう意味よ五泉……私は別にそんな」
「怒おこらない怒らない。あくまであたしの方で、勝手に理屈を作った仮説だよ仮説。だから、あたしや副会長の身体が女らしくなってきてるのは、暁月に女として意識して欲しいと思っているからって考えると説明がつくし」
「ちょっ、勝手に人の気持ちを決め付けないで下さいな！　私は別に……っ」
「──暁月や美兎と一緒に、和平会談のために行ってたシェルフィードから帰って来た時には、もう変わり始めてたみたいだけど……暁月に何かされたり、自分の心境の変化に心当たりは？　深層心理レベルでも良いけど」
「う──…それは」
　遥が思わず言葉に詰つまった。そして、顔を赤くしてモジモジしながら美兎を見てくる。
　……いや、そこでボクの方を見られると困るんですけどっ！
　心の中で、美兎は絶ぜつ叫きようする。すると、
「成る程ねえ……」
　千影はニヤニヤと笑いながら、美兎と遥を交こう互ごに見た。
　どうやら何かがあった事の察しは付けられてしまったらしい。
　……ううっ、ならせめて何があったかまでは……っ。
　美兎はくっと唇くちびるを噛かむと、完全に口を閉ざした。黙もく秘ひ権けんを使用する。
　たとえ何があろうと、メリッサの娼館であったあの伝説の『ホクロ探しゲーム』については、絶対に自分達たち以外に知られる訳にはいかないのだ。そんなこちらに、
「そんな警けい戒かいしなくても……別に何があったか、みなまで聞くつもりはないよ」
　と、千影。
「そして、最後はリスティさんだね」
「え……あたし？」
　キョトンとするリスティに、千影は「そうだよ」と頷うなずきながら歩み寄り、
「聞けば、リスティさんが『シェルフィードの至宝』と呼ばれるようになったのは、シェルフィードの王都を取り戻した後、暁月と一緒に旅をしていた最中からだったって話じゃないか……」
「そ、それは……」
　自分の変化の心当たりに思い至ったリスティの耳元へ、そっと口を寄せて、
「ずっと一緒に旅をしてたら、そりゃもう意識しっぱなしになっても仕方ないよねえ……さぞかし綺麗になっていったんだろうね？」
「──────っ！」
　顔を真っ赤にしたリスティは、赤くなった自分の顔を見られまいと、体育座りで立てた膝ひざに押し付けるように顔を埋うずめた。
　そして。
　一通り全員をからかい終わった千影は、立ち上がると満足そうに美兎達四人を見回して、
「まあ、そんな本気にしないで。全部仮定の話だよ。あたし達の変化は、第二次性せい徴ちようの一いつ環かんで、普ふ通つうにあたし達が暁月の事を意識しているだけかもしれないんだから。まあ、そうなると委員長の身長が小さくなっているのと、美兎の十㎝アップまでは説明が付かないけど……案外近くに居ると、美兎の胸が委員長の成長ホルモンを吸い取っているのかもね」
　冗じよ談うだんを言われた美兎は、大きく嘆たん息そくして、
「もう、そんな事がある筈はずないよ……ねえ、委員長？」
「………………………………」
「い、委員長……？」
　こちらを無言で見つめる、葛葉の瞳ひとみが怖かった。
　というか、眼が完全に据すわっていた。そして、
「ああ、そう……やっぱりそういう事だったのね」
　そう言って、ゆらりと葛葉は立ち上がると、まるで生ける屍しかばねのように身体を左右に揺ゆらしながら美兎の方へと歩み寄って来た。
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「い、委員長……落ち着こうよ。ちょっと近すぎ、近すぎだから」
　すぐ眼の前に仁に王おう立ちになった葛葉に、美兎は愛あい想そ笑わらいを浮かべて機き嫌げんを取る。
　すると最も早はや、人が殺せるレベルの眼力を備えた葛葉は、
「………………フン」
　鼻を鳴らすと、こちらの肩を突つき飛とばすようにして、美兎を床ゆかへ押し倒たおしてきた。
「痛っ……もう何を──わっ、ちょっと委員長、何でボクに馬乗りになるの？」
　抗議の声を上げる美兎に、最も早はや葛葉は絶対神のような口調で、
「うるさい。黙だまれ、このおっぱい女」
　吐き捨すてるようにそう言って──そして、美兎の胸を滅め茶ちや苦く茶ちやに揉み始めた。
「おかしいと思ってたのよ。こんなどんどん大きくなって……おっぱいなんて脂し肪ぼうの塊かたまりの分際で、よくも私の身長を吸ってくれたわね」
「ひああぁぁぁっ!?　ちょ、ちょっと委員長どうしちゃったの、ねえってば……っ」
　胸を揉みしだかれた美兎は、必死に躰からだをよじって逃にげようとする。
　だが、完全にマウントポジションを取られているので逃げられない。
「私から吸った分を返して貰うだけよ。良いから大人しくしてなさい。抵てい抗こうしたら、今後は学校でもプライベートでもあんたの事を『おっぱいさん』って呼ぶわよ？」
「ひどーっ！　人が気にしてる身体的特とく徴ちようをっ！　そんな呼ばれ方したら、ボク絶対に泣くからねっ!?」
　と、美兎が叫さけんだ瞬しゆ間んかん。いきなり部屋の外から扉とびらがノックされ、
『おい。誰か今、泣くとか言わなかったか？』
「うわああああっ、誰も言ってないよ！　全然そんな事言ってないからっ！」
　美兎は慌てて叫び声を上げて、暁月を追い払はらった。
　冗談じゃない。こんな現場を暁月に見られたら、状況が悪化するとしか思えない。
[image: 画像]
「ってゆーか、委員長、絶対正気じゃないよこれ！」
　美兎は顔を横に向けて千影を見る。
「どういう事なの、千影さん……もしかしてそのアロマに何か」
「あー……うん。折角の決起集会だし。少し羽目を外せるように、気分が高揚したり、血行を良くしたり、脳の働きを少し鈍にぶくする成分のオイルを混ぜたんだけど……」
「え……それって？」
「うん。アルコールは全然入ってないけど──それに近い効果は出るかもね」
「出るかもねって、委員長これ思い切り酔よっ払ぱらってるよっ！」
　というか、ここまで来ると酒乱のレベルだ。
「責任とって、何とかしてよ千影さん！」
「いやー……ゴメンね美兎」
　と千影は何な故ぜか嬉うれしそうに笑いながら、
「実はあたし──女の子同士の見るの好きなんだよね」
「その趣しゆ味みはボクも知ってるけど、どうして今この場で発動しちゃうかなっ!?」
　駄目だ。千影は役に立たない。自分で何とかしなくては。
　しかし強ごう引いんに振り払おうにも、美兎自身も少し酔いが回ってきているのか、何だか上手く身体に力が入らないし、おまけに葛葉に胸を揉まれているため余計に力が抜けている。
「リスティさん、遥さんも……見てないで助けてよぉっ」
　すると、体育座りで立てた膝に顔を押し付けていたリスティが、頭を上げて一言。
「知るもんですか……このおっぱい女」
「うわーんっ！　何で先刻から、急にそんな機嫌悪くなっちゃったのさっ！　も、もう良いよっ！」
　フンと顔を背そむけてしまったリスティを諦め、美兎は残る希望の遥に眼を向けると、
「あっ、ごめんなさい……っ、私、ここまで凄すごいのを見るの、初めてで……だから」
　遥は赤くした顔を両手で覆おおって、指の隙すき間まからチラチラとこちらを見ていて。
「いやいやっ！　ボクと遥さんは、もっと凄い事をあの人に娼館でされてるよねっ!?」
「そっ──、私達、もっと凄い事を凰沢暁月に……～～っ？」
　あの晩の出来事を思い出してしまったのか、遥はそう言ったきりフリーズしてしまう。
「あ、あれ……遥さん？　ちょっと、ねえ……っ！　う、ううう……っ」
　何なんだ。
　これだけ仲間が居て、誰も助けてくれないとか。どうなっているのだ、この状況は。
　……ううっ、泣きそうかも……っ。
　と思った瞬間、部屋の外から扉がノックされた。
『おい。誰か今、泣くとか思わなかったか？』
「ぎゃああああっ、思ってないから入ってくんなーっ！　良いからもう、キミは早く自分の部屋に戻もどってよっ！」
　そして。
　叫び続け、抵抗し続けてすっかり消耗した美兎は、ゼーハーと肩で息をしてから、
　……ま、まずは委員長を説得しよう……。
　色々あるが、取り敢えず眼の前の問題から解決してゆく事にする。
「えーと……んあっ、ね、ねえ委員長……ちょっと聞いて、んぅっ」
　こちらに馬乗りになり、据わった眼で一心不乱に胸を揉んでくる葛葉に対し、
「お、落ち着いてよく考えて……、胸が別の人の身長を吸い取れる訳ないよね？」
「……可能性はゼロじゃないわ。こんな凄いおっぱい、何ができても不思議じゃない」
「ま、またまた～……ないない。ないってば、そんな事。だから、えっと──そんな風にボクのおっぱいをいじめないで欲しいな……。身長の事は、気付いてなかったとはいえ無神経な事を言ってゴメン……ど、どうしたら許して貰えるかな？」
　謝罪の意思を示したところ、こちらの胸を揉む小さな手の動きが止まった。
「………………………………」
「…………え、えっと……委員長？」
　黙り込んだ葛葉に、美兎は恐る恐る訊ねる。すると、
「……………………じゃあ、呼んで」
　ボソッと呟つぶやくようにして、葛葉が言った。
「えっと──呼ぶって何を？」
「私の事……他の皆と同じように名前で呼んで。そしたら許してあげる」
「あ……」
　思わぬ言葉に、ハッとなった美兎に、
「……五泉の事は『千影さん』。副会長の事は『遥さん』。リスティさんの事は『リスティさん』で、どうして私だけいつまでも『委員長』なのよ？」
　葛葉は恨うらみがましい眼を向けてきた。
「何でよ……何で私だけ仲間外れなの？　私が皆よりも子供だから？」
「ち、違うよ。そんな……」
　と美兎は慌てて首を振って、
「ボクだって、少し他人行ぎよ儀うぎかなって思ってたよ？　けど、『桐元さん』じゃもっと他人行儀だし、かといって『葛葉さん』ていうのも変に畏かしこまってる感じがしちゃうし……でも『葛葉ちゃん』だと変に子供扱いしてるみたいになっちゃうから」
「そんなの、『葛葉』って呼び捨てにすれば良いじゃないっ！」
　怒った酔っ払い幼女が、こちらの乳揉みを再開してくる。
　美兎は「お、落ち着いてっ」と葛葉を制止して、
「だって……あの人や千影さんも『委員長』って呼んでるし、委員長は性格が真ま面じ目めで、ボクの事を『凰沢さん』って呼ぶから──余り馴なれ馴れしくするのも悪いかなって」
　すると、
「……………………呼んだ事あるもん」
　可愛かわいらしい顔をぶすっとさせながら葛葉。
　それを見た美兎は、
　……あ……。
　どこか拗すねたような葛葉の子供っぽい喋しやべり方かたに、かつての事を思い出す。この口調は、大人びている葛葉が、それでも我が慢まんできずに本当の自分を出してしまう時に出るものだと。
　美兎は前に一度だけ、葛葉のこういう喋り方を聞いた事があった。
　そう。あれは確か、
「私は、貴女あなたを『美兎』って一回呼んだ事あるもん。体育倉庫に閉じ込められて、三人で一いつ緒しよに凰沢君に漏もらさせられた後で──」
「うわああぁぁぁ──っ！　そ、その暴ばく露ろだけは勘かん弁べんだよっ！」
　美兎は両手を重ねて上へ突き出し、葛葉の口を塞いだ。
　あれは葛葉にとっても忘れ去りたい過去だろうに。酔っ払いには、ここまで理屈も常識も通用しないのか。すると葛葉は、あっさりと美兎の手を振り払うと、
「……あの後、闘とう技ぎじ場ように戻った時に美兎って呼んでみたもんっ。なのに貴女は、私の事は委員長って呼ぶし……私だけ名前で呼んだら迷めい惑わくかなって思って。だから、私『凰沢さん』に戻したんだもんっ」
「そう……だったんだ……」
　葛葉がずっと抱かかえていた想おもいを知った美兎は、静かな吐と息いきのように呟いた。
　自分は葛葉を『委員長』と呼ぶのは、どこか距きよ離りを感じてしまい少し嫌いやだった。
　ただ馴れ馴れしいなんて思われるのは、もっと嫌で。
　だから無難に『委員長』と呼んでいたのだ。他の人と同じように。
　だが。
　こちらと同じように──否、こちら以上にずっと。
　葛葉はその呼び方に距離を感じて、寂さびしいと思っていたのだ。
　そして葛葉は、馬乗りのまま美兎の胸元に縋すがりつくように、
「……呼んでよぉ。葛葉って呼んで……葛葉って呼べーっ！」
　まるで駄だ々だっ子このように、声を張り上げる葛葉に対して。
　美兎はまず言葉ではなく、ギュッと抱きしめる事で応こたえた。
　優しく──だが、しっかりと。
「あ──…」
　不意打ちの抱ほう擁ように大人しくなった葛葉に、
「ゴメンね……ボクが寂しくさせちゃってたんだね」
　優しく囁ささやくように語り掛かける。
「でも、ボクもずっと呼びたかったんだよ……だから、もう我慢しなくて良いんだね」
　ならお願い。
　呼ぶから。ちゃんと呼ぶから。
　聞いてね。
「────葛葉」
「……………………」
　美兎の腕うでの中で、ピクンと小さな反応がある。
　自分が呼ばれた事に気付いた仔犬のように。
　そして。
「…………もう一回」
　こちらの胸に顔を埋めたまま、葛葉が要求してくる。
「もう一回呼んで──美兎」
　だから、
「うん……葛葉」
　聞こえる？　と笑え顔がおで、小さな背中を優しく撫でながら。
　凰沢美兎は改めて、桐元葛葉を名前で呼んだ。
　葛葉が自分を名前で呼んでくれたのと、同じ想いを込めて。
　すると。
「………………………………」
「…………葛葉？」
　ふと美兎は、自分の腕の中で穏やかな吐息があるのを感じた。
　するといつの間にかすぐ隣に来ていた千影が、
「眠ねむっちゃったみたいだね……」
　穏やかな笑みと共に、指で葛葉の頬ほおに掛かっていた彼かの女じよの髪かみを横へ除よけて、
「委員長──ううん、もう葛葉か。この娘むすめは真面目だからね……以前からセルフコントロールができすぎちゃって、その結果我慢して色々と溜ため込んじゃうところがあったんだ。だから、今日の事がこの娘にとっても良い機会になってくれればと思ってたんだけど……どうやら上う手まく行ってくれたみたいで良かったよ」
「……ひょっとして、そのためにあのアロマを？」
　同じように傍にやって来た遥に、千影は「まあね」と片目を瞑つぶって見せて、
「けど、役に立てば良いかな程度のものだよ。実際ちょっと効き過ぎちゃって、美兎には迷惑を掛けちゃったしね……まあでも、それも結果オーライかな」
「私達は、アカツキを含めて全員が同い年位だから、気にしたりした事はないけど……」
　とリスティ。
「自分一人だけ離はなれてる葛葉ちゃんは──きっと寂しかったり、それこそ不安だったりしてたんでしょうね」
「うん……そうだね」
　美兎は、葛葉を起こさないように気き遣づかいながら、ゆっくりと身体を起こして、
「あの……皆、ちょっと良いかな」
　他の三人に語り掛ける。
「もし、皆が嫌じゃなかったらなんだけど──」
「──ああ、そうだね」
　こちらの意図をすぐに理解した千影が頷いた。
「葛葉のは少し嫉しつ妬との部分もあったのかもしれないけど、今後はあたし達全員が名前で呼び合うのは良いかもね。絆きずなもそれだけ深まるだろうし」
「私も異論はありませんわ。それこそ気にするような問題でもないですし」
　と遥。
「恐らく私達はもう、互たがいの呼び方で距離をどうこう感じたりする段階は、とっくに過ぎていますもの」
「私も。名前で皆を呼べるなら、そうしたい」
　リスティも同意する。
「この中じゃ私が一番の新参者だから……早くもっと皆と仲良くなりたいし」
「そっか……良かった」
　三人の賛成を得られた美兎は、嬉しそうに笑えみを深くして。
　告げる。
「それじゃあ、改めて──これからよろしくね千影さん、遥さん、リスティさん」
　そして、自分の腕の中で眠っている葛葉を見て。
　その寝ね顔がおにそっと呼よび掛ける。
「よろしくね──葛葉」
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　眠ってしまった葛葉を美兎から受け取り、ベッドに寝ねかせて布ふ団とんを掛けたリスティは、
「どうする？　葛葉も寝ちゃったし、私達もそろそろ寝ましょうか？」
　背後を振ふり返ると、千影は「チッチッチ」と人差し指を振って、
「何を言ってるんだい。あたし達の夜はこれからだよ」
　と笑い掛けてくる。
「えー、もうかなり騒さわいだと思うんだけど……ボクちょっと疲つかれたよ」
　と、やや食傷気味の表情で美兎。
「そうね……」
　これにはリスティも同意見だ。仲の良い友人と騒ぐのは確かに楽しい。
　だが、流石にそろそろお開きにしても良い頃ころ合あいだろう。
「私も少し眠くなってきちゃったし……」
「……そうですわね。そろそろ夜もかなり深い時間帯ですし」
　と、遥もこちらに同意してくる。
「おや……そうかい？　それは残念だな……」
　自分以外の全員から消極的な反対を受けた千影は、しれっと、
「──暁月について、耳寄りな情報が入ってきたから話しておこうと思ったんだけどね」
「……………………」
「……………………」
「……………………」
　途端に黙り込んだリスティ達の表情には気付かないように、
「委員長にはちょっと刺し激げきの強い話になるかもしれないから、丁度良いタイミングだと思ったんだけどね……まあ良いか。疲れたし、眠いし、夜もかなり深い時間帯だっていうなら仕方ない。寝よう寝よう。あ、でも明日の朝になったら、うっかりどんな話だったか忘れちゃうかもしれないけど、その時はすまないね」
　くるりとこちらに背中を向けた千影の肩かたを、リスティ達はがっしりと掴つかむと、
「急に眠ねむ気けが覚めたわ」「疲れがどこかに飛んだかも」「まだ宵よいの口ですわよね」
　そう言って、全員でグイグイと部屋の中央へ引き戻す。
　すっかり興味津々のリスティ達に、千影はニヤリと笑うと、コホンと咳せき払ばらいを一つ。
「実は──今バベルの女子の間で、暁月の人気がとんでもない事になっているんだ」
「そ、そうなの……っ？　バベルって確か、皆が通ってる学校よね？」
　リスティの問い掛けに、千影は「ああ」と頷いて、
「入学検査のノルンチェックではバベル史上初の『真の勇者』と記述され、コクーンである氷ひ神かみ会長の特別試験に合格し、遥ら生徒会メンバーとも互ご角かく以上に渡わたり合った暁月は、異世界で様々な英えい雄ゆうを見てきている目の肥えたバベルの女子も納なつ得とくの強さで、抜ばつ群ぐんの人気なんだよ」
「確かに、その噂うわさは聞いた事がありますわ……」
　と遥。
「氷神会長もかなり人気らしいのですが、如何いかんせんあの方はこの世界を管理するコクーンの一人。流石さすがに畏おそれ多いため、隠かくれファンばかりみたいですわね。ですが──」
「そう。おいそれと近寄れない生徒会長と違い、暁月は手を伸のばせば、届く距離にいるアイドルみたいなものなんだ。それも見た目だけじゃなく、実力も兼かね備そなえた、ね」
　と千影。
「そんな中、こないだのランキング戦の活かつ躍やくがいよいよ決定打になったみたいでね」
「あ、あの時は……ボクを助けるために頑がん張ばってくれたんだけど」
　と、美兎がさりげなく自分の立場を主張する。
　しかし、
「うん……でも、他の皆にとって美兎は暁月の『恋こい人びと』ではなく『妹』だからね」
　と千影は苦くし笑よう。
「特別自治区の特例法律で兄きよう妹だい間の結けつ婚こんはできるといっても、実際にしている数は非常に少ないし。多分、ライバルとは思われていないんじゃないかな。反対に暁月は『妹を助けるために命を懸かけた兄』って事で、さらにポイントを上げてるんだけどね」
「そ、そんなあ……」
　隣の美兎がしょんぼりするのを見ながら、
「つまり──もしアカツキがその気になれば、より取り見取りって事ね……」
　とリスティ。
「でも、確かにアカツキはスケベで女好きだけど、誰だれ彼かれ構わずに手を出すような真似はしないと思うわよ。アレイザードでも、強くて奔ほん放ぽうなアイツに惹ひかれている娘や女性は居たけど、その全員に手を出すような節操のない真似はしてなかったみたいだし」
　スケベな悪いた戯ずら程度なら自分から仕し掛かけるが、最後の一線までは越えていなかった筈だ。
「まあね。確かにその辺は心配しなくても良いかもしれないけど」
　と、頷きながら千影。
「ただ、相手から誘さそわれた場合は──暁月は断らなかったんじゃないかい？」
「そ、それは……」
　リスティは思わず言葉に詰まる。
　……た、確かに。
　相手から誘われた場合は、「女に恥はじを掻かかせられない」と言って断っていなかった。
「世の中には積極的な女の子は幾いくらでもいるし、普ふ段だんは大人しくても好きな人に関してだけは大だい胆たんになれる娘ってのはいるものなんだ……」
　千影の言葉に、遥は「成る程」と頷いて、
「当然ながら、バベルの中にもそういう女子は居るでしょうね……」
「しかも暁月に関しては、なまじ急に人気が出た事もあって、女子の間じゃしっかりとした抜ぬけ駆がけ防止みたいな協定が結ばれていないんだよ……」
　千影はやれやれと嘆息して、
「まあ、まだ互いに牽けん制せいしているみたいだから、抜け駆けして告白したりする娘は出ていないみたいだけど……でも、それだっていつまで保つか解らない。ある日いきなり告白されたり、それこそ人の居ない教室に引っ張り込まれて、その先まで一気にって事も……」
「そ、そんな……告白してすぐに学校の教室でっ!?」
　戦慄する美兎に、千影が苦笑を返した。
「何せ暁月は女の涙なみだには弱いからね……告白している最中に、相手の娘が感かん極きわまって泣いたりしたらどうなると思う？」
「……………………」
「……………………」
「……………………」
　思わずリスティ達三人は黙り込んだ。
　頭の中でその光景を想像してから、口を揃そろえて、
「「「コロっといっちゃいそう……」」」
　と呟いた。
　……まさか、こっちの世界でもこんな事になってたなんて。
　思わず頭を抱えるリスティに、
「あれ……何か随分と真しん剣けんに悩なやんでるみたいだけど」
　と千影。
「一緒に住んでるリスティや美兎は、当然もうそういう関係になってるんじゃ……」
「「まさかっ」」
　リスティと美兎は同時に叫んだ。
　確かにかなり際きわどい事はされているが、最後の一線までは越えていない。
「え……若い健康な男女が同じ屋根の下で暮らしていて？」
　怪け訝げんな表情をした千影を、遥は窘たしなめるように、
「そんな言い方は良くないですわよ、千影……」
　言ってから、穏おだやかな表情をリスティ達の方へ向け、
「そういう信しん仰こうなだけですわよね──アレイザード特有の」
「別にそんなんじゃないわよっ」
　遥の誤解を、リスティは即そつ行こうで否定。
「別に、私達はただ……」
　そう言って、チラリと美兎を見た。
「…………………………」
「…………………………」
　まだ経験のない二人で互いに顔を赤くして、
「ただ……偶たま々たまそういう機会がないだけで」
「ふーん……でも、もし求められたら拒こばまないんだよね？」
「う……」「それは……」
　と、リスティと美兎は言葉を詰まらせる。それは、千影の言った事が図星だからだ。
　暁月に抱だかれて。暁月のものになって。暁月の女になって。
　そうした未来については、当然リスティも美兎も夢想した事はある。
　そして、その未来を望んでもいる。
　だがリスティは、自分から「抱いて欲しい」とは言えない。恐おそらく美兎も同じだろう。
　自分達はまだ、そこまで大胆にも──そして素す直なおにもなれない。
　……だからなの？
　リスティは自分の心が落ち込むのを感じる。
　自分から「抱いて」と言わなければ、暁月に抱いて貰えないのだろうかと。
　……でも。
　それでも、やはり自分達は暁月に望んで抱いて貰いたい。
　彼かれに必要とされているのだと感じたい。
「…………………………」
「…………………………」
　思わず黙り込むリスティと美兎に、
「まあ、気持ちは解らなくもないけど……」
　と苦笑しながら千影。
「そういう雰ふん囲い気きを出して、向こうをその気にさせる事もできるだろうに。二人共こんなに可愛いんだからさ」
「だって……」
「ボク達、そういうの初めてだし……どうすれば良いのか解らないんだもん」
　リスティと美兎は、もごもごと言葉を濁にごす。
「暁月は、物語でよくいるような鈍い主人公タイプの性格じゃないし……むしろそういう空気には敏びん感かんだと思うよ」
　心配いらない、と千影。
「後はきっと、向こうがリードしてくれるだろうし」
「……でも、上手くできなくて嫌きらわれたくないし……」
　リスティは顔を赤くしながら俯いた。暁月を満足させられなくて、もしも幻げん滅めつなどされてしまったら。自分は二度と立ち直れない。再起不能だ。
　すると美兎が、
「あのね……ボク、前から常々思ってたんだけど」
　その場の注目を自身に集める口調で、


「ボク、あの人と初めての時は、皆と一緒がいいな……」


　その発言に、思わず室内に沈ちん黙もくが降おり、
「「「……え？」」」
　思わず、残る全員で同時に訊きき返す。
　そしてリスティが困こん惑わくしたように、
「えっと美兎ちゃん、貴女……そんな事を前から常々思ってたの？」
「だ、だってね……一人じゃ解らない事も、皆で一緒にやれば誰だれか解る人が居るよね。だからボク、リスティさんや千影さん、遥さんがどうやるのか見て勉強したいなって……。でも、ボク一人だけ順番が後回しなのも嫌だから──だからボク、皆と一緒が良いなって。ホラ、それにそうすると誰が一番とか順番に不公平がなくなるし！」
　と、顔を赤くしながら、口元で両手の指先を交互に挟はさみつつ美兎。
　チラッと顔を上げてこちらを見て、
「……………………だ、駄だ目めかな？」
　恥はずかしそうに訊いて来る。だから、
「ええーっとぉ……それは、どうなんだろうね？」
　流石さすがの千影ですら言葉を濁して、
「──どう思う、遥？」
「わ、私に振られても困りますわよっ」
　遥は両手をブンブンと振って、
「そういうアレイザードの特とく殊しゆな信仰は、リスティに訊いて下さいなっ」
「ちょ、ちょっと止めてよっ。そういうのじゃないって言ってるでしょっ！」
「あれ……あれ、どうしたの？　ボク、何かおかしい事言ったかな？」
　困惑するこちらに、不安そうな顔をする美兎に、
「…………………………」
「…………………………」
「…………………………」
　リスティ達三人は眼めを合わせて頷き合うと、まずは千影が代表して、
「あのね美兎……そういうのは、その手の映像ソフトで勉強したらどうだい？」
「え……でも、それだとあの人が喜ぶ事は解らないよね？」
　小首を傾かしげる美兎に、遥が申し訳なさそうに、
「ですが、それを言ったら私達が凰沢暁月を喜ばせられるとは限りませんし……」
「良いよ。それならボクだけ失敗する訳じゃないから、全然平気」
　平然とする美兎に、リスティが愛想笑いを浮うかべながら、
「でも、ホラ……そういうのって、他人に見られるのは恥ずかしいじゃない？」
「それはそうだけど……あの人に裸はだかを見られた時点で、もう充じゆ分うぶんに恥ずかしいし」
　と美兎。
「好きな人を満足させられない方が、恥ずかしいし」
　さらに。
「ここに居る皆は、これからずっと一緒だって誓ちかい合った仲だし」
　そして。
「……てゆーか。先刻から何なの、皆して……」
　ちょっと不ふ機き嫌げんそうに、
「皆は、そんなにボクと一緒にあの人に抱かれるのが嫌なの？」
「え……いや、美兎ちゃん……あの、そういう事じゃなくてね？」
　あれ、何で私達の方が怒られてるんだろう。
　もしかして、間ま違ちがっているのは自分達の方なのだろうか。
　余りにカオスな展開に、リスティは自分の頭がおかしくなってゆくのを感じる。
　というか、どうして美兎はここまで強きよ硬うこうに複数プレイを望むのだろうか。
　すると美兎は拗ねた口調で、
「……皆で一緒の方が、きっと葛葉だって安心するのに」
「ちょっ、葛葉まで巻き込むつもりだったのっ!?」
　思わずリスティが戦慄の叫びを上げると、
「ま、まあまあ……いきなりそんな先の事まで心配しなくても」
　これ以上、この流れはマズイと思った千影が割って入ってきて、
「暁月とそういう雰囲気になる事に不安があるなら、まずはその空気に慣れなきゃね」
　名案とばかりに提案してくる。
「という訳で、ここは一つ肝きも試だめしと行こうよ。今から一人ずつ暁月の部屋に行って、暁月の寝ているベッドで百まで数えて戻って来る……どうだい？」
「「「無理っ！」」」
　リスティ、美兎、遥の三人は即そく座ざに拒きよ否ひした。
「リスティと遥はともかく……皆で一緒にとか言ってる美兎まで反対するのかい？」
　釈しや然くぜんとしない表情の千影に、美兎はモジモジと、
「だって……一人じゃ上手くできるか不安だし」
「「「まだ言うかっ！」」」
　思わず三人同時に突っ込みを入れる。
「全く……」
　流石さすがに頭が痛くなってきたのか、千影は額に手を当ててから、ふと、
「ってゆーか三人共、『暁月のためなら世界を敵に回せる』とか、『命だって惜おしくない』みたいな事を言ってたくせに──」
　ハァ～と千影は大おお仰ぎように嘆息すると、軽けい蔑べつするような眼でチラッとこちらを見て、
「──結局、全部口だけなんだね」
　その挑ちよ発うはつに、
「そ、そんな事ないわよっ！」「そんな事ないよっ！」「そんな事はありませんわっ！」
　思わずリスティ達は、三人同時に叫んでいた。
　そして、
「あ……」
　しまったと思った時にはもう遅おそい。
「そうだよね。これ位、あたし達なら何て事ないよね。あー良かった」
　千影は、こちらをぐるりと見回して。
　ニッと笑った。
「公平に順番はクジ引きで決めよう。でも、嫌なら一番手は発案者のあたしが行くからさ──それなら良いよね？」
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　そして肝試しの順番は、満まん場じよ一うい致つちで千影が最初になった。
　深夜の静せい寂じやくが満ちた廊ろう下かを歩き、千影は隣にある暁月の部屋へ。
「──────」
　無言のまま、可能な限り音を立てずに扉の取っ手を回すと、鍵かぎは掛かっていなかった。
　リスティのショーツを奪うばった後は施せ錠じようされていたようだが、その後も暁月はこちらの部屋に何度か様子を見に来ていた。その時に開けて、そのままにしていたのだろう。
「………………」
　だから千影は足音を消して、忍しのび込むように室内へと足を踏ふみ入れた。
　夜空を照らす月明かりが、まるで間接照明のように蒼あお色に染めた部屋の中、千影はゆっくりと歩を進めてゆく。
　向かう先は部屋の奥おく──壁かべ際ぎわに置かれたベッド。そこがこの肝試しのステージだ。
「しかし、これは……」
　近付いてみてまず目に付いたのが、暁月の部屋のベッドの大きさだった。
　かなりのサイズだ。ダブルなどではないだろう。
　クイーンか、ひょっとしたらキングサイズの大きさだ。
　……参ったな、これだと美兎が言ってた『皆で一緒に』が出来てしまいそうだね……。
　だから、美兎はあんな事を言い出したのだろうか？
　──いや、多分そうではない。
　美兎やリスティは、アレイザードでは王族だった。
　よって大きなベッドには慣れているのだろう。むしろ、これ位のサイズが彼かの女じよ達たちにとっては普通のサイズなのかもしれない。
　そして、そんな大きなベッドでは、この部屋の主の青年が静かに寝ね息いきを立てていた。
　その穏やかな表情に、千影は微びし笑ようを浮かべて、
「役得だね……」
　しばらくの間、暁月の寝顔を眺ながめる。
　凰沢美兎。リスティ・シェルフィード。七瀬遥。桐元葛葉。
　彼女達が想いを寄せているのと同じように、五泉千影もまた凰沢暁月が好きである。
　一人の少女として、純じゆ粋んすいに。
　だから千影は、暁月とこの距離に居られる事を嬉しく思う。そして、
「さて、そろそろ始めるかな……」
　そう呟いて、暁月の足元からベッドに入ろうとした時だった。


「──何だ、夜よ這ばいでもしてくれるのか？」


　笑みを含んだ声が来た。しかし千影に驚おどろきはない。
　自分達は隣となりの部屋でずっと騒いでいたのだ。暁月が眠っていない可能性は普ふ通つうにあって。
「ギリギリまで待つなんて意地が悪いね……」
　苦笑を返して暁月の顔を見ると、
「本当に意地が悪かったら、お前が布団の中に入って来るまで声は掛けねえよ」
　からかうような表情で言われる。
　千影は「成る程」と納得の笑みを浮かべて、
「やっぱり起きてたんだ……隣でうるさくして済まなかったね」
「いや、気にならなかったぜ──そもそも寝てたからな」
　と暁月。そして笑顔の中に、真剣な色を含ませて、
「──で、どうだ？　『しなくちゃならない話』はできたか？」
　それだけを問う。だが、暁月が口にした『しなくてはならない話』という一語には、様々な意味が込められていて。
　五泉千影は思う。こちらに全すべてを訊たずねるために、充分な問い掛けだと。だから、
「ああ、できたよ……きちんと皆で団結もできた。葛葉や遥、リスティともね」
　敢えて名前で三人を呼ぶ事で、千影は自分達の新たな絆を暁月へ教える。
　今回の集まりを通して、自分達はそれができる関係になったのだと。
「そっか……そいつは何よりだ」
　こちらの報告に、暁月はフッと笑みを見せて、
「アイツらの心をまとめてくれてありがとな──千影」
　同じようにこちらを、名前で呼んでくる。
　まるで、暁月もまた千影と新たな絆を結んでくれたかのように。
　不意打ちで名前を呼ばれた事に、千影はほんの少しの気き恥はずかしさを覚えつつ、
「おや、名前で呼んでくれるんだね」
　表情にはそれを出さずにおどけた口調で言うと、
「まあな。夜中に部屋に来た女を苗みよ字うじで呼ぶほど、俺おれは無ぶ粋すいじゃねえよ」
　暁月もまた肩を竦すくめて見せた。そして、
「で……まさか、本当に夜這いに来たのか？　俺は一向に構わねえけどよ」
　と言ってから、
「──ん？　何持ってんだ？」
　ふと気が付いたように、こちらの手元を見てくる。だから千影は種明かしとばかりに、
「もし寝ていたら肝試しをするつもりだったんだけど、起きてる可能性もあったからね」
　と、笑いながら手に持っていたグラスとペットボトルを出して、
「一いつ杯ぱいどうだい？　仲間外れにしちゃったからね、流石にアルコールという訳にはいかないが、お酌しやくするよ？」
「へえ……そいつは嬉しいな」
　暁月はベッドの上に身を起こした。シーツが落ち、裸の上半身が露あらわになる。
「おや、これはまた扇せん情じよ的うてきな格好だね……」
「そうか？　それを言うなら、お前も結構イケてると思うぞ」
　チュープトップにホットパンツ。確かに露出している肌はだの面積は多い。
　暁月の視線を感じた千影は、僅わずかにくすぐったさを得ながら、
「ふーん、『女』扱あつかいしてくれるんだね」
「──当然だろ、お前みたいな良い女」
　さらりと言われる。まるで口説き文句だね、と千影は笑いながら、
「さ、どうぞ暁月……」
「おっ、サンキュー」
　渡したグラスに、千影はペットボトルのお茶を注いでゆく。
　──ちなみに。
　暁月のグラスには、内側に睡すい眠みん薬やくがたっぷりと塗ぬってあった。
　念のための安全対策だ。ただし、自分の貞てい操そうのためではない。
　美兎やリスティが、既すでに何度も抱かれていたならまた話は別だろうが、
　……流石にあたしが先ってのは、美兎達たちに悪いしね。
　千影は心の中で苦笑する。
　ついでに美兎達には暁月が起きていた場合は、戻ってくるのに時間が掛かると言ってあった。もしもの時は、ＳＯＳの悲鳴を上げるので助けに来てくれとも。
　そしてグラスの七分目まで注ぎ終えると、暁月がグラスをこちらへ掲かかげて、
「それじゃ──お前達の新しい絆に」
「うん、ありがとう……今度は暁月も参加して貰もらうよ」
　対する千影も、笑いながらペットボトルを掲げて。互いに軽くぶつけ合い、乾かん杯ぱいする。
　暁月はグラスの中身を一気に飲み干すと、
「しかし……助かるぜ、お前には色々と無理させて悪いな」
　しみじみとした口調で言った。
「良いんだよ、暁月や美兎は大事な友達だからね……迷惑だなんて思ってないよ」
　笑みを返す千影に、しかし暁月は表情を真剣なものにして、


「そうだな──でも、迷惑じゃないかもしれねえが、無理はしてるだろお前？」


　静かな口調と共にこちらを見み据すえてくる。
「……どういう意味だい？」
　千影が表情から笑みを消して、
「あたしが嫌いや々いや、暁月や美兎の味方になろうとしてるって言うのかい？」
「そんな事は言ってねえよ。『迷惑』には『嫌々』って意味もあるからな」
　そうじゃない、と暁月。
「お前は俺おれ達たちを助けてくれる理由を『友達だから』って言ってくれた。けどよ、それだけが、お前が俺達を助けてくれる理由じゃねえだろ？」
「暁月は、あたしが友達のために無理をしてるように見えるのかい？」
「ああ、見えるな」
　暁月はキッパリと、
「確かにお前は、俺らの事を大切な友達だと想ってくれてるんだろうが……でもその事が、お前の悪いクセをさらに悪化させてるように俺には見えるぜ」
「あたしの悪いクセ……？」
　オウム返しに問う千影に、暁月が答えを口にした。
　まるで断言するように。
「周囲にとって都合の良い奴やつを演じるために──自分を後回しや犠ぎ牲せいにするクセだ」


13


　室内に一いつ瞬しゆん、重い沈黙が降りた。その空気を誤ご魔ま化かすように、
「やれやれ……まさか、そんな風に思われてたなんてね」
　と千影。
「しかも『また』って事は──ひょっとして前からそんな風に思ってたのかい？」
「ああ。バベルの体育倉庫で、お前が他の女子とイチャついてる時からな」
　暁月の口調は揺らがない。
「五泉──お前、本当は女同士が好きじゃないだろ」
「…………別に、あたしは」
　思わず眼を逸そらしてしまった千影に、
「これでもアレイザードじゃ、しばらく娼館の用心棒をしてた事があるからな。女の演技を見み抜ぬく眼は、かなり鍛きたえられてるつもりだぜ」
　と暁月。思い出すように、
「あの時、女子生徒としていた時のお前を見て思ったよ──慣れてるってな。だがそれは、経験が豊富って意味じゃない。あれは、自分を求めている相手に応えてやってるだけだった。相手に必要とされる、都合の良いお前を演じてやる事でな」
「……あたしが、良い奴の演技をして女の子に手を出していたと？」
　千影が睨にらむような瞳ひとみで見ると、
「そうは言ってねえよ。言っただろ、『お前は女同士は好きじゃない』って。恐らく、お前はただ──自分の事を誰かに必要とされたかっただけだ」
　と暁月。
「──異世界へ召しよ喚うかんされれば、誰だって心の傷ができる。それだけでもキツイのに、特別自治区へ閉じ込められなきゃならなくなるんだ。当然、中には家族と離れ離れになる奴もいる。お前の事情について詮せん索さくはするつもりはないが、恐らくお前にとってもそういう奴らと同じか、それ以上に孤こ独どくに耐たえられなくなるような何かがあったんじゃねえのか？」
「………………………………」
　完全に黙り込んだこちらに、
「孤独を埋うめるには、同じ傷を抱えた者同士が一番やりやすい。さらに同性とくれば、より悩みも話しやすくなる。気さくで頼たよりになる性格のお前の回りには、似たような悩みを持つ女子が集まっただろうな……お前が元からそういう性格だったのか、誰かに必要とされるために自分を変えたのかまでは知らないけどな」
　暁月が言葉を続けてゆく。
「そして恐らくお前は、自分の悩みや苦しみは打ち明けずに、彼女達の悩みだけを聞き、癒いやしていた筈だ。本当に辛つらい苦しみを抱えている奴は、自分の苦しみだけで手て一いつ杯ぱいだからな。黙って悩みだけを聞いてくれる存在の方が都合が良いし、そういう奴を求める。だからお前はそうした。自分達の悩みだけを聞いてくれて、優やさしく抱きしめて癒してくれるお前は、そういう奴らにとっては、さぞ理想的な寄る辺になっただろうな」
　一息。


「お前が──自分達と同じか、それ以上の苦しみを抱えている事には全く気付かずに」


　そんな暁月の言葉に、
「………………………………」
　千影は俯うつむき、沈黙する事しかできない。それが暁月の言葉を肯こう定ていする事になっても。
　五泉千影は、反論する言葉を持っていなかった。
「そうやってお前は自分の抱える孤独を、周囲に必要とされる事で埋めようとしたんだ。その辛さは、半はん端ぱじゃなかっただろう。完全には無理でも、相手の理想に合わせて少しずつ対応を変えていただろうしな……」
　そこで、暁月は一度言葉を切って、
「……そうして悩み相談で接している内に、都合の良いお前に対して感じていた友情を、恋こい心ごころに変えてしまった女子がいたとしても不思議じゃない。その時、お前の本心は躊躇ためらった筈だ。だが──それでもお前は、そんな娘こ達たちにまで応える事にした。自分を必要とされるために。自分の孤独を埋めるためにな」
　暁月の推理を黙だまって聞いていた千影は、やがて静かに訊ねる。
「面おも白しろいけど……それは全部暁月の想像の話だね。何か証しよ拠うこがあるのかい？」
「気持ちに物証は存在しねえよ。だが、状じよう況きよう証しよ拠うこならあるぜ」
　と、暁月が自分の推論を口にする。
「まずお前は、クラスの誰よりも先に俺と美兎に話し掛けてくれた。他の連中は、入学検査で暴れた曰いわくつきの俺達を敬遠して、遠巻きに見ている中で、ただ一人お前だけがな」
「それは、ただ見てられなかったからで……他意はないよ」
　視線を逸らしたままの千影に、
「そうか？　俺からしてみれば、他の連中の態度の方が普通の反応だと思うぜ。何せＢクラスには、鬼おに塚づかって解わかりやすい問題児が居たからな。入学検査で、生徒会長の氷神京きよ也うやに食ってかかるような真ま似ねをするような、下手をすれば鬼塚以上の問題児かもしれないような奴になんざ、誰だって関かかわりたくない。現にお前は俺達にも『鬼塚には関わらない方が良い』と忠告してきてる。鬼塚以上の問題児かもしれない俺に対してな」
　何故か、と暁月。
「編入したばかりの奴は、バベルの勝手なんかわからない。近づけば、間違いなく必要とされる事ができる。だからお前は、俺達に声を掛けたんだ」
「……………………」
「逆にお前が敬遠するのは、お前を必要としない相手だ。だから、俺らが編入する前、周囲に頼らず何でも一人でやろうとする委員長とはソリが合わなかった。ところが、美兎という共通の友人ができた事で、委員長がお前に心を開いて頼りにするようになると、途と端たんにお前はアイツと仲良くなってる」
「…………暁月」
「副会長ともそうだ。アレイザードへ行った当初は、こちらの言う事を聞こうとしない遥には積極的に関わろうとしなかった。だが、あの戦争での共きよ闘うとうや、俺が死に掛けた時の一件を経へて絆を深めると、アレイザードから戻る時には、二人だけで話すようになっていってる」
「…………もう良いよ、暁月」
　これ以上は言わないでくれ、と千影は心の中で懇こん願がんする。
　どうかこれ以上──弱い自分を暴あばかないでくれと。
　自分達は向こうの部屋で、新たな絆を結ぶ事ができている。それで良いではないか。
　だが、暁月は止まらない。その理由を、五泉千影は理解している。
　ここで見み逃のがせば、これからも千影が己おのれを偽いつわり続ける事を暁月は見抜いているのだ。
　そして、それは未来の千影の涙に繋つながる。
　その涙を、暁月は今──止めようとしているのだ。
　だから続ける。
「きっとお前はこれまで八方美人で過ごし、誰とも等しく距きよ離りを取ってきたんだろう。一方的に悩みを聞かされるだけの相手だ。お前としては、その方が気楽で良かった。だが、そんな中で、初めてお前の距離感を狂くるわせる相手が現れた。そいつらが、お前を一番苦しめる事になった──」
　一息。
「──俺達だ」
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　凰沢暁月は告げる。
「俺や美兎、そして委員長とどんどん仲良くなってゆく事を、お前は嬉うれしいと思いながらも、同時に心のどこかで怖こわくも感じていたんじゃないのか？　もしこの本物の絆が失われるような事になったら……自分はその喪そう失しつ感に耐えられるだろうかと。だから、このお泊とまりを決起集会にした──違ちがうか？」
　すると、
「…………ははっ、参った降参だよ」
　千影が自じち嘲ようめいた笑みと共に、こちらに向かって両手を上げた。
「暁月の言う通りだ。確かにあたしの中には、常に誰かに必要とされたいって想いがある。でも、そんなものは誰でも大なり小なり持っているものだろう？　それに人と関わるなら、相手に合わせる事も必要だからね。あたしは、ただ当たり前の事をしているだけだよ」
　だから良いだろう。自分はこのままで居ても良いだろう。
　こちらから逸らした千影の瞳が、そう語っていた。
　そんな千影に対して暁月は思う。悪いが──それを許す事はできないと。
　──今日のお泊り会で、千影や美兎らの絆は深まったと言っていた。
　だが、そんな中で千影だけが仮面を付けたままでいる。
　それでは意味がないのだ。本当の千影が抜けている、今の状態に価値はない。
　しかし、千影が付けていた笑顔の仮面は強固だ。そう簡単には剥はがれない。
　それでも彼女達の今日を意味あるものとするために。
　凰沢暁月は──踏み込む。
「お前らの部屋に戻る時に、リスティが不安そうにしていたから、ちょっと悪いた戯ずらで気を紛まぎらわせてやったんだが……あの様子じゃ、恐らく先にお前らに言ってただろ。『もしかして自分は、足手まといじゃないか』ってよ」
「凄すごいな、完全にお見通しだ……流石にリスティさんの事は何でも解ってるんだね」
　強がるような口調の千影に、暁月は告げる。千影の仮面を壊こわす言葉を。
「──なら、そんなアイツにお前が何て言ったかも当ててやろうか。『絆を切り捨てて諦あきらめたくない』みたいな事を言ったんじゃねえのか？」
　その瞬間、
「──────っ？」
　千影がハッと息を呑のんだ。それはこちらの推理が間違っていないからだろう。
　そしてまず千影の肩が、続いて全身が震ふるえ出す。
　だから、暁月は畳たたみ掛けてゆく。
「でもそれは、リスティの事を想おもってだけじゃない。もしここでリスティを切り捨てたら、いざという時に自分も切り捨てられるかもしれない。お前は、それが怖かったんだ」
「そ、それは……」
　と、震えた声で千影。その表情からは、完全に余よ裕ゆうが失われていて。
　千影の仮面が──剥がれていた。
　そして暁月が、そっと千影の肩に触ふれると、
「っ？」
　ビクっと千影は身体を震わせて。
　こちらを見る。
　ようやく視線を合わせた千影に、暁月は苦笑を浮かべながら、
「『誰か泣いてないか』って様子を見に行っただろ。あの時は言わなかったけど、あれはリスティや美兎の事だけじゃない。お前の事でもあったんだぜ」
　そう言うと同時、強ごう引いんに千影を引き寄せた。
「あっ──…」
　か弱い声を上げた千影の腰こしを抱き、すぐ目の前で向かい合う体勢になる。
「どうして自分が必要とされないなんて思うんだ。不安か？　周囲にとって都合の良い自分を演じていないと、自分が必要とされないと思うか？　でも、それは相手を信じてないって事だ。心の底では、俺や美兎達を信じていないって事だぞ」
「だ、だって……」
　俯き眼を逸らす千影に、
「だからこそ先刻、苦しくなっちまったんだろ。折せつ角かく距きよ離りが近づいたのに、相手を信じきれない自分が嫌で仕方がなくて」
「だって……っ！」
　そこで、千影は顔を上げてこちらを見た。
　泣いていた。
「誰だって、誰かに必要とされたいじゃないか……っ」
　と千影。
「一人は嫌なんだ……独りになるのも、もう嫌なんだよ──あたしは」
　絞しぼり出すような声で言われた、心の底からの懇願。
　それこそが、五泉千影の苦しみの根源。
　だから、
「──心配すんな。俺はお前を独りにはしねえよ」
　そう言って、暁月は千影をきつく抱きしめた。
「俺達のためにお前が居てくれている。確かにそうだ……でも、それだけじゃない。同じように、お前のために俺が居るって解ってるか？　お前のために、俺や美兎達が居るんだ。千影──俺もお前と同じく、お前に必要とされたいって思ってるんだよ」
「…………暁月、が？」
　驚いたような声を上げた千影に、「ああ」と暁月は頷うなずくと身体を離して、
「それとも俺は、お前のために居ちゃ駄目か？」
「………………………………」
　千影はしばらく黙った後で。
　ついに。
「……そんなの……駄目な訳、ないじゃないか……っ」
　震える声でそう言うと、自分から暁月へと抱き付いて来る。
　だから暁月は、自分も抱きしめ返してやった。
　仮面を脱ぬいだ五泉千影に、自分との間に新たに生まれた、確かな絆を教えるように。
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　暁月に抱きしめられ続ける事、しばし。
　泣なき止み、呼吸を整えた千影は顔を上げた。
「けど暁月、それでもあたしは本当に……」
「ああ、解ってるよ……お前のアイツらに対する想いや友情は……嘘うそじゃねえって……」
　すると暁月はゆっくりとした口調で、
「ただ……失う事を恐れたり……自分を嫌って苦しんだりする必要はねえ……。……俺はお前に……その事を知って…………」
　そこまでを言うと、そのまま千影へと覆おおい被かぶさってきた。
「あ、暁月……っ？」
　驚きの声を上げる千影に、返って来たのは静かな寝息だ。
「……あ」
　そして五泉千影は思い至る。グラスに仕込んだ睡眠薬がようやく効いたのだと。
　……一体、どの辺りから睡眠薬が効き始めていたんだろうね……。
　別に寝ねぼけ始めていた事を責めるつもりはない。睡眠薬を仕込んだのは他ほかならぬ千影だ。
　だが完全に寝ぼけていたとしたら、そこには絶対に嘘がない。
　全てが真実だ。
　──もし暁月が完全に起きている状態で、真ま面じ目めな顔で同じ事を言われたら。
　確かに自分はとても嬉しかっただろう。だが、心のどこかで暁月の優しさだと疑ってしまい、全てを素直に受け入れられなかったのではないだろうか。
　暁月もまた千影と同じように、千影にとって都合の良い己を演じているのではないかと。
　でも、そうじゃない。自分に覆い被さる暁月の重さを、素直に嬉しいと思いながら、
「ありがとう、暁月……」
　そう言って、暁月を起こさないように退どかそうとした時だった。
「──ふぁんっ!?」
　躰からだに走った感覚に、反射的に甘あまい声が出た。
　何事かと見れば、暁月の手がこちらの胸に触れていて。思わず千影は苦笑する。
　眠っていてもこうとは……どうやら暁月の女好きは筋金入りらしい。
　しかし。
　こちらの胸を触さわっていた暁月の手がチューブトップを脱がし、ホットパンツのファスナーを下げ始めると、流石に千影の顔から笑顔が消えた。
　いくら何でも、おかしすぎると。
「ちょ、ちょっと……まさか起きてるのかい、暁月？」
　まさかと思いながら呼びかける。すると、暁月はガバっと顔を起こして、
「何言ってんだ……起きてるに決まってんだろ」
　千影に向かってニコッと笑った。
　完全に眼を瞑ったままで。
「まさか、寝ぼけたままで……わっ、ちょっ、ちょっと！」
　完全にホットパンツを脱がされ、千影は戸と惑まどいの声を上げる。
　既に上のチューブトップも剥ぎ取られているため、残るはショーツ一枚だ。
　そんなこちらに、暁月は楽しそうに、
「どうした。女慣れはしていても、男には慣れてないみたいだな」
「ま、待ってよ暁月……今ここでなんて、あたし、そんなつもりじゃ……ふあぁっ？」
　背中を向けて逃にげようとしたら、腰に触れた暁月の手で体内の氣をいじられた。
　と同時、躰の奥に熱が生まれて。その熱がどんどん強くなってゆく。
　それが快感の奔ほん流りゆうだと気付いた時には、
「あ、ああっ……、っああぁぁ～～っ！」
　五泉千影はもう、抵てい抗こうできなくなっていた。
「おいおい逃げるなよ。折せつ角かくお前に必要とされたいって想ってる奴が、ここに居る事が解ったってのによ」
　暁月は、にやーと笑いながら、
「その想いから逃げてどうする。それじゃ何も変わらねえだろ」
　良いか、とこちらに教えるように言ってくる。
「今のお前に必要なのは、俺がお前をどれだけ大切に想ってるか解らせてやる事だ。多少強引になるかもしれないが、まあ気にすんな。お前の頑がん固こな仮面を完全に壊すには、やり過ぎ位で丁度良いんだからよ」
「あ、暁月、駄目だよこんな……聞こえちゃう、あたしの声、美兎達に聞こえて……っ」
　甘い声を上げながら、必死に抵抗する千影に、
「だから逃げるなっての。お前には、無むし償ようでお前を想う誰かがいて、お前は自分の意思だけで、そいつを必要として良いんだって事をいい加減思い知れ」
　一息。
「だから忘れられないように、きっちりと心と躰に覚えさせてやる。俺がお前の傍そばに居て、どれだけお前を大切に思っているかをな」
「そ、そんな……あっ」
　思わず甘い声が出てしまった。
　背中に覆い被さっていた暁月に、強引に尻しりを上げさせられたのだ。
　そして、
「教えてやるよ千影……お前がどんなに女なのかを」
　ショーツをゆっくりと下ろされ、暁月の手で完全に露出した尻を掴まれた瞬しゆ間んかん。
　体内の氣をいじられ、全てが敏感になっていた千影は、
「～～～～～～～～～～～」
　女にしか絶対に上げる事ができない、本気の甘い声を上げた。
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　そして。
「やっぱり……だから止めとこうって、ボク言ったのに」
「……仕方ないわね、助けに行きましょう」
　隣の部屋から聞こえて来た嬌きよ声うせいに、そう言って動き出した者達たちがいた。
　美兎とリスティだ。
「遥さんはここに居て、葛葉の事を見ててあげてね。もし眼を覚ました時、一人だと寂さびしがると思うから」
「わ、解りましたわ……」
　遥は強こわ張ばった顔で頷いて、
「二人共──どうか気を付けて」
　こちらの身を案じる言葉に頷きだけを返すと、美兎とリスティは部屋の外へ。
　そして廊下を一気にズンズンと進み、
「……………………」
「……………………」
　互たがいに頷き合うと、バンと暁月の部屋の扉とびらを開け放って中へ突とつ入にゆうした。
　するとベッドの上では。
　膝ひざまで下ろされたショーツのみで、ほぼ裸はだか同どう然ぜんの姿で官能に打ち震えている千影と。
　そんな千影の全身を、眼を瞑ったまま器用に愛あい撫ぶしている暁月がいて。
　ある程度の酷ひどい状じよう況きようになっている事は覚かく悟ごしていたので耐えられたが、
「うわ……今のあの人、あの時と同じ状態だ」
　思わず美兎は怯ひるんでしまう。
　こちらの世界に来てすぐ、夜に暁月の部屋へ忍び込んだ時の事を思い出したのだ。
　あの時も、同じように寝ぼけた暁月によって滅め茶ちや苦く茶ちやにされて。
　──そして最後、自分はどうやって脱出した？
　そんな過去の経験を思い出した美兎は、
「リスティさん、あれ……」
　視線でベッドの宮台を指した。そこにあったのは、人工大理石でできた置時計だ。
　下手に風の魔ま法ほうを使ったら、傍にいる千影まで巻き込んでしまうかもしれない。
　この状況で有効なのは直接的な物理攻こう撃げきだ。
　かといって、ＡＤで具現化した武器を使う訳にもいかない。
　折せつ角かく遥から貰ったばかりの新型のＡＤを、こんな初うい陣じんで汚けがすのは避さけるべきだろう。
　だからこそ、こんな時のための人工大理石製置時計。
「お願いできる？　囮おとりの方は、何とかボクがやってみる」
　そんな美兎の作戦意図を理解したリスティは、
「オーケー、解ったわ」
　と、頷きを返して。
　そして二人は、ベッドへ向かって歩き出す。すると、
「何だお前ら……お前らも五泉に、どれだけコイツの事が大事か教えにきたのか？」
　完全に寝ぼけた状態の暁月がこちらを向き、へらへらと笑った。
　取り敢あえず、何を言っているのか全く解らなかったが、
「う、うん……そうだよ。ボク達も仲間に入れてくれるかな？」
　まずは美兎がそう言って近づいてゆき、自分へと暁月の注意を引いた。
　その背後に庇かばわれる形になったリスティは、宮台の人工大理石に手を伸ばし、


「おう、そうかそうか──じゃ一いつ緒しよにやるか」


　暁月がそう言った瞬間、
「えっ──？」「きゃあっ？」
　二人同時に、ベッドの上の暁月の下へ一気に引き寄せられた。
　そして暁月の両りよ脇うわきに抱かかえられる。美兎とリスティは、混乱を露にした。
　リスティは勿もち論ろん、手前の美兎ですら暁月の手が届くまでにはまだ距離があった。
　一体何が──そう思った二人は見る。
　自分達の腰に、白いロープのようなものが巻き付いていた。
「な、何これ……」
「見りゃ解るだろシーツだよ。錬環勁氣功で俺の氣を通して、ロープっぽい形状に固定したんだ」
　平然と言う暁月に、想定外の行動で完全に作戦を狂わされた美兎は呆ぼう然ぜんと、
「そ、そんな器用な真似までできたの……？」
「五泉の相手をしながら、お前らを同時にこっちに引っ張るにはこれしかねえだろ？」
「な、何で同時なのよ……っ」
　リスティが抵抗の声を上げると、暁月はしれっと、
「決まってるだろ。どっちかを先にしたら、不公平感が出るだろうが……良いからお前ら、さっさとそんな服は脱げホラ」
　Ｙシャツよりもボタンを外しやすいパジャマの美兎は、あっという間に上を脱がされ、
「わーっ、リ、リスティさん逃げて、これじゃ犬死にだよっ！」
「わ、解ってる……っ、でもこのシーツのロープが絡からんで取れないのよ……っ！」
　一方のリスティも、上から順にボタンが一つ、二つと外されてゆく。
　それでも諦めずに、必死に抵抗を続ける二人に対し、
「何だ何だ、手伝いに来たお前らが逃げようとしてどうする」
　と、寝ぼけた声で咎とがめるように、
「折角この俺が、千影が逃げないようにしたってのに、これじゃ逆効果で悪あく影えい響きようになっちまうだろうが──よっと」
　暁月がそう言った瞬間。
「「ふああぁぁぁっ!?」」
　やおら、美兎とリスティは甘い悲鳴を上げた。
　一瞬で全てが真っ白になる。自分達が昇のぼり詰つめた事を理解した二人は、
「あ……は、ああ……っ」「んっ……は、ふ……ぅ」
　躰を快感に震わせながら、呆然とした瞳で暁月を見た。
　──一体、自分達に何をしたのかと。
　これまでも、暁月によって気をやった事はあったが、こんな簡単にされてしまうなんて。
　しかも一気に全身の力が抜けてしまった。快感の残ざん滓しだけで意識が飛んでしまいそうだ。
　そして薄うすれゆく意識の中で、
「ああ、先刻のキッチンと階段でのやり取りの時に、お前らの躰には俺の氣を送り込んでおいてな。それがまだ体内に残ってたから、そこにもう一回氣を送り込んだ。いきなりイッちまったのは、その二つの氣が衝しよ突うとつした時の快感のスパーク現象だ」
　暁月のそんな声を聞いた。でも理解できたのはそこまでだ。
　最後の、
「待たせたな五泉……俺とお前の大事な仲間が二人も駆かけつけてくれたぞ。もう寂しくねえだろ──さあお前ら、俺がお前らをどれだけ大事に思ってるか教えてやるぜ」
　という暁月の言葉は、耳には入っても頭に入って来なかった。
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　隣から聞こえてくる嬌声の数が増えた。
　七瀬遥は思う。まるでホラー映画だと。
　被ひ害がい者しやの発生が止まらない。ミイラ取りがミイラだ。
　自分は葛葉を任されている。
「しかし、このままでは……」
　千影どころか、美兎とリスティまで見殺しにする事になる。
　一体どちらを優先すべきか──迷って、考える事しばし。
「くっ──……こうなったら」
　やがて遥が選せん択たくしたのは、その両方だった。
　七瀬遥は暁月の部屋へ向かう──葛葉をおんぶした状態で。
　そして開いている扉から、顔だけを出して中の様子を見ると、
「っ、これは……っ」
　どういう事になっているかある程度は想像がついていたが、やはり肉眼で見るととんでもないインパクトだった。暁月がこちらの想像の斜ななめ上を行くのは知っていたが、斜め上の先を果てまで行きかけている。
　ベッドの上で、四人が複雑な組み体操かツイスターゲームでもしているかのようだ。
「ど、どうすれば……っ」
　腰が引けるどころか、抜けてしまいそうだ。
　はっきりいって何も見なかった事にして部屋へ戻もどりたいところだが、
　……いえ、そんな訳にはいきませんわっ。
　遥は自分の心を奮い立たせる。
　自分達は誰も見捨てる事なく助け合って行く──つい先さき程ほど、そう約束し合ったばかりだ。
　あの誓ちかいを嘘にする訳にはいかない。とはいえ、
「流石にあの光景は、葛葉には見せられませんわね……」
　仕方ないので、寝ている葛葉を起こさないようにそっと廊下の壁かべに凭もたれ掛かからせると、
「七瀬遥──参りますわ」
　意を決し、戦場へと飛び込んで行った。
「何だ、遥……お前も来てくれたのか」
　暁月に気付かれた事には構わず、一気にベッドへ歩み寄った遥は、暁月に触れると同時に問答無用で風系の魔法を発動。他の三人を巻き込まずに、暁月だけを窓の外へ吹ふっ飛ばそうとして──、
「そんな……」
　しかし、その魔法が打ち消された。思わず呆然となり、しかしすぐに理解する。
　アレイザードで暁月が傷付き、死に掛けていた時と同じ状況だと。
　これは、魔法を打ち消す絶対障しよ壁うへきだ。そして、
「よしよし……そんじゃお前も」
　そう言って、暁月に触れていた手を取られた瞬間──遥のＡＤが反応した。
「えっ──？」
　困こん惑わくの声を上げる遥をよそに、パジャマから衣服が切り替かわる。
　ＡＤの機能そのままに──今の遥にとって最も相応ふさわしいものへ。
　かつてアレイザードの娼館に匿かくまわれた時、身に付けていた扇情的なビスチェへと。
「きゃああぁぁぁぁぁ────っ！」
　反射的に悲鳴を上げた遥に、
「こら、今何時だと思ってんだ……そんな大声を出したら近所迷めい惑わくだろうが」
　暁月は窘たしなめる口調で言うなり、遥を強引に抱だき寄せて。
　そして胸むな元もとに吸い付いて来た。
　そこにあったのは、七瀬遥の急所──十一個あるホクロの一つだ。
　──無論、七瀬遥の体内にはもうメリッサの媚び薬やくは残っていない。
　だが、躰は覚えているのだ。
　七瀬遥という存在が、その場所を攻せめられ、どれだけの絶頂を極きわめたかを。
　その結果、遥の躰はすっかり開発されていて。
　暁月によって完全に同じ刺し激げきを与あたえられた遥は、
「～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」
　声にもならないような嬌声を上げた。
　既に開発された躰は、あの時は理解できなかった次元の快感を遥に知覚させて。
　暁月に腰を抱かれた状態で、遥は全身を快楽に硬こう直ちよくさせた。
　そして絶頂の状態がしばらく続き、
「──っ、はあぁっ！　くっ……あ、は……んっ、ああ……ぁ」
　躰が思い出した呼吸を一度大きくしてから、酸素と一緒に快感の残滓が、波のように隅すみ々ずみまで広がってゆくのを感じ、躰をピクンと何度も心ここ地ち良よさそうに震わせた。
　──そして、それだけでもう遥の心は暁月へ服従する事を選んだ。
　娼館の夜──解げ毒どくの時に、途とち中ゆうから暁月に自分を委ゆだねたように。
　そのまま全てを暁月に預けそうになって。そこへ、


「ん……みんな、どこ……？」


　あろう事か、葛葉が廊下から部屋の中へと入ってきた。
「なっ──!?」
　思わず遥は覚かく醒せいした。
　しまった。きっとビスチェ姿に変わった時に遥が出した悲鳴で眼を覚ましたのだ。
　そして一人で居る事に気が付き、手近なこの部屋に自分達を捜さがしにきたのだろう。
「んー……、どこ……？」
　寝ぼけているのか、葛葉は眠ねむそうに眼を擦こすっている。
　恐らく今の葛葉は、ここが暁月の部屋だとすら理解していない。
　……い、いけませんわ……このままでは……っ。
　遥が状況の悪化に戦せん慄りつしていると、こちらも寝ぼけた暁月が、
「おいおいどうした、お前も仲間外れにされたのか……良いぜ解った。来いよ葛葉」
「────っ？」
　それはまずい。それだけは流石にまずすぎるだろう。
　だから。
　とっさに七瀬遥は、無む我が夢むち中ゆうで手を伸のばしていた。
　そして、手の届く所にあったのが何かも理解しないまま。
　それを掴つかんで暁月の頭へと振ふり下おろした。


　何か鈍にぶい音がした。
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　そして──それから数分後。
「……こ、こんな恐ろしい肝きも試だめしは二度と御ご免めんですわ」
　ビスチェ姿の遥は、荒あらい息を吐はいていた。
　遥が居るベッドの上は、まさに死し屍し累るい々るい。
　自分達が行なった肝試しの結果──その惨さん状じように頭が痛くなってくる。
　恍こう惚こつの表情を浮かべたまま放心状態の美兎、リスティ、千影の三人と。
　遥から、人工大理石の置時計の一いち撃げきを頭に喰くらい気絶した暁月。
　そして。そんな彼らの傍かたわらで、小さく丸まるようにして穏やかに眠っている葛葉だ。
「えーと……まずは、何から手を付ければ良いんですの？」
　遥は思わず途と方ほうに暮れる。
　取り敢えず、裸の美兎達に服を着せるべきか。
　それともまずは、自分達の部屋へ連れて戻るべきか。
　暁月が二度と動き出さないように、何かで拘こう束そくするべきか。
　自分は一体、どれから手を付ければ良いのだろうかと。
　結構な汗を掻かいたので、取り敢えずシャワーも借りたいところだ。
「まあ……」
　この状況で、自分に言える事があるとしたら一つだけだ。
　だから七瀬遥は、やれやれと嘆たん息そくして、


「取り敢えず……少なくとも結束は深まったと言って良いんでしょうね、この場合」
第二章《思おも惑わくの交差点に立って》
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　異世界に関するあらゆる物事を管理するバベル。
　その敷しき地ち内ないの最さい奥おう部ぶには、あちらの世界で得た知識や技術を研究する特別区画があった。
　そこでは異世界の技術の研究や、さらにこちらの世界の技術を掛け合わせる事で、科学だけでは到とう達たつできない新たなテクノロジーの開発などが行なわれている。
　凰おう沢さわ家で、五人の少女が一夜を共に過ごした翌日。
　ただ一人仲間外れにされていた暁あか月つきは、午前中からこの研究所区画を訪おとずれていた。
　その目的は、愛車のモンスターバイク・スレイプニルのメンテナンスを頼たのむためだ。
「えーと、確かこっちだったよな……」
　暁月はのんびりとした速度の運転で、研究所区画の道路を進んでゆく。
　向かう先は、かつて一度だけ訪れた事がある久く保ぼ田た灰かい人との工こう房ぼうだ。
　先日──深夜にスレイプニルで街へと繰くり出した時。
　たまたま立ち寄ったコンビニが襲しゆ撃うげきされ、さらに誘ゆう拐かい事件までもが発生した。
　その場に居合わせた暁月が、誘ゆう拐かい犯はんが乗った逃とう走そう車両を追つい跡せきして誘拐された女性を奪い返すと、最後は誘拐犯の車を叩たたき潰つぶし、犯人達を海へと吹っ飛ばして事件は解決。
　──しかし、追跡の際に暁月は一つの無む茶ちやをした。
　海の上を走ったのだ。それも浜はま辺べの浅あさ瀬せなどではなく、水深が数百ｍもある場所を。
　最高速度が音速を超こえるスレイプニルの驚きよ異うい的てきなスペックと、さらに障害物が存在しない海上という場所だったからこそ挑ちよ戦うせんできた暴走。
　だが、そんな暁月の無茶にスレイプニルは見事に応こたえてくれた。海面を、まるでアスファルトの道路よろしく走り抜ぬけると、最後は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを一気に駆け上ってみせたのである。
　そんな頼もしい愛車を心強く思った暁月は、愛着をますます深いものにした。
　だから海水で車体が痛まないように、すぐに洗車も行なった。
　しかし、素人しろうとでやれる整備には限りがある。
　本当にマシンの事を考えるなら、定期的にプロに診みて貰うのが一番なのだ。
「とはいえ、街のガソリンスタンドで診て貰う訳にもいかないしな……」
　車体は精神感応石オリハルコン製、さらにはガソリン燃料を必要としない精せい霊れい駆く動どう式。
　そんなスレイプニルのメンテナンスは、特別な知識を持つ者しか不可能である。
　そして暁月には、自分の愛車を任せられるような心当たりは一人しか居なかった。
「……と、あった。ここだな」
　昭和レトロな、ほとんど自動車工場のような佇たたずまいの工房の前で、暁月はスレイプニルを駐ちゆ車うしやした。
「まさか、誰もいないって事はねえだろうな……」
　現在は春休みだ。ここに来るまで、ＪＰＮバベルの敷地内に人の姿はほとんどなかった。
　入校手続きをした際に守衛スタッフに事情を聞いたところ、何でも今夜大規模なシステム更こう新しんがあるらしく、敷地内には必要最低限の者しか残っていないのだという。
　念のため、オンラインのデータベースで久保田が校内にいるか確かく認にんして貰ったところ、どうやら敷地内にはいるらしい。それで、取り敢えずこの工房へとやって来たのだが、
「さて、と……オッサンはと」
　こういう趣しゆ味み全開な工房を構えてはいるものの、久保田はバベルの重要な技術を開発した博士である。研究や会議などで別の場所に行っている可能性は充じゆ分うぶんに考えられた。
　だから暁月は、意識を集中する。そして、錬環勁氣功で周囲の気配を探さぐった。
　一度会った人間の氣を、暁月は基本的に忘れない。
「……良し、大だい丈じよ夫うぶみたいだな」
　眼の前の工房の中から、氣を感じ取る事に成功した暁月は、久保田の存在を確信。
「悪いな、勝手に入らせて貰うぜ」
　相手の返事は待たずに言うだけ言って、工房の中へと足を踏ふみ入れた。
　すると、奥おくの方に見覚えのある人の姿を発見する。こちらに気が付いた作業着の青年は、
「あ、凰沢さん。どうもチワッス」
「よお──久保田のオッサンは居るかい？」
「今は奥で作業してると思いますけど、どうかしたんスか？」
「ああ、ちょっとスレイプニルの整備を頼みたくてな」
　暁月は親指で肩かた越ごしに、自分の後方──工房の外を指した。
「今やってる作業が終わってからで良いんで、頼めるかどうか訊きいて貰えるか？」
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「──それじゃ、ちょっと待ってて下さいね」
　そう言って、作業着の青年は工房の奥へと姿を消した。
　だが。その場に残った暁月が、一人になる事はなかった。
　暁月が来るまで、作業着の青年には話していた相手が居たからだ。
　そして、
「ようアッキー。わざわざおやっさんにメンテを頼みに来るなんて、また無茶な事でもやらかしたのかよ？」
　先客の海かい堂どう元もと春はるが、人ひと懐なつっこい笑えみと共に軽く片手を上げてきた。
　工房の外で久保田の氣を探った時に、既に海堂の氣も感じ取っていた暁月は、
「まあな……」
　自分もまた同じ笑みを返しながら、
「こないだ、お前が街中で不純異性交遊をしていた日の晩に、ちょろっとよ」
「だから違うって言ってんだろ……。世の中の男は、みんなアッキーみたいなドスケベばかりじゃないんだぜ？　俺みたいな清純系も居るんだからよ」
「どの面下げて清純系だ。暗がりに、あんな小さい女の子を連れ込んでおいてよ」
　路地裏うらで海堂と会話をしていた、凄すご腕うでの少女の姿を思い出しながら暁月。
　すると、
「言っとくけど……彼かの女じよは俺やアッキーよりも年上だからな」
「……マジか？」
「マジだ。女ってのは、見た目や理り屈くつが通用する生き物じゃねえ。アッキーだって知ってるだろ？」
「まあ、そりゃな……」
　海堂の言葉は、暁月も納なつ得とくできるものだった。
　だが、まさかあの小さな少女が自分よりも年上だとは。
　……という事は、ひょっとしてセシルが俺より年下って事も……。
　暁月は、あの日の晩に出で逢あった絶世の美女を思い出す。可能性は限りなく低いがゼロではない。暁月は思う。やはり女性は永遠の神秘で、そして魔まし性ようなのだと。
　そうして暁月が考え込んでいると、
「──で？　今日もアッキーは一人かよ。いつもなら、誰だれかしら女を侍はべらしてるのによ」
「別に、侍らしちゃいねえけどな……」
　と苦くし笑ようしながら暁月。
「昨夜は五い泉ずみと委員長、それに副会長がウチに泊とまりに来てよ。どうやら随ずい分ぶんとはしゃいだみたいでな……多分まだ家で寝てると思うぜ」
　今朝。暁月が眼を覚まして一階へ下りても誰もおらず。それどころか、いつまで経たっても誰も起きて来ず。仕方ないので自分で朝食を作って食べ、家を出る時に部屋の外から声を掛けたのだが、それでも返事がなかった。
　氣の反応が穏おだやかだったため問題ないのは解っていたのだが、念のため扉を開けて美み兎う達たちの様子を確認したところ、ベッドで寄り添そうようにして眠っている彼女らの姿を確認する事ができた。あられもない格好だった上に、寝ね顔がおに少し恍惚の色が混じっていたような気もするが、何か幸せな夢でも見ていたのだろう。
「……まあ、副会長だけは先に帰ったみたいだが」
　早朝、遥はるかの氣が家を出て行くのを感じた。
　そして案の定、暁月が部屋に入った時にはもう遥の姿はなくて。
　ただ「用があるから先に帰る」という書き置きが残されていた。
　その後ろに「昨夜は楽しかった」「ありがとう」という趣しゆ旨しの言葉があった事を、暁月は嬉しく思う。美兎やリスティだけではない。新たに自分達の仲間になる事を選んでくれた遥にとっても、昨夜は有意義な時間になってくれたようだ。
　これからもそうやって、彼かの女じよ達たちが互いの関係を深めてゆければ良い。
　ただ──末まつ尾びにあった『最後の一線は全員死守！』という言葉だけは謎なぞだったが。
　千影の心を解きほぐした後、不覚にもうっかり眠ってしまったため、あの後何があったのかを暁月は知らない。
　もしかしたら、あの後も女の子達だけで何か勝負事でもしていたのだろうか。
　だから、眠っていた美兎達のあられもない格好から、暁月は一つの結論を導き出す。
　野やき球ゆう拳けんだな、と。
「へえ……仲が良くて結構な事だな、そいつはよ」
　と笑いながら海堂。
「──ちなみに、副会長ならここに来る途中、本校舎に入っていくのを見かけたぜ」
「ふーん……そうか」
「……あれ？　ちょっと反応薄くねえかよ、アッキー？」
「あン？　何がだ？」
　問い返す暁月に、
「いや……こないだ街で会った時は、俺が副会長を殺すつもりが何とか、物ぶつ騒そうな因いん縁ねん吹ふっ掛けてきただろ。その俺が副会長を見たって言ってるんだぜ。心配じゃねえのかよ？」
　と海堂。
「ああ、そういう事か……」
　と、暁月は苦笑して、
「あの時、お前が言ったんだろうが。俺の敵に回るつもりはないって」
「そりゃまあ言ったけどよ……」
　海堂は拍ひよ子うし抜ぬけしたように、
「随分とあっさりしてるんだな……あの時のアッキーが俺に向けた殺気って、何気に結構本気っぽかったから、てっきりまだおかしな疑いが尾おを引いていると思ったんだが。もしかして俺って、結構信しん頼らいされてるのかよ？」
「別に。お前が言った事が本当なら心配する必要はないし、嘘だったら潰すまでだ。何の問題もねえだろ」
「あ、そういう事……」
　ガックリと肩かたを落とす海堂に、暁月は「ああ」と笑いながら、
「──それとも何だ、ありゃ嘘だったのか？」
　瞳に剣けん呑のんな色を込めて海堂を見み据すえた。
　その瞬間──一気に周囲の空気が張り詰める。
　だが。
　海堂はそんな暁月の視線をあっさりと受け流すと、苦笑しながら肩を竦めて、
「まさか。わざわざ痛い思いをしてまで、アッキーとケンカするなんて馬ば鹿か馬ば鹿かしい真似をする趣味は俺には──っと」
　話している途中で、鳴り出した携けい帯たいを懐ふところから取り出した。
　暁月から見えない液えきし晶よう部分に表示された、着信相手を確認して、
「うわ……」
　海堂は微びみ妙ように表情を引き攣つらせ、チラッとこちらを見てきた。
「俺なら良いぜ、出ろよ海堂」
　と、暁月は電話を勧すすめる。
　先日の路地裏とは、まるっきり逆のやり取りだった。
「つーか、何だその面めん倒どうそうな顔。そんな厄やつ介かいな相手なのか」
「ああ、そりゃもう厄介でおっかない女でよ」
　うんざりとした口調でそう言うと、海堂は通話ボタンを押おして電話に出た。
「……もしもし。いや、良いけどよ……俺が今、どこで何してるか絶対に解って掛けて来てるだろ。──え、何？　厄介でおっかない女で悪かったなって？」
　キョトンとした海堂は、一いつ瞬しゆんだけ暁月と眼めを合わせると、
「まさか、言うかよそんな事……はは」
　くるりと暁月に背中を向けて、乾かわきまくった笑いを口にする。
　そして背中越ごしにこちらへヒラヒラと手を振ると、そのまま久保田の工房を出て行った。
　ガレージの向こうへ消えて行く海堂の背中を見送りながら。
　凰沢暁月は呟つぶやく。
「厄介でおっかない女、か……アイツも結構苦労してんだな」


３


　海堂が出て行くのとほぼ入れ違いのタイミングで、暁月の下へ巨きよ体たいの男がやって来た。
　オイルで汚れた作業着を羽織り、少々いかつい顔には無ぶし精よう髭ひげ。
　そんな、見れば誰もが頑がん固こ親おや父じという感想を抱くであろう久保田は、
「……待たせたな」
　むっつりとそれだけを言うと、暁月の前を通り過ぎた。
　そして、そのまま工房の外へ──駐車しているスレイプニルの下へと向かう。
　別に不ふ機き嫌げんという訳ではない。暁月の知る久保田の態度は常にこんな感じだ。
　だから暁月は、平然とその後ろに続いて、
「悪いな……春休みでも、オッサンは色々と忙いそがしいんだろ？」
「別に構わん。アレをお前に渡わたしたのは俺だ。見れる面倒ぐらいなら見てやる」
「助かるよ。下手に俺がいじってアイツが調子を崩くずしたりしたら可か哀わい想そうなんでな」
　そして外に出ると、早さつ速そく久保田がスレイプニルの状態についてチェックを始めた。
　目視でマシンの隅々をくまなく確認しながら、
「……大事に乗ってやっているようだな」
「そうか？　結構、俺の無茶に付き合わせちまってるぞ」
　と暁月。
　何せ、久保田にメンテナンスを頼みに来たのは、海の上を走ってしまったからだ。
　スレイプニルの性能を信じていたからこその行動だが、残念ながら大事にしているとは言い難がたいだろう。しかし、
「技術屋が見れば、乗り手がマシンをどう扱あつかっているかはすぐに解る。多少の無茶はしても、無理まではさせていない」
「まあ、そのつもりだけどよ……」
「何より、おまえ自身がコイツに乗る事を楽しんでいるだろう。そういう乗り手の意思は、マシンにも伝わるものだ。特にコイツは、自分で自分の乗り手を選ぶ。そんな気分屋でジャジャ馬のコイツが、今は随分と機き嫌げんが良さそうにしているからな」
「そうなのか？」
「ああ。己を託たくす事ができる乗り手に巡めぐり会えて、嬉しいのだろう」
　そう言って、一通り確認を終えた久保田は、
「……見た限りでは特に問題はなさそうだが、念のためバラして状態をチェックする。ついでに、お前のＡＤとのリンクも行なっておこう」
「細かいところまで見て貰えるのは有あり難いけどよ、何だよそのリンクってのは？」
「副会長の七なな瀬せから、新型のＡＤは受け取っているな？」
「ああ。コイツだろ？」
　暁月は自分の手首にある、リストバンドを見せた。
　──それは、先日アレイザードへ行った際に遥から手て渡わたされた新型のＡＤだ。
　以前の旧型のものだと、黒の魔ま剣けんを具現化するのに七連装する必要があったのだが、現在の新型では一本で事足りるようになっている。
　本来この新型は、春休みが明け──新年度が始まってから、全学生に支給される予定のものらしいのだが、ランキング戦でのフィル＝ザッハークとの戦いで、暁月の旧型のＡＤの何本かが壊れてしまっていたため、前まえ倒だおしで渡されていた。
　暁月が新型のＡＤを付けている事を確認した久保田は、
「旧型もそうだったが、ＡＤにはスレイプニルと同じく精神感応石が使われている。今回の新型では、装備している者の意思で限定解除を行い、制服や体側服を戦せん闘とう衣服へ切り替えられるなど新しい機能が実装された」
「らしいな……そう聞いてるぜ」
　と、自分の手首の新型ＡＤを見ながら暁月。
　これを手渡された時、遥から同様の説明を受けたのを覚えている。
「要は新型は、より装備している者の意識に反応しやすくなっている訳だ」
　と久保田。
「よって新型のＡＤとスレイプニルの精神感応の波形を同期してやれば、たとえ離はなれた場所に居ても、ＡＤを通してお前の意思をスレイプニルに伝えられるようになる」
「ひょっとして……まさか離れた場所から呼べるようになるって事か？」
「そういう事だ」
　頷く久保田に、暁月は驚おどろいたようにヒュウと口笛を鳴らした。
「そいつは確かに便利そうな機能だが……」
　しかし、
「街中をこんな化け物みたいなバイクが無人で走ってたら、通行人が凄すさまじくビビリそうだな。即そつ行こうで交通保安隊とかに囲まれそうだ」
「その可能性は否定しないが、あって損をする機能ではない。いざという時にコイツの力が必要になった際、お前を助ける力の一つになるだろう。それは同時に、コイツ自身の喜びにもなる。使いどころは、お前が見み極きわめて決めれば良い」
「そうだな……解った、頼むよ」
　と、スレイプニルを見ながら暁月。
「相棒が今よりも頼たよりになるのは、俺おれにとっても嬉しいからな」
　そう言って、自分のＡＤを久保田に手渡して、
「で、どれ位かかりそうだい？」
「同期はコイツ次し第だいだが、お前に懐なついている事を考えるとそんなに時間は掛からないだろう。その間に、メンテナンスも並行してやっておく。恐おそらく夕方には終わる筈はずだ」
「了りよ解うかいだ。となると、それまで何をして時間を潰すかだな」
　ふむ、と暁月が考え込んでいると、
「………………………………」
　ふと、久保田が無言のままジッとこちらを見てきた。
「……ん？　何だよオッサン。いかつい上に無愛想なんだから、用があるなら遠えん慮りよせずに言ってくれ。無言でいられると、睨にらまれてるみたいでこっちが気まずくなるだろ」
　思わず眉まゆを顰ひそめる暁月に、
「メンテナンスをしてやる代わり、という訳ではないが……」
　と、むっつりとした表情を変える事なく久保田。
「時間と元気が余っているなら、少し協力して貰もらおうか──凰沢暁月」
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　暁月が久保田に連れて行かれたのは、研究所区画の外れに建てられた施し設せつだった。
　本校舎にある闘とう技ぎじ場ようのような広い空間に通された暁月は、
「──何だよ、ここは？」
「俺の実験室の一つだ。主にプログラムチェックなどを行なっている」
「成なる程ほどね……そういやバベルのお偉えらい博士って方が、オッサンの本職なんだもんな」
　そう言って、室内をぐるりと見み渡わたして、
「……で？　こんな所に俺を連れて来て、何をさせたいって？」
「新しく開発した戦闘プログラムのテストだ」
　と久保田。
「戦せん闘とう技術訓練の授業は、受けた事があるな？」
「まあ、何回かだけどな……」
　と暁月。そして、ふと思い出したように苦笑する。
「そういや最初の時は、訓練プログラムが暴走してちょっとした騒さわぎになったな」
　本来訓練で使用するレベルから大おお幅はばに引き上げられた強さのコカトリスが召喚され、挙句にシステムの停止信号まで受け付けない暴走状態に陥おちいった。
　隣となりの闘技場で別メニューの戦闘訓練を行っていた暁月が駆けつけ、コカトリスを撃げき破はしたため事なきを得たが、一時は多くの学生が石化の状態異常に陥るなど、かなり危険な事態にまで発展していて。下手をすれば犠ぎ牲せい者しやが出ていた可能性もあった。
　──無論、あの事件で悪いのはプログラムを作った技術者ではない。
　暁月が所属していたＢクラスに、学生として紛まぎれ込んでいたテロリスト──田た中なかという名の青年が、プログラムを意図的に暴走させたのが原因だ。
「──って事は何だ。ひょっとして俺で試ためしたいってのは、システムをより安定させた新しい訓練プログラムって訳か？」
「いいや、戦闘系のプログラムではあるが、実技訓練授業用のものではない」
　と、壁へき面めんに備え付けられている端たん末まつを操作しながら久保田。
「既き存そんの訓練プログラムが、仲間との連れん携けいの強化や、実戦の勘かんなどが鈍らないようにする事を主眼としているのに対し、このプログラムは個人の戦闘能力の向上を目的としている。敢えて呼こし称ようするならば『鍛たん錬れんプログラム』といったところか」
「ふーん、成る程ね……」
　要は、訓練プログラムを体育の授業とするなら、この鍛錬プログラムは体育会系の部活のようなものなのだろう。
　どちらも身体を動かすという点では同じだが、前者が同じメニューを生徒全員が行なうのに対し、後者の方がより個人の能力に沿って専門的・実じつ践せん的てきに実力の向上を図はかれる。
　だが、実力によってクラス分けがされているバベルでは、基本的に学生が教職員から鍛錬を強制される事はない。必要な教育科目を修めれば、後はどのようにして過ごすかについては学生の裁量に任されているからだ。
　そのためクラブ活動については文科系から体育会まで、一いつ般ぱん的てきな学校と同じく大小様々なものが一通り存在しており、どれでも自由に入部する事が可能。勿論、どのクラブにも所属しないという選せん択たく肢しも許されており、現に暁月達は帰宅部である。
　とはいえ、ランキング戦で上のクラスへ行きたいと考えている者に対しても、鍛錬用に施設は開放されており、自分の戦闘能力をより高めたいと考える学生は、そうした場所を利用していた。それを、わざわざプログラムまで用意するという事は、
「──まさか、これからは学生に強くなる事を強制するつもりか？」
　暁月は、スッと眼を細くした。
　確かにバベルの学生や職員は、有事の際に戦場へ派兵される可能性がある。
　しかし最近は、世界の管理者としてのコクーンの立場が磐ばん石じやくなものとなり、バベルの権けん威いも非常に高いものとなった事で、戦争や紛ふん争そうなどはほとんどなくなっており、派兵されるような事はほとんどなくなった。
　そしてバベルは、あくまで教育機関であり軍隊ではない。
　たとえそれが、名目上のものでしかなかったとしてもだ。
「俺みたいな好戦的な奴は良いさ。自分で望んでそうしているんだからな。だが学生の中には、可能ならもう戦うのは御免だって奴もいるだろう。そういう連中にまで、鍛錬を無む理り強じいするつもりかよ？」
　と、不快さを含ふくんだ声で暁月。
　すると、
「いいや──そうじゃない」
　久保田はむっつりとした顔のまま首を振った。
「先日のランキング戦の最中、正体不明の高次生命体のドラゴンが出現しただろう」
「ああ……」
　暁月は頷いた。あれは美兎を追ってアレイザードから送り込まれた青年、フィル・バーネットが変化したもので、他ならぬ暁月自身が倒たおしたドラゴンだ。
「あのドラゴンが、どうしたよ？」
「かなりのサイズだった事もあり、ランキング戦を中止して避ひ難なんしていた生徒や職員のほとんどが、あのドラゴンが訓練用の旧市街地へ向かって飛行する姿を目もく撃げきしていてな。そして、実際の戦闘を眼にした者こそいないが、あれをお前が倒した事は学生・職員を問わずほとんどの者に知れ渡った……」
　と久保田。
「その結果、一部の学生や職員から要望が上がった──自分達ももっと強くなりたいと。たとえあのドラゴンを倒せなくても、凰沢暁月と同じレベルになるのは無理でも、何かあった時に何もできないような自分では居たくないと──」
　一息。
「解るか。お前に触しよ発くはつされた者が居たという事だ──凰沢暁月」
「俺に……？」
「そうだ。バベル史上初めて、ノルンチェックで『真の勇者』と記述され、絶対的な強さを誇ほこっていた現生徒会メンバーと互ご角かく以上に渡り合い、そしてランキング戦ではあの巨きよ大だいなドラゴンを打ち倒した。一部の女生徒達は恋れん愛あい感情だけでお前を見ているようだが、お前の存在や実力をしっかりと見ている者もいるという事だ」
　そこまで言うと、端末の操作を終えた久保田が、暁月へと振り返り、
「準備ができた。こっちに来い、一通りの使い方を教える」
「あいよ。しかし、他人の強くなりたいって動機付けになるのは、光栄だとは思うが……余り嬉しいものじゃねえんだけどな」
　やれやれと嘆息しながら、暁月は久保田の下へ向かう。
　──アレイザードでも、勇者だったレオンや、それこそはぐれ勇者である暁月に憧あこがれて剣けんを持つ少年が居たりした。
　……参ったな。
　誰かの憧れになるというのは、確かに光栄な事である。
　だが同時に自分の存在が、本来戦わずに済む者まで戦場へ向かわせてしまったような気がして……どこかやりきれないような気持ちを感じていたのも事実だ。
　暁月自身は、なるべく自らを勇者とは名乗らず、はぐれ勇者として奔ほん放ぽうに振ふる舞まっていたが、それでも暁月に憧れて軍に入り、戦場で命を落とした者は居た。
　そしてその人数は、暁月が知らない者を含めれば結構な人数に上るだろう。
　勇者や王族という民衆にとっての希望や象しよう徴ちようは、その宿命から逃のがれられない。
　自分が存在するせいで、誰かが命を落とす皮肉な宿命からは。
「──お前が、戻ってきたこの世界でこれからどう過ごし、何を成し遂とげようとしているかは知らない」
　と久保田。
「しかし、もしもお前が何かと戦い続け……そして勝ち続ければ、お前の強さに憧れ、影えい響きようされる者はこれから先も増えてゆくだろう。無論、お前がそういった者達に対していちいち責任を感じたり、周囲に遠慮する必要はない。だが──」
「ああ、解ってるよ……」
　暁月は、しっかりと頷きを返した。
「俺は俺らしく行くさ。それ以外のやり方を知らねえからな。だが、自分が誰かを変えるかもしれない──その可能性と事実からも逃にげねえよ」
　自分以外の誰かの想おもいを背せ負おう事の意味を。
　凰沢暁月はもう、知っているから。
　揺ゆるがずに。
「俺がそいつらにできる事があるとしたら、それはきっと、そいつらの憧れとして恥はずかしくない俺であり続ける事だけだからな」
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　プログラムを制せい御ぎよする端末の使用方法を一通り教えると、久保田は施設を出て行った。
「しかし、鍛錬プログラムね……おかしな展開になったな」
　暁月は呟き、苦笑を浮うかべた。
　まあ良い。確かに、スレイプニルのメンテナンスが終わるまでの時間を潰す方法を探していた訳だし、自分も身体を動かすのは好きだ。
　──だから暁月は、改めて自分が立っている場所を見渡した。
　この巨大な空間は、肉体ダメージを精神ダメージへ転化する特とく殊しゆ結界の他に、物理・魔法を問わずあらゆる衝しよ撃うげきを吸収する障しよ壁うへきが、天てん井じようや床ゆか、壁などに張られているらしい。
　試しに暁月は、手近な壁を殴なぐってみる。
　すると轟ごう音おんが響ひびき、手には殴った感かん触しよくと──衝撃の反作用が返ってくるものの、
「壁にはヒビ一つ入らない、か……」
　どうやら、それなりに本気で暴れても問題なさそうだ。
　スレイプニルとのリンク作業があるＡＤも、代用の物を久保田が貸してくれているし。
　昨夜、遥から貰った新しい制服も着て来ている。
　これなら良い鍛錬ができるだろう──相手次第で。
「──さて、いっちょ始めるとするか」
　暁月は、壁に備え付けられた端末へと向き直った。
　この鍛錬プログラムは、目的に合わせて戦う相手の強さを設定できるという。
　鍛錬を行なう者の戦闘能力を測定し、まずはベースとなるプログラムの強さが変動。
　その上で、
　ノーマルだと互角。同等の強さのため、勝つ事で自然と戦闘能力の向上が望める。
　イージーだと格下。自分より弱いため、技を試したり動きの再確認などがしやすい。
　ハードだと格上。自分よりも強い相手と戦う事で、やや強引に実力の引き上げが可能。
　の三つから選択できる。
　ちなみに戦う相手は、デフォルトだとシステムが自動的に適した相手を選択するが、自分で指定する事も可能らしい。
　暁月としては、すぐにでもハードを試してみたかったのだが、
「まずはチュートリアルとウォーミングアップを兼かねて、オートで低いレベルのものが出るって言ってたな……」
　やれやれと液晶画面のスタートボタンをタッチ。
　すると、実験室の中央に光の粒りゆ子うしが集まり始めた。
　それが徐じよ々じよに明めい瞭りような形となる──生み出されたのは見上げるような巨鳥。
　コカトリスだ。それを見た暁月は、
「…………アホらし。チュートリアルなんだろ、スキップだスキップ」
　拍子抜けしたように、くるりとコカトリスに背中を向けて端末をいじろうとする。
「お……これか？　いや違ちがうな……どこだ？」
　などと、暁月が液晶画面と格かく闘とうしていると、背後でコカトリスが雄お叫たけびを上げた。
　そして低く重い足音が、疾しつ走そうの速さで迫せまってくる。だから、
「──うるせえな」
　暁月はＡＤに念じて、黒の魔剣──レーヴァテインを瞬しゆ時んじに具現化。
　逆手に持ったそれを、後ろ手の状態のまま連続で振るった。
　無造作に、しかし神速で。
　その剣閃が生み出した空気の刃やいばは、コカトリスを細切れに斬きり裂さいて。
「────────」
　出現した時と同じく、コカトリスは光の粒子となって消えていった。
　暁月の戦う意思に反応したのか、制服が戦闘衣服へと切り替わっており、
「お……今度の戦闘衣服は、あっちで着てた昔の魔ま王おうのヤツなんだな」
　アレイザードでの戦いを経へて、暁月が纏まとうべきものはこれだとＡＤが判断したのだろう。
　そしてチュートリアルの終しゆう了りようを報しらせる表示が、液晶画面に出たのを見て、
「しかしオッサン、勘かん弁べんしろよ……これじゃあ暇ひま潰つぶしにもならねえぞ」
　少しげんなりしながら暁月は端末を操作し始めた。今度はレベルをハードをにするのは勿論だが、まずは戦って面おも白しろそうな相手をリストの中から探してゆく。
　ゴブリン、オーガ、オーク、サイクロプス、ミノタウロス、グリフォン、ケルベロス。
　液晶には、コカトリスと同種の幻げんじ獣ゆう系モンスターの名前がずらりと並んでいた。だが、
「……イマイチ代かわり映ばえしねえな」
　恐らくこれらのモンスターは、コカトリスとそう大差のない相手だろう。
　しかし、それでは戦っても面白くない。どうせ戦うなら、一番強い相手が良かった。
「もっとマシな奴やつは、と……」
　恐らくリストは、下に行けば行くほど強くなっている──そう踏んだ暁月は、選択リストをひたすら下の方へと進めてゆく。
　すると程なくして一番下へ辿たどり着き、
「UNKNOWN DRAGON……これか？」
　暁月はカーソルをその項こう目もくへ移動。
　そして詳しよ細うさいと共に液晶画面に映し出されたのは、他でもない。
　アレイザードの邪じや竜りゆうザッハークだった。
「あー、ランキング戦の時のか……データを取ってたんだな」
　抜け目ねえな、と暁月は苦笑する。
　しかしザッハークを見た一部の者が、強くなりたいと言い出したのが、今回の鍛錬プログラムを製作する切っ掛けになったと久保田は言っていた。
　ならば、彼かれらのためにもプログラムのリストに入っていなければ意味がないだろう。
　それに暁月としても、ザッハークならば相手として申し分ない。
　しかもレベルをハードにすれば、こちらより強い状態で出現するのだ。
「でもなあ……ここで戦うんだろ？」
　暁月は実験室の広さを確認する。
　確かに大きな空間だが、ゆうに二十ｍを超えるザッハークと全力で闘やり合うには、いささか心ここ許ろもとない広さだ。それこそ翼つばさを広げたところで、飛び回る事もできないだろう。
　ザッハークに挑戦したいと考える者達にとっては良いかもしれないが、万ばん全ぜんの状態を知っている暁月としては、
「半はん端ぱになっちまうと、ちょっと萎なえるな……」
　暁月は端末を操作し、念のためリストをさらに下へ。すると一番下のザッハークから、画面が一番最初のものへと戻り、カーソルはゴブリンを選択してしまう。
「駄だ目めか……」
　暁月は嘆息し、リストを上へ──ザッハークの項目へ戻ろうとして、
「ん……何だ？」
　キョトンとした声を上げた。
　一度押おしても反応しなかったため、何度か上や右、左などを押していたら、リストの一番下にあるザッハークのグループではなく、全く見た事のない画面が表示された。
「あれ……まさか壊こわしたか？」
　やべえ、と画面を凝ぎよ視うしした暁月は、一番上に書かれている文字を見て、
「DEBUG──ひょっとして、これデバッグモードか？」
　それは開発者用の特別画面だった。
　どうやら入力したコマンドが運悪く──否、運良くヒットしたらしい。
　この機能を使えば、パラメータを変へん更こうしてプログラムの強さを上げられるかもしれない。
「レベル制限……これか。ハードの上は……あったあったウルトラハード。よっしゃ、面白くなってきた」
　俄が然ぜんやる気が出てきた暁月は、他にも面白そうな項目がないか、あれこれチェック。
「あー、流石さすがにリストにない隠かくしキャラみたいなのは居ないか……──ん？」
　暁月はふと、デバッグモードの画面の右下に、不自然なスペースがある事に気が付いた。
「……………………」
　画面には何も表示されていない。しかし、何な故ぜか暁月はその場所から眼を離せなかった。
　どうしてだろう。そんな事がある訳ないのだが。
　誰かに──呼ばれた気がした。
　そして暁月は、導かれるようにカーソルを移動。
　すると、何故かカーソルが空白を選択できて。
　と同時。選択した空白箇か所しよに項目が表示された。
　アルファベットで──《Ｇ・ＯＵＳＡＷＡ》と。
「これは……」
　まさかと思いながら、決定キーを押す。
　最終確認──ＹＥＳ。
　そして暁月が端末の操作を終えると同時。
　実験室の中央に光の粒子が集まり始めて、
「──────」
　やがて暁月の前に、それが姿を現した。
　それは、初めて見た者ならば暁月と勘かん違ちがいしてしまいそうな青年。
　それ程までに、現れた青年は暁月と外見が酷こく似じしていた。
　体格、髪かみや瞳ひとみの色、不敵な笑みまでがそっくりで。
　──しかし、よく見れば暁月とは別人である事が解わかる。
　身長は僅わずかに暁月よりも高く、髪かみ型がたも少し異なっていた。
　手には暁月の黒の魔剣よりも、さらに長い日本刀を携たずさえている。
　別人。
　だが、他人の空似でもない。凰沢暁月は、眼の前の男を知っていた。
　ポツリと呟く。
「親おや父じ──」
　そう。
　そこに佇んでいたのは、暁月の父──若き日の凰沢剛ごう毅きだった。
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「そうか……そういや久保田のオッサンが言ってたっけな」
　暁月がスレイプニルに認められるように挑戦した時。
　久保田は言っていた。昔の剛毅について、少し知っていると。
　……あれは、こういう意味だった訳だ。
　久保田と剛毅ならば、恐らくそう年は離れていない。
　彼らが今の暁月ぐらい──眼の前の剛毅ぐらいの年の頃ころは、異世界への召しよ喚うかんは始まったばかり。まだバベルは組織されてはいなかったが、その反面、異世界から戻って来た者達がそれ程いなかった頃だ。当時、同じ境きよ遇うぐうの二人が出会っていたとしてもおかしくはない。
「まあ、何だって良いや……」
　ゆらりと暁月は黒の魔剣を手に、一歩を前に出る。
　笑っていた。
「たとえプログラムでも……アンタと戦やれるんならな！」
　叫さけぶと同時、弾はじかれたように動いた。
　踏み出した一歩が、地面を蹴けった瞬間にはもうトップスピード。
　彼ひ我がの距きよ離りを瞬またたく間に詰め、全力の斬撃を見み舞まった。繰り出した渾こん身しんの一撃。
　それに対し、
「──────」
　プログラム剛毅は、手の日本刀を一いつ閃せんした。
　ガキィィィィィン！
　剣と剣とが激げき突とつした事で生じる金属音が鳴り響き、
「っがああぁぁぁぁっ!?」
　斬り掛かった暁月だけが弾き飛ばされた。
　後方へ十数ｍ吹っ飛び、宙で姿勢を整える暇ひまもなく、そのまま壁かべに叩き付けられる。
「ぐっ……かはっ」
　背中からぶつかった衝撃で、暁月は強制的に肺の中にあった酸素を吐き出させられた。
　呼吸機能が一瞬停止する。特殊な結界があるため、実験室の壁が壊れる事はない。
　だが人間が受けた衝撃は、そのまま残る。それでも暁月は、地面に膝を着かずに、
「……へっ、そうこなくちゃな」
　不敵に笑った。これで良いと。
　何せ相手は間ま違ちがいなく世界最強の一人であり、そして暁月が倒さなくてはならない相手。
　瓢ひよ箪うたんから駒こまではあるが、前ぜん哨しよ戦うせんとしては最高だ。
　このプログラムは、使用者によってプログラムの強さが変動し、通常のレベル設定のノーマルが互角。しかし、この剛毅はデバッグモードで、しかもレベル設定とは別項目にあった空欄を選んだ事で出現した。ならば、
　……これだけは、当時の親父の実力そのままに違いねえ。
　凰沢暁月は、実際に父や兄との実力差がまだどれだけあるかは解らない。
　しかし。
　もし、今こうして自分の眼の前に居る若き日の父に勝つ事ができたなら。
　少なくとも、二人の前に立つ権利ぐらいは得られるような気がする。
　自分が何としてでも止めると決めた、世界の頂点に立つ二人に対して。
　だが逆に勝てないようなら、お話にもならない。本物の剛毅は、眼の前の若い頃からさらに年月を経ている。ならば鍛錬を重ね、経験を積み、より強くなっている筈だ。
　そのプラスは、肉体的な衰おとろえなどものともしないに違いない。
　だから暁月は思う。最も早はやこれはただの鍛錬ではない。
　今この瞬間、絶対に負けられない戦いになったのだと。
　──しかし、そんな暁月の眼の前で許し難い光景が生まれた。
　ＡＤによる具現化を解いたかのように、プログラムの剛毅が手に持っていた日本刀を虚こ空くうへ消し去ったのだ。まるで暁月が相手なら、武器など必要ないと言わんばかりに。
　悠ゆう然ぜんと不敵な笑みを浮かべて佇む剛毅に、
「舐なめやがって……」
　チッと暁月は吐き捨てるように言うと、
「良いぜ……俺もこっちの方が好きだ。やってやるよ」
　自身もまた黒の魔剣の具現化を止めると、手ぶらのまま剛毅の下へと歩み寄る。
　そして互たがいの手が届く、至近距離でようやく立ち止まると、
「一応挑ちよ戦うせ者んしやは俺だもんな。先手を貰うぜ──」
　そう言うなり、錬環勁氣功を発動。
　体内で練り上げた全身の氣を右手に集中させ、
「──喰らいやがれ、クソ親父っ！」
　剛毅の顔面目め掛がけて、右の拳こぶしを全力で叩き込む。
　バキィッ！　と鈍い殴おう打だ音が響き。
「──────」
　しかし。暁月の拳を受けても、剛毅はその場から一歩も動く事はなかった。
　ただ暁月に対してニヤリと笑みを見せると、お返しとばかりにアッパーの軌き道どうで暁月の胴どうへ拳が放たれて、
「がああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ────くっ！」
　宙高くまで飛ばされた暁月は、腹部に走る激痛を堪こらえながら下を見て。
　しかし、そこに剛毅の姿はない。
「ちっ──上かっ!?」
　反射的に暁月は、上に向かって裏うら拳けんを放っていた。
　すると鈍い音と共に、手に相手へ命中した衝撃が返ってくる。
　しかし、それは攻こう撃げきが命中したものではなく、むしろ防がれたもので。
　拳よりも後に振り向く形になった暁月は、その眼で見る。
　眼の前に、剛毅の繰り出した蹴撃が迫っていた。
　防ぼう御ぎよも回かい避ひも間に合わない。
　──そして次の瞬間。
　まともに剛毅の蹴けりを喰くらった暁月が、凄まじい勢いで床へと叩きつけられた。
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　その光景を、久保田灰人は離れた場所で見つめていた。
　自身の工房へ戻り、スレイプニルのメンテナンスと、ＡＤとのリンク作業を黙もく々もくと行ないながら、空中に展開したホログラム画面で、実験室内の映像をモニターしていたのだ。
「…………………………」
　暁月が勝手にデバッグモードを使用していたのを見ても、久保田が動く事はなかった。
　たとえ偶ぐう然ぜんだろうと暁月が自分で辿り着き、そして選択したのだ。
　ならばどれだけ暁月が劣れつ勢せいになろうと、どれだけ危険になろうと、それを止める理由はないだろう。
　画面には、床に着地したまま動かない剛毅と、ゆっくりと立ち上がる暁月の姿が映し出されていた。そして、暁月の表情が微み塵じんも戦意を失っていないのを見た久保田は、
「……それで良い」
　と短く呟いた。本人から直接訊いた事はないが、久保田灰人は凰沢暁月が何を目指し、何を求めて戦っているのかを知っている。
　そして──恐らく、これから何をしようしているのかも。
　だからこそ。教えはしなかったものの、暁月がデバッグモードへ入れる可能性を残しておいたのだ。
「自分は、自分らしく生き続けると言ったな……だが、最後まで己おのれを貫つらぬき通す事は、ごく限られた一ひと握にぎりの人間にしか成し得る事はできない。凰沢暁月、もしもお前が自分の想いをどうしても譲ゆずれないというなら──」
　久保田は画面の暁月に向かって告げる。
「どこまでも足あ掻がき、そして抗あらがい続ける事だ。己の前に立ち塞ふさがる、あらゆる障害に対して。少なくとも──今、お前の眼の前に立っている男は、そうして生きている」
　一息。
「その剛毅のプログラムは当時、奴がふざけ半分で行なった戦闘のデータを元にしている。それでもお前がランキング戦で倒した、あの高次生命体のドラゴンなど比ひ較かくにならない程の強さだが──少なくともそれに勝てないようでは、とてもじゃないが今のあの男の前には立てんぞ」
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　美兎達が眼を覚ましたのは、既すでに正午を回ってからの事だった。
　だが、寝ね坊ぼうをしてしまったのにはきちんとした訳がある。
　それは、刺し激げきの強すぎた昨夜の「肝きも試だめし」の影響だ。
　寝ね惚ぼけた暁月によって容よう赦しやなく与えられた激しい快感は、意識を飛ばした後の美兎達に、甘あまく心ここ地ちの良い虚きよ脱だつ感をくれて。
　後はただ、ひたすらぐっすりと深い眠りに落ちてしまった。
　葛くず葉はだけは暁月の魔まの手を逃れていたが、千ち影かげが持ち込んだアロマで酔よっ払ぱらい熟じゆ睡くすい。
　そんな中、唯ゆい一いつの例外が遥だった。
　美兎達が眼を覚ますと、既に彼女の姿はなく、置き手紙が残されていた。
　それはシャワーを借りた事と「用があるので先に帰る」という内容の書き置きで。
　どうやら遥だけは、寝惚けた暁月の性狂きよ戦うせ士んしモードの被ひ害がいを免まぬがれたらしい。
　では、美兎自身はどうだったかというと、
　……ううっ……どうしよう、全然思い出せない……。
　如何いかんせんあの時の美兎は、リスティや千影と一緒に、暁月に身も心も完全に支配された状態だった。その上、最後は余りの快感に気を失ってしまったため、最終的にどうなってしまったのかは記き憶おくが飛んでしまっている状態だ。
　かといって当の暁月も、美兎達が起きた時には既に出で掛かけてしまっていた。確かスレイプニルのメンテナンスがどうとか言っていた気がする。恐らくバベルへ行ったのだろう。
　しかし、これでいよいよ昨晩の真相は藪やぶの中だ。
　──ただ、遥の書き置きの末尾に『最後の一線は全員死守！』とあったので、どうやらその点についてだけは安心しても良さそうだ。ただし、それ以外は何をされたか解ったものではないが。
「………………」
　しばし美兎が、ぼんやりと物思いに耽ふけっていると、
「…──凰沢さん？」
　ふと、眼の前から呼び掛けが来た。声を発したのは、振り返る体勢でこちらを見ている葛葉だ。美兎は慌あわてて意識を今に戻して、
「あ、ゴメン。何でもない、何でもないよ……」
　止めていた手を動かし始める。美兎は今、ブラシを使って葛葉の髪を梳とかしていた。
　既に凰沢家を出た遥が、シャワーを浴びたのと同じように。昨日の夜、暁月のせいで汗あせを掻かいたまま眠ってしまった美兎達も、起きてすぐに二人ずつシャワーで汗を流す事にして。まずは先に美兎と葛葉がバスルームを使ったのだ。
　今は美兎達と入れ替かわりで、リスティと千影がシャワーを使っており、先に上がった美兎達は身み支じ度たくを整えている最中だった。しかし、
　……凰沢さん、かぁ……。
　眼の前にチョコンと座すわっている葛葉の後姿を見ながら、美兎は少しだけ残念に思う。
　今朝起きると、葛葉の自分に対する呼び方が、これまでのものに戻ってしまっていた。
　どうやら昨晩の事は覚えていないらしい。
　まあ無理もないだろう。あの時の葛葉は、千影のアロマの効果で随分と酔っ払っていた。
　だが──普ふ段だんは余り積極的に感情を出さない葛葉が、ようやく本音を言ってくれたのだ。
　そうした葛葉の本心を知って、それでも何もしないのは、
　……嫌いやだよ、ボクは……。
　うん、と美兎は頷うなずきを一つして、
「ねえ……」
　呼び掛ける。眼の前に座る、自分の大切な友達に。
「葛葉の髪って……凄すごく綺き麗れいだよね」
　すると、
「えっ──？」
　何事かと、葛葉がこちらを振り返った。
　驚いたような表情の葛葉に、しかし美兎は何も気が付いていないかのように、
「あれ……どうかした、葛葉？」
　それがまるで当然の如く、名前で呼び掛け続ける。
　だが、昨晩の記憶がない葛葉にしてみれば突とつ然ぜんの出来事だ。
　期せずして自分の願いが叶かなった事に、みるみる幼い顔を赤くすると、
「……な、何でもないわ」
　くるりと前に向き直る。そんな素そ振ぶりが可愛かわいくて、美兎は悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべると、
「あれー。葛葉、何だか顔が赤いよ？」
　後ろから葛葉に抱だきつき、柔やわらかい頬ほおをぷにぷにと指で突つっつく。
　暗に美兎は言っているのだ。自分も名前で呼んで欲ほしいと。
　すると、ようやく観念したのか、
「うるさいわね。何でもないって言ってるでしょ……──美兎」
　どこか拗すねたような口調で。最後に葛葉は、とうとうこちらを名前で呼んだ。
　だから美兎は笑みを深くすると、さらに葛葉に引っ付く。
　そうだ。どれだけ大人びていても、葛葉はまだ幼くて。
　そして──こんなにも可愛いのだ。
　美兎はからかう口調で甘える。
「ねえ葛葉……ボクもう一回、美兎って呼んで欲しいな」
「…………嫌よ。良いから早く髪を梳かして」
「葛葉が、美兎って呼んでくれなきゃ嫌だ。ホラ、美兎って呼んでー」
「そうやって抱き付きながら、人の頭を自分の胸の谷間に挟はさむんでくるのは止めてくれないかしら──このおっぱい女」
「な、何でーっ、そっちじゃないー！」
　素す直なおじゃない葛葉に、美兎が思わず憤ふん慨がいした声を上げると、
「──た、助けて二人共っ！」
　突然リビングの扉が開け放たれ、バスタオル一枚のリスティが駆かけ込んできた。
「ど、どうしたのリスティさん……？」
　いきなり何事かと美兎が問うと、リスティは顔を赤くしながら
「千影が背中を流してくれるっていうから、お願いして──そ、そしたら」
「あー……」「……成る程ね」
　事情を知っている美兎と葛葉は、微妙な声を上げた。そこへ、
「そんな逃げなくても良いのに……」
　と、苦笑しながらバスタオル姿の千影がやって来る。
　そんな千影を見て、美兎は思う。これまでと少し雰囲気が変わったと。
　肩の力が抜けたと言えば良いのだろうか。別に不自然さを感じた事はなかったのだが、今にして思うとこれまでの千影はどこか優しすぎたような気がする。
　……きっと、あの人が何かしたんだね……。
　美兎は信頼の微笑を浮かべる。昨夜もただスケベな真似をしていた訳ではなく、自分達が千影を助けに行く前に、何らかの言葉か行動によって彼女の心を解放していたのだ。
　これまで、美兎達にそうしてきたのと同じように。
　その事を「良かった」と心の中で想いつつ、
「もう、駄目だよ千影さん……リスティさんは、まだそういうのにあんまり免めん疫えきがないんだからね？」
　やれやれと言った感じで窘たしなめる美兎に、
「そういう言い方をすると、自分は免疫があるみたいに聞こえるわよ、美兎……」
　と、葛葉が言った時だ。
「あ──」「おや……」
　リスティと千影が、同時に葛葉の変化に気が付き、眼を丸くした。
　そしてすぐに千影が動いた。
「ふーん、へえ～……」
「………………な、何よ」
　まるでおもちゃを見つけたかのように、悪戯っぽい笑みを浮かべながらやって来て。
　身構える葛葉に、千影は腰こしを落として眼線の高さを近づけながら、
「ひどいな葛葉……あたしより先に、美兎を名前で呼ぶなんて」
「別に……アンタだって、名前が良いなら呼んであげるわよ」
　と、頬を赤くしてそっぽを向きながら葛葉。
「千影……ほら、これで良いでしょ？」
　しかし、
「そんなおざなりなものじゃ、後回しにされたあたしの心の傷は癒いえないかな」
[image: 画像]
「……なら、どうしろっていうのよ」
　上うわ目め遣づかいで問う葛葉に、千影はしれっと、
「そうだね……千影お姉ちゃんって呼んで貰おうかな。とびきり可愛い声で」
「……解ったわ。良いからもうあっちに行って──バカゲ」
「おや反はん抗こう的てき」
　そう言って残念そうに苦笑すると、肩を竦すくめて立ち上がった。
　そして、
「さてリスティ、あたし達はまだ身体を洗っている途中だよ。バスルームに戻ろうか」
「えっ……ちょ、ちょっと千影？」
　困こん惑わくするリスティの肩をガシっと掴み、強ごう引いんに引き摺ずるようにしてリビングを出てゆく。
　だから美兎は、自分達が交かわした一連のやり取りに、
「……嬉うれしいな」
　そっと幸せそうに呟く。千影達たちに泊まりに来て貰って、本当に良かったと。
　まるで、自分達が結んだ新たな絆きずなを見ているかのようだった。
　少しだけ残念な事があるとしたら、それは今のこの場に暁月と遥がいない事だろう。
　遥を含めた自分達五人が、こんなにも仲良くなったのだと。
　暁月に、胸を張って見せたかった。
　だが、
「……大丈夫かしら、遥」
　ポツリと、葛葉が呟くのを美兎は聞いた。心配そうに、
「ケジメを付けて来るって言っていたけれど、生徒会のメンバーとは私達よりもずっと付き合いが長いわ。彼らに引き止められたりして、気持ちが揺らいだり、それこそ考え直したりしないでくれると良いのだけど──」
「──心配ないよ、葛葉」
　しかし、あっさりと美兎は言い切った。
　断言して良い。だってそうだろう。
　昨夜。これから自分達は、皆みんなで共に生きてゆくと約束した。
　あの時の遥の瞳にはもう──迷いや嘘うそはなかったのだから。
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　この日、誰よりも早く凰沢家を出た七瀬遥は、己の宣言通りの場所に居た。
　ＪＰＮバベル本校舎の最上階フロア──生徒会室だ。
　現在、室内に居るのは遥一人だけだった。
　時刻は昼過ぎ。遼りよ平うへいと美み奈な巳みは昼食に出掛けている。
　二人は一いつ緒しよにと誘さそってくれたが、遥はそれを断った。
　暁月達を守ると決意し、アレイザードから戻った時に決めた事をついに実行するためだ。
　役職と名前が記されているプレートが置かれた、自分のデスクで、
「──これで、終わり……ですわね」
　遥はパソコンのキーボードを操作し、シャットダウン。
　モニターがブラックアウトしたのを確認すると、静かに嘆息した。
　そして自分の机に置かれたものを見る。
　それはこの三日、生徒会の業務を行ないながら、遥が作業していたものの成果。
　自分の後を引ひき継ついだ者が必要とするであろう、資料や書類の一式だ。
　プリントアウトした書類をファイルにまとめ、ドキュメントデータをフラシュメモリーに入れて添てん付ぷ。バックアップもネットワークサーバーに保存した。
「では、後は……」
　遥はそう言って、左の胸にそっと手を置いた。
　制服の懐に入っているのは、一通の封ふう筒とうだ。
　そして──もうしばらくしたら、京きよ也うやがここへやって来る。
　ここ数日、何かで忙しくしているのかきちんと話をする機会がなかったのだが、昨日凰沢家へ行く前、たまたま廊ろう下かで会うタイミングがあった。その時に、京也の都合の良い時間で構わないからと、話をする約束を取り付けておいたのだ。
　遥は腕うでの時計で時刻を確認すると、椅い子すから立ち上がり、ゆっくりと室内を見渡した。
　見慣れた風景。
　それは、これまでずっと大切にしてきた七瀬遥の居場所だ。
「勝手ですわね……自分から辞やめる私が、寂さびしさを覚えるというのは」
　遥はそう言って、苦笑を浮かべる。
　高等部の生徒会副会長と、風紀委員長。
　それら二つの要職が、ＪＰＮバベルにおける七瀬遥の肩かた書がきだ。
　かつて──この世界の管理者であるコクーンの一員、京也から生徒会へと誘われた時。
　遥は即そく座ざに引き受けた。
　──異世界に召喚され、あちらで特殊な能力を得て帰き還かんした少年少女。
　彼らは、人類の新たな可能性として期待されながら、同時に会え得とくした力の強大さから危険視もされるという、難しい立場に追いやられる。
　本人が望むと望まざるとに拘かかわらず、強制的にだ。
　そうした異世界からの帰き還かん者しやを保護しているのが、Ｇ７各国に存在する特別自治区内にあるバベルである。
　だがバベルを統とう括かつしているコクーン達は、その年ねん齢れいに拘らず政治の舞ぶ台たいで活かつ躍やくしている。
　当然ながらバベルにおける彼らの身分は学生ではなく、最高責任者たる統括理事長等で。
　そして、彼らを支えて共にバベルの運営を行なうのは、いずれも大人達ばかりだ。
　──だが。そんな中で、このＪＰＮバベルの氷ひ神かみ京也だけが、学生としての身分を捨てる事なく、生徒会長として組織の運営を行なっていた。
　バベルの保護を必要としているのは、いずれも十代の少年少女ばかり。
　しかもある日突然異世界へ放ほうり出され、必死に生き抜きながら帰還する方法を探して。
　ようやく元の世界へ帰ってきたと思ったら、強制的に特別自治区へと送られる。
　その事が、まだ肉体的に成熟しておらず、精神的にも不安定な思春期の子供達の心に、どれだけの傷を与あたえるか。それは実際に異世界へ行き、戻もどってきた者しか解らない。
　だから、『せめてこれ以上、周囲の勝手な都合に振り回されて傷付く事がなくなるように、立場の近い学生や教職員がバベルの運営を行ないたい。君にはその手助けをして欲しいんだ』と京也が言った時、遥は自分へ差し出されたその手を迷う事なく取った。
　自分の力が、自分の頑がん張ばりが、少しでも同じ立場の仲間達の助けになるのなら。
　全ぜん身しん全ぜん霊れいを掛けて頑張ろうと思った。
　そう強く誓ちかった。
　だから風紀委員長も、自ら立候補して兼けん任にんしたのだ。
　自身の力に溺おぼれたり振り回されたり、逆に劣れつ等とう感かんから脱だつ落らくしてゆき、悲しい将来を辿る者をなるべく出さないように。学生間の争いを少しでも減らそうと、戦える風紀委員会を組織して自ら最前線に立ってきた。
　そうして走り続けてきた自分のこれまでに後こう悔かいはないし、その思いはこれからも変わる事はないだろう。
　このＪＰＮバベルで生徒会の一員として過ごせた事は、七瀬遥の誇りだ。
　だから──本音を言えば、今後も自分の力を他の学生を守るために使えたらとも思う。
　……でも。
　遥は眼を瞑つぶると、静かに首を振った。
　想う。今の自分にはもう、他にもっと守りたいものができてしまったと。
　新たな夢ができてしまったと。
　凰沢暁月。凰沢美兎。リスティ・シェルフィード。
　そして自分と同じく、暁月達を守ると決めた五泉千影と桐どう元もと葛葉。
　彼らと共に歩み、共に戦ってゆこうと決めたのだ。
　よって、もうこの場所には居られない。美兎やリスティの素すじ性ようを隠して守るというのは、バベルやコクーンの方針に逆らう行こう為いなのだから。
　何より、たとえ同じ道を歩む事はなくなっても、生徒会のメンバーも遥にとっては大切な仲間なのだ。傍そばに居て、彼らを裏切り続けるような卑ひき怯ような真ま似ねはしたくない。
　──バベルの要職に就ついている者は、その職を離れる際は機密が流出する事のないよう、知っている重要な情報について、魔ま法ほうで一部の記憶を封ふう鎖さされる。
　そしてその魔法は、一生解かれる事はない。
　だが、七瀬遥は構わない。
　生徒会に入る時にその覚かく悟ごは済ませたし、これで京也達を裏切ってしまう事もなくなる。
　だからこれはケジメ。
　胸を張って暁月達を守れる自分になるため、遥に必要なステップなのだ。
　──そして、ついにその時が訪おとずれた。
　静かな音を立てて、生徒会室の扉とびらが開けられて。
　ＪＰＮバベルの生徒会長にして、この世界を統すべるコクーンの一人。
　氷神京也がやって来た。
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「やあ、待たせてしまったかな？」
　こちらを見るなり、微びし笑ようを浮かべる京也に、
「いいえ会長、約束の時間通りですわ。私はやっておかなくてはならない仕事がありましたので、そちらを片付けていました」
　と、自分のデスクの隣に立ちながら遥。
「申し訳ありません……お忙いそがしい時にお時間をいただいて」
「構わないよ。大事な話という事だったからね」
　そう言うと、京也は部屋の入口から奥おくへと向かって歩を進め始めた。
　対する遥は、京也が自分の前を通り過ぎるのを待ってから、その後を追って歩き出す。
　そして京也は部屋の一番奥にある生徒会長の席に座ると、デスクを挟んで正面に立った遥を促うながした。
「──それで、話というのは？」
「はい……」
　遥は頷くと、懐から用意していた白い封筒を取り出す。
　そして、そっと机の上──京也の手の届く位置へと置いた。
　たった一語、「辞職願」と書かれた封筒を。すると京也は、突然の遥の申し出に対し、
「……改まって大事な話があるというから、もしやと思っていたけれど」
　予あらかじめこの可能性を想定していたのか、やはりという口調で封筒に視線を落とした。
　その中身を改める事なく、
「理由を訊きかせて貰って良いかな……？」
　視線を上げて問い掛かけてくる京也に、遥は眼を伏ふせながら、
「申し訳ありません……一身上の都合、としか」
「……残念だな」
　と、短く京也。そして、
「七瀬君がどれだけ優ゆう秀しゆうかは、僕ぼくが一番良く知っているつもりだよ。この大事な時期に、君を失うのは生徒会──いや、ＪＰＮバベルにとって大きな痛手になる。大おお袈げ裟さな表現ではなく、ね」
　そして、こちらに視線で問い掛けてくる。考え直す気はないのか、と。
　だから、
「すみません……。会長からそのように評価をいただけるのは非常に光栄なのですが」
　遥は首を振った。
「……そうか。決意は固いみたいだね」
「ええ──きちんと考えて、そして決めた事ですから」
　京也の視線を真っ向から受け止め、遥はキッパリと告げた。
　これが自分の決断だと。七瀬遥が歩むと決めた新たな道だと。
「………………………………」
　対する京也は、しばし沈ちん黙もくして、
「解った──君の意志を尊重しよう」
　やがて苦笑と共に、遥の辞表を手に取った。
「……という事は、君の机の上にあるファイルは引継ぎに必要な資料かな？」
「はい。赤色が副会長職のもの、青色が風紀委員長職のものですわ」
　と遥。
「かさ張ってしまい申し訳ないのですが、私の後任が副会長と風紀委員長を兼任するとは限りませんので……」
「助かるよ。最後まで優秀だね、君は……」
　と、苦笑しながら京也。そして立ち上がると、苦笑を微笑に変えて、
「今日まで支えてくれてありがとう……長い間ご苦労だったね」
　そっと手を差し出して来る。あの日、遥を生徒会へ誘った時と同じように。
　だから、
「こちらこそ……」
　遥はゆっくりとその手を取った。
　握あく手しゆを交わす。
「会長と共に働けて──光栄でした」
　そして別れの握手が終わると、
「さて、それではこの辞表は受理するが……申し訳ないけど、今すぐの処理はできない」
　と京也。
「君も知っての通り、現在は今夜行なわれる全システムの一いつ斉せい更こう新しんの準備が行なわれているからね。記き憶おく封ふう鎖さの手続きもあるし、正式には明日を以もつて解任という事になる」
「はい。それで構いません」
　頷き、引継ぎ用のファイルを取りに自分のデスクへ戻ろうと踵きびすを返した遥を、


「──ああ、そうだ。七瀬君」


　ふと、京也の声が呼び止めた。
「どうかされましたの、会長？」
　何事かと振り返る遥に、京也は苦笑しながら、
「辞表の正式な受理が明日になるから、という訳ではないんだけど……ちょっと君にお願いしたい事があってね。最後まで頼るような真似をして申し訳ないが」
「構いませんわ。もしかして、システム更新の準備作業の最終確認ですの？」
　遼平や美奈巳と共に午前中に行なっていた作業だ。
　それならば、引き続き行なうのは別に構わない。
　始めからそのつもりだったからだ。夜までに全すべての確認を終わらせれば、今年度の作業は一通り終了する。生徒会役員の仕事としても区切りが良いだろう。
　ところが、
「いや……午後の作業は遼平と哀あい原はら君に任せてくれれば良い」
　と京也。
「君には別の事を頼たのみたいんだ──今日はこの後、時間はあるかい？」
「？　ええ……大だい丈じよ夫うぶですわ。どうぞ、私に出来る事であれば申し付けて下さい」
　向き直った遥に対し、
「助かるよ。それじゃあ──」
　京也は笑みを浮かべながら。
　遥に頼みたいという、最後の『仕事』を口にした。
[image: 画像]
第三章《それでも前だけを向いて》




１


　久く保ぼ田た灰かい人との実験室で、鍛錬プログラムが起動してから数時間が経過していた。
　しかし、暁あか月つきとプログラム剛ごう毅きの戦いは終わらない。
　最初こそパワーやタフさで上回る剛毅に押されはしたが、移動や反応の速度はどうにか付いていけるレベルで。それが解れば、有効な戦せん闘とう方法を導き出す事ができた。
　完全に互角とまではいかないが、それでも暁月は一歩も引かずに渡り合ってゆく。
「おおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉォっ！」
　気合の咆ほう哮こうと共に無数の巨大な氣弾だんを生み出した暁月は、その全てを一いつ斉せいに剛毅へと解き放った。あらゆる方向から異なる軌道で迫る氣弾に対し、
「──────」
　剛毅は的確に両の拳でカウンターを入れてゆく。
　その拳圧は空気の圧縮弾となり、暁月の氣弾を迎げい撃げき。
　だが、弾き散らされた氣弾は閃せん光こうの目め眩くらましとなり、
「貰うぜ一発！」
　閃光のカーテンから飛び出すように、暁月は剛毅との距離を詰つめ、右の拳を繰くり出した。
　入る。
　バキィ！　という音と共に衝撃が拳に返る。
　手て応ごたえ有り。しかし、
「──っと」
　暁月は即座に首を横に振ふった。
　そのすぐ隣を、ヴゥンという音と共に剛毅の拳が突き抜ぬける。
　撃うち抜かれた大気が鳴る音を聞き、かすめた衝撃によって頬に焼けたような痛みを感じながら、暁月は空いた剛毅の脇わき腹ばらへ両の拳を連続で叩たたき込んだ。
　高速の六連打。全てがヒットする。
　だが、最後に繰り出した左の拳を引こうとして──その腕を掴つかまれた。
　そう思った時には、
「がは……っ！」
　既に床へ叩き付けられていた。
　受身が間に合わず、全身に衝撃と激痛が走る。
　だが苦しんでいる余よ裕ゆうはない。
　暁月は即座に首と肩のバネと、腕の力で回転しながら跳はね起きるように後方へ飛ぶと、辛かろうじて剛毅が放った、踏ふみ付けるような下段蹴りの回避に成功。
　一いつ旦たん間合いを取りながら、
「クソっ……これじゃキリがねえ」
　暁月は吐はき捨てるように呟く。
　既に戦い始めてかなり時間が経たっている。
　手を抜く事は勿もち論ろん、一いつ瞬しゆんたりとも気を抜けない相手との戦闘だ。
　肉体的にも精神的にも、かなりの疲ひ労ろうが溜たまってきている。
　対する向こうはプログラムだ。つまり動きが鈍らない。
　加えて、こちらの攻撃はかなり当たっているのだが、剛毅がダメージを受けているようには思えなかった。
　これまでの相手には通用した拳と蹴り。だが、
　……親父には軽いって訳かよ。
　暁月は己の拳を固く握にぎりながら思う。上等だと。
「──それなら、効くまでひたすら当て続けるまでだ」
　暁月はハッと笑うと、再び剛毅へと向かって駆け出した。
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　変則のフットワークに、急激なストップ＆ゴー。
　両方を織り交ぜた短い距離の高速移動は、暁月の残像を作り出す。
　そのスピードに乗って繰り出すのは連続攻撃だ。
「うおおおおおおおおおおっ！」
　リーチはほぼ同じ。
　互いの攻撃が届く間合いで、暁月と剛毅は高速で拳と蹴りの応おう酬しゆうを行なう。
　──もしこれがゲームならば、戦闘アルゴリズムを分ぶん析せきして攻こう略りや法くほうを見み出いだせるだろう。
　だがプログラムとはいえ、剛毅の動きはパターン化されていなかった。
　さらに剣けん士しには剣士の、拳けん闘とう士しには拳闘士の、魔ま法ほう使つかいには魔法使いに共通する動きがあるのだが、剛毅にはそれがなかった。
　決まった型を持たない、変へん幻げん自じ在ざいの戦闘スタイル。
　それは奇くしくも、暁月と同じ戦い方だ。
　当てるべき自分の攻撃と、防ぐべき相手の攻撃。
　次の攻撃のために必要な移動と、ダメージを負わないために必要な回避。
　主観的な意識は、そうした連続の判断を刹せつ那なに行ない、最善の選せん択たくに集中。
　しかし同時に、客観的な意識で暁月は別の事を想っていた。
　自分よりも明らかに強い存在──そんな相手と戦い、渡り合う。
　避よけられなかった攻撃が避けられるようになり。
　防げなかった攻撃に耐たえられるようになり。
　当てられなかった攻撃も当てられるようになってきている。
　徐々に思考と感覚が研とぎ澄すまされ。
　代わりに余計な動作がなくなってゆき。
　繰り出す攻撃は、必然にも近いシンプルなものへと昇しよ華うかされてゆく。
　間違いない。
　自分は今、少しずつではあるが──強くなっていっている。
　己の全てを賭としてもなお上の相手と戦うには、今の自分を超こえるしかない。
　攻撃のための防御と、防御のための攻撃。
　全身を利用した、新たな連撃の繋つなげ方かた。
　相手の思考を誘ゆう導どうするフェイントと、相手の視線を誘導するフェイントと、相手の反射を誘うフェイントの違いに、それぞれの組み合わせのバリエーション。
　自分の中にあるものを再確認し、それを理解する事で新しい戦い方を生み出してゆく。
　そうして冷静になってゆく思考の中で、
　……どうしてだ。
　しかし暁月は、確かな苛いら立だちの感情を覚えていた。
　若い頃のプログラムとはいえ、眼の前の剛毅は強い。
　そして今は、もっと強くなっているに違いない。
　現段階では、間違いなく暁月よりも向こうの方が実力は上だろう。
　恐らくそれは、兄の朔さく夜やも同じ。あの二人には絶対に負けたくないという想いがあるが、感情で実力差を認められない程、暁月は子供ではなかった。
　それに、勝負とは必ずしも強い者が勝つとは限らない。
　自分よりも強い者を相手に、それでも負ける事も逃げる事も許されない戦いは存在する。
　何より。自分よりも弱い相手としか戦わないなんて、そんなものは逃げと同じだ。
　世界最強のテロリスト集団『朱あけの黄たそ昏がれ』の創設者。
　世界を管理する『コクーン』の実動メンバーのトップ。
　あの二人が相手では、暁月の立場は挑戦者にならざるを得ないだろう。
　しかし、それで構わない。勝機なんてものは、戦いの中で見出せば良いのだから。
　だがそれでも、
　……どうしてだ。
　凰おう沢さわ暁月は、湧わき上がる感情を抑おさえられない。
　これだけの強さがあって何故──眼の前の男は、美み兎うを助けなかったのだろうかと。
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　凰沢美兎。
　異世界アレイザードから暁月が連れて来た、魔王の娘むすめミュウではなく。
　その名の元である存在──暁月の実じつ妹まいである凰沢美兎。
　確かに彼女の運命は、戦闘能力の強さでどうにかできるようなものではなかった。
　しかし、それでも何か出来た筈だろう。
　せめて傍に居てやっていたなら、少なくとも彼女の心の支えにはなれた筈だ。
　何より。彼女を助けるために暴走しようとしていた朔夜を、剛毅なら止める事ができたかもしれない。
　──当時、暁月はまだ異世界へ召喚されておらず、何の力も持っていなかった。
　対する朔夜はコクーンにこそなってはいなかったものの、既に世界最強と言っても差し支つかえない強さを誇っていて。
　そんな朔夜を止められたのは、同じく世界最強の剛毅しかいなかったのだ。
　だが、剛毅は最後まで家に帰ってこないままで。
　結局──暁月の制止を振り切って、彼女を助けるために暴走寸前まで行っていた朔夜を止めたのは、美兎自身だった。
　暁月と朔夜の眼の前で──自ら命を絶つ事で。
　もうこれ以上、自分の事で兄達たちが争あらそう事はないようにと。
　最後に、「この世界は間違っている……」という言葉を残して。
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　その後、さらなる力を求めた朔夜はコクーンに選ばれ世界の管理者となり。
　対する剛毅は、今も家に帰って来ないままでいる。
　だから、
「どうしてだ……アンタはどうして！」
　ギリっと歯をきつく噛かみ締しめて、暁月は眼の前の剛毅の襟えりを掴み上げた。
　それは戦闘に不要な動作──否、己よりも強い相手に対しては隙すきにしかならない愚ぐ行こうだ。
　そんな暇があるならば、一発でも多くの攻撃を当てなければいけないというのに。
　何より、眼の前の父は本人ではなくプログラムなのに。
　それでも凰沢暁月は、問い掛けずにはいられない。
　あの時も、そして今も。何故、剛毅はここに居ないのかと。
　──しかし、そんな暁月の想いはプログラムには届かない。
　暁月の鳩尾みぞおちに、剛毅の硬い拳がめり込んだ。
「ぐ、は──…っ」
　衝しよ撃うげきが腹から背中へと抜けていった。
　暁月は苦く悶もんの声と共に、剛毅の襟から手を放す。
　だが剛毅の攻撃はそこで終わらなかった。
　互ご角かくに近い戦いを繰り広げていた暁月を、最早しっかりと敵と認めていたプログラムは、追つい撃げきを選択。右の上段蹴りで暁月を壁まで吹ふっ飛ばすと、一気にラッシュを開始した。
「～～～～～～っ」
　鳩尾への一いち撃げきが効いている暁月は、身動きはおろか声すら上げられず、一方的に剛毅の攻撃を受け続ける事しかできない。
　そして。
　剛毅の拳と蹴りの弾だん幕まくによって、とうとう暁月は壁に磔はりつけにされて。
　最後に──剛毅が繰り出した全力の右の拳が、暁月の額へと叩き込まれた。
　壁を通して轟ごう音おんと衝撃が伝わり、実験室全体を震わせた後、
「────────」
「……………………」
　剛毅はくるりと背中を向けて歩き出し。
　そして、暁月は崩れるように床に倒たおれこんだ。
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　千ち影かげと葛くず葉はがそれぞれの家へ帰宅してから、しばらく経った頃。
　凰沢美兎は、リスティと共に再び来客を迎むかえていた。
　やって来たのは一人の少女。美兎達たちの仲間になってくれた七なな瀬せは遥るかだ。
　しかし、改めて凰沢家を訪れた遥は、浮かない顔をしていて。
　取とり敢あえず立ち話も何なので、まずはリビングへ通して何があったのか話を聞いた。
　そして、
「生徒会長さんが、ボクを……？」
　遥から事情を聞かされた美兎は、思わず戸と惑まどいの声を上げていた。
　美兎とリスティに挟まれるようにしてソファに座っている遥が、苦い表情で、
「ええ……聞きたい事があるので、これからＪＰＮバベルへ来て欲しいそうですわ」
「その人、確かコクーンというこの世界の管理者の一人なのよね？」
　と、表情を真しん剣けんなものにしてリスティ。
「まさか──美兎ちゃんの素性に気付かれた？」
「……………………」
　リスティの言葉に、美兎は黙だまり込んだ。
　確かに、その可能性はゼロではないだろう。
　春休みに入ってすぐ、美兎達はアレイザードへ行き、向こうで一ヶ月程ほどを過ごしてきた。
　人と魔族の戦争を止めるために。
　そして何とか和平をまとめて、この世界へと帰ってきたのである。
　だが、美兎達がアレイザードへ赴おもむく発ほつ端たんとなったのは、あちらの世界から差し向けられた追手──フィル・バーネットの存在だ。
　彼が、ランキング戦が行なわれていたＪＰＮバベルへと侵しん入にゆうし、職員を脅おどして肉体ダメージを精神ダメージへと転化する特殊結界のシステムを破は壊かい。その後、美兎を狙ねらって襲おそい掛かって来たフィルを、一度は暁月が撃げき退たいしたものの、アレイザードの邪竜ザッハークと契けい約やくを交わしていたフィルは巨大なドラゴンへと変化。現在は戦闘訓練のために使用されている旧市街地へと戦場を移し、千影や葛葉、遥ら生徒会のメンバーを巻き込んだ大戦闘を繰り広げる事になったのである。
　最終的には、毒攻撃により一時的に戦線から離り脱だつしていた暁月が、美兎達の窮きゆ地うちに駆け付け、壮そう絶ぜつな一いつ騎き打うちの末にフィル＝ザッハークを倒した事で、どうにか事態は収しゆう拾しゆうした。
　──アレイザードへ行っていた美兎達にとって、それは一月以上も前も出来事である。
　だが異世界へ行っている間、この世界では時間は経過しない。
　よってこちらの世界では、ランキング戦があったのはまだ一週間ほど前でしかなくて。
　そしてあの混乱の最中、フィル・バーネットが美兎を狙っていた事は既にＪＰＮバベル側には知られてしまっているのだ。
　あの後すぐ、事件の調査委員会から事情聴ちよ取うしゆを受け、暁月と共に無難な言い訳をしておいたのだが、もしかしたら京きよ也うやが何かを掴んだ可能性は考えられる。
　無論──ＪＰＮバベルを統括するコクーンとして、改めてこちらに話を聞こうとしているだけなのかもしれないが。
　……どっちなんだろう、会長さんの目的は。
　美兎は判断を迷わせる。
　後者であれば問題はない。調査委員会からの事情聴取の際にした言い訳を、京也の前で繰り返せばそれで済むのだから。
　だが──もし京也が美兎の素性に気が付いていたとしたら。
　異世界の存在である自分は、下手をすれば捕とらえられてしまう可能性は充じゆ分うぶんにある。
　かといって、単に事情聴取がしたいだけかもしれないのに、過か敏びんに反応して呼び出しに応じないような真似をしてしまったら、返って怪あやしまれてしまうだろう。
「遥さん──生徒会長さんは、ボクを呼び出す事について何か言ってなかった？」
「いえ……私からも、どうしてなのか理由を訊たずねたのですけれど」
　美兎の問い掛けに、遥は申し訳なさそうに、
「生徒会を辞める私には、この件について知る権利はないと……とにかく、美兎を連れてくるようにとしか。……ごめんなさい、役に立てなくて」
「ううん、そんな事ない……」
　謝あやまらないで、と美兎、
「遥さんが居てくれたから、今こうしてどうするべきか話ができるんだから」
「ええ、そうよ遥……」
　と、リスティは頷いて。そっと遥の肩かたに手を置いた。
「これでもし、遥以外の誰だれかがいきなりこの家にやって来ていたら、それこそ問答無用で連れて行かれていたかもしれない。下手をすれば私の存在まで知られていた可能性だってあるわ。貴女あなたがいるから、まだ最悪の事態は避けられているのよ」
「ええ……」
　そう言って頷きながらも、遥の表情は晴れない。
　何故ならば、
「でも表には、私をここまで車で運んだ者達がいますのよ。彼らは会長の息が掛かっている職員です。いつまでも、こうしてここには居られませんわ」
「そうだね……」
　美兎は頷いた。
　そう。京也が寄よ越こしたのは遥だけではない。念を入れて、他の職員も送り込んできていたのだ。本来ならば彼らも凰沢家の敷しき居いを跨またごうとしていたのだが、何とか遥が押おし止とどめ、現在は表で待機させている。だがそれも、そう猶ゆう予よはないだろう。
「………………」
　美兎は携けい帯たい電話を取り出し、暁月の番号をコールした。
　だが通じない。返ってくるのは「電波が届かない場所にあるか、電源が入っていないため掛からない」という、機械的なアナウンスだけだ。
「……やっぱり駄目？」
「うん……」
　リスティの問い掛けに、美兎は短く頷く。
　既に数回電話をしているのだが、タイミングが悪いのか暁月には繋がらなかった。
「……私も何度か掛けてみたのですが、凰沢暁月には連れん絡らくがつきませんでした」
「ボク達で考えて、何とかするしかないって事だね……」
　以前。アレイザードでも美兎は、同じような状じよう況きように立たされた。
　ゴルドノ大渓谷での決戦の際、レオンとの戦闘で暁月が重傷を負って一時的に敗走した後、族長ウルムの概がい念ねん結界が張られ、安全地帯だったフォレストニウムから美兎を誘おびき出すために、ディスディアとレオンが脅しを仕し掛かけてきたのだ。
　あの時は、彷徨さまよいの森を焼やき払はらうという卑怯な脅しに美兎が屈くつした結果、美兎はディスディア側の人ひと質じちになってしまった。転送シールという保険を掛けていた暁月は、それすら物ともせずに逆転してみせたが、
　……もう、あの人には迷めい惑わくを掛けたくない。
　これからは自分達が、暁月を支えていくと決めたのだ。だから、
「ねえ、遥さん……」
　凰沢美兎は、静かな口調で問い掛ける。
　自分達の決断に関かかわる、重要な問題を。
「遥さんの目から見て──あの人は今、生徒会長さんに勝てると思いますか？」
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　暁月とコクーンの間には何らかの因いん縁ねんがある。
　それは、暁月が京也に対して挑ちよ発うはつを繰り返していた事からも明らかだ。
　よって暁月にとって、氷ひ神かみ京也はいずれは倒さなくてはならない相手。
　──だが、コクーンはこの世界の管理者だ。
　ランキング戦など、バベルが認めた公式の戦闘で勝負するならともかく、表立って反逆すれば極きよつ刑けいも有り得る。暁月もその事は、重々承知しているだろう。
　だからこそ、これまで挑発はしても、自分から戦闘を仕掛けるような真似はしてこなかったに違いない。だが、恐らくそれは自らの命を惜おしんだからではない。
　……多分あの人は……。
　美兎は心の中で思う。
　暁月は、自分を巻き込まないために軽けい率そつな行動を控ひかえてくれていたのだろうと。
　それはきっと、自うぬ惚ぼれではない筈だ。
　アレイザードの魔王ガリウスが、勇者である暁月を信じ、死の間ま際ぎわに託たくした娘。
　それが美兎だ。
　そしてはぐれ勇者、凰沢暁月は一度した約束は必ず守る。
　現に暁月は、これまで何度となく美兎を助けてくれてきた。
　暴走した訓練プログラムからも。フィル・バーネットやザッハークからも。
　そして。
　魔族への復ふく讐しゆうに優やさしい心を狂くるわせた、暁月の親友──勇者レオン・エスペリオからも。
　──無論、それは美兎だけに限った事ではない。
　リスティや遥、千影や葛葉が危機に陥おちいれば、暁月は守ろうとするだろう。
　暁月に大切に思われている。その事実はとても嬉しいが、だからこそ問題なのだ。
　もし自分達が京也によって害されたら、暁月は間違いなく京也と敵対してしまう。
　もしそうなれば、最も早はや誰だれにも暁月を止める事はできないだろう。
　元々何かの因縁があるのか、暁月はコクーンに対して余り冷静ではいられないのだから。
　……選せん択たく肢しは二つ。
　京也の要よう請せいに従い、ＪＰＮバベルへ赴くか。
　京也の要請を断り、この場に留とどまり暁月が帰るまでの時間を稼かせぐか。
　そのどちらかを選ばなくてはいけないのだ。
　暁月だけでも、自分達だけでもない。
　全員にとって、今──最善の選択を。
　だからこそ、考える必要があるのだ。暁月と京也が戦ったら、一体どうなるのかを。
　このままここに留まって時間を稼ぐという事は、下手をすれば暁月と京也との戦せん端たんを開く事に繋がるかもしれないのだから。
「────────」
　入学検査で京也が生み出した氷柱の凄さを、美兎ははっきりと覚えている。
　特に精神を集中させる様子もなく、一瞬で生み出した超ちよ巨うき大よだいな氷柱。
　それは、暁月の拳でもヒビ一つ入る事はなかった。
　勿論、あの時の暁月が本気だったとは限らない。
　だがそれは京也も同じ。彼もまた、本気だったとは限らないのだ。
　美兎は暁月の強さを信じているし、暁月が勝つと信じている。
　今の暁月は、父ガリウスと戦った時よりも確実に強い。あれから幾いく度どかの戦いを経てゆく中で、暁月は間違いなくその強さを増していっているからだ。
　だから、暁月が負ける筈はないと思う。
　──しかし、それは美兎の私情が入った希望である。
　自分が勝つと信じているから、戦わせても構わないなどという結論は有り得ない。
　暁月が、レオンの凶きよ刃うじんに倒れた時。美兎は心が張り裂さけるかと思った。
　本当におかしくなってしまいそうだった。
　……あんな想おもいはもう、二度と御ご免めんだから……。
　見み極きわめなくてはならない。あらゆる感情を排はいして。
　凰沢暁月は今、世界最強のコクーンの一人である氷神京也に勝てるのかどうかを。


７


「……………………」
　美兎から真剣な問い掛けを受けた遥は、しばし黙もつ考こうした。
　凰沢暁月と氷神京也。
　自分の知る二人の青年──彼らの内、一体どちらが強いのかを。
　まず暁月については、判断材料には事欠かない。
　久保田の所で見た、音速を超こえたスレイプニルの操縦。
　ザッハークとの一騎打ちに、アレイザードでの一連の戦闘など。
　いずれも凄すさまじいまでの戦闘能力を、暁月は見せ付けていた。
　また遥自身も、実際に戦った事がある。
　生徒会室で出で逢あってすぐに行なった攻こう防ぼうや、ランキング戦の夜の対決がそれだ。
　魔法こそ使えないが、最早その強さは疑いようがない。
　体術だけでなく、剣けん術じゆつのレベルも非常に高いものを持っている。
　──では、一方の京也はどうか？
　生徒会メンバーだけでの戦闘訓練や、過去のランキング戦で京也が戦っているところは何度か眼めにしている。流石にコクーンの京也が本気を出す事はないが、
　……それでも、その力は圧あつ倒とう的てきでしたわ。
　これまでに見た京也の強さの片へん鱗りん──そこから彼が持つ本当の力を推測して。
　暁月と京也の戦いをシミュレート。多少条件が異なる以上、一いち概がいには比べられないが、
「戦いの勝ち負けは、場所やタイミングなど様々な要因によって決まるものですわ。私自身、これまで凰沢暁月を見てきて、最後に彼が立っていない姿は考えられませんが──」
　と、遥は前置きをしてから。
　告げる。
「──それでも強さだけを比べたならば、氷神会長の方が上でしょうね」
「…………………………」
「…………………………」
　遥の答えに、美兎とリスティは僅かに俯うつむいて黙り込んだ。
　美兎が言葉にした問い掛けは「暁月が京也に勝てるかどうか」だったが、自分の答えは間違っていないだろうと遥は思う。
　恐らく美兎が聞きたかったのは、感情を排した上での、純じゆ粋んすいな強さの比較の筈だ。
　すると、遥の隣となりで黙っていた美兎が、ゆっくりと顔を上げた。
　そしてこちらを見み据すえて、
「解った……行こう、遥さん──生徒会長さんの所に」
「──美兎ちゃんっ!?」
　美兎が下した決断に、遥を挟んで逆隣に座っていたリスティが大声を出した。
　ソファから立ち上がり、
「………………っ」
　しかし何も言えない。リスティもまた理解しているからだ。
　京也の狙いは解らない。単にランキング戦の時の事情を聞きたいだけかもしれない。
　だから、その場合は美兎が行きさえすれば何の問題もないのだ。
　しかし、ここで京也からの要請に従わなければ、無む駄だに怪しまれるだけだ。そうなればこちらの事情を探さぐられ、下手をすれば暁月と京也との戦いが不ふ可か避ひなものになってしまう。
　しかもその場合、行なわれるのは、公式の試合などではない。
　命を懸かけた死し闘とうだ。最悪、負けた方は命を失う。
　そして──そうなるのが、暁月ではない保証はないのだ。
　だから、答えは一つしかない。美兎はゆっくりと立ち上がると、微笑を浮かべながら、
「リスティさんはこのまま家に隠れていて。ボクかあの人が戻って来るまでは、絶対に外に出ちゃ駄だ目め。念のため、窓の近くにも近寄らないで」
「っ……」
　リスティがきつく唇くちびるを噛み締めるのを、遥は見た。
　先にこちらの世界へ来ていた美兎が、この世界で居場所を確立し始めているのに対し。
　リスティはまだ、それができていない。
　無論、リスティの存在をどう説明するかについては、既に暁月と遥とで相談してあり、本人だけでなく美兎や千影、葛葉達たちにも説明は終わっている。
　……ですが、会長が美兎を呼んだ理由が解っていない現状、リスティの存在が知られてしまうのは絶対に避けなくてはなりませんものね。
　遥は思う。リスティは今、心の底から歯がゆい想いをしているだろうと。
　──アレイザードからこの世界へ渡わたった時、発生した筈の次元シフトの兆候が、ＪＰＮバベルの『黙アポ示カリ録プス』の探査に引っ掛からなかった。
　つまりリスティの方が、異世界から来た存在として美兎よりも特異性が高いとも言える。
　よって京也の目的が解らず、しかも暁月とは別行動になってしまっている今は、絶対に表に出るべきではない。行動としてだけではなく──その存在そのものも。
　そして。
　ここで遥達たちが時間稼ぎをしていて、もしも外で待機している職員達がしびれを切らして、家の中へ踏み込んできたら。最悪、リスティの存在まで知られてしまうかもしれない。
　その結果、暁月も非常に厳しい立場に追いやられる事になる。
　今の状況では、リスティを守るためにも、そして暁月を守るためにも動くしかないのだ。
「…………………………」
　無言で表情を苦いものにする遥に、
「ちょっと待っててね、すぐに着き替がえてくるから。前からある制服じゃなくて……昨日の夜に遥さんがくれた新しい方に」
　と美兎。
「万が一の時は──動けるようにしておいた方が良いと思うから」
　あれならば、いざという時には自分の意思で戦闘衣服へと切り替えられる。
　もしもの場合、戦うにせよ逃にげるにせよ、助かる可能性は少しでも高くなるだろう。
　そして、美兎はリビングを出て行った。
　残された遥とリスティは、ただ沈黙する事しかできない。
　だが、
「────っ」
　それでも遥は、美兎の後を追いかけた。
　そして、階段を上ろうとしていた美兎の背中に呼びかける。
「待って……その前に、聞かせて欲しい事がありますわ」
　そして、こちらを振り返った美兎に、
「──どうして、そんな簡単に私の言う事が信じられるんですの？」
　それは、ずっと自分の中に存在していた、わだかまりのような疑問。
　心のどこかで不安に感じていた美兎達との距きよ離り。
　問う。
「私は氷神会長と同じ、生徒会の人間ですのよ……。不安を感じている貴女に、凰沢暁月の方が不利と言って、会長のところへ行くしかないと貴女の思考を誘導したかもしれない……そうは思いませんの？」
　遥の言葉に、美兎は一瞬だけキョトンとすると、すぐに優しい苦くし笑ようを浮かべた。
「もしそうなら、自分からそんな事は言わないと思うな……」
「……わざとリスクを伝える事で、信用を得ようとしているとしたら？」
「それこそ言う必要がないよね。ボクを不安にさせるだけだもの」
「…………………………」
　穏おだやかな顔で言う美兎に、それでも遥は表情を曇くもらせ続ける。
　理解できなかった。どうして美兎が、こんなにも自分を信用してくれるのか。
　すると、
「優しいね、遥さんは……」
　そう言って、ゆっくりと美兎が歩み寄ってくる。
　そして眼の前に立つと、こちらの頬にそっと触ふれた。
「良い機会だから、ちゃんと言葉にして言っておくね──」
　視線を合わせた遥の瞳ひとみを、美兎の瞳が真まっ直すぐに見据えて、
「七瀬遥さん──ボクは貴女を知っています」
　はっきりとした口調で告げる。
「貴女は誰よりも自分の信じた正義を大切にし、そして守り抜く人です。巻き込まれる形で行ったアレイザードで、それでもボク達を信じて最後まで戦ってくれた人です。そして、こちらの世界にようやくできたボクの居場所を守るために、出来得る限りの事をしてくれて──今この時も、自分の事よりもボクやリスティさんの事を考え、心配してくれています。そんな貴女を疑う理由なんて、どこにもありません。だから、どうか覚えておいて下さい……どうか忘れないで下さい」
　一息。


「ボク達は貴女を信じます──これからも、何があろうと絶対に」


　そして、ゆっくりと抱きしめられた。
　優しくて柔らかな温ぬくもりで教えるように。
　紡つむいだ言葉の意味と想いを、どうか遥に知って欲しいと。
　信じているからと。
　そんな美兎の気持ちをいっぱいに感じた遥は、
「……………………っ」
　僅かに身を震ふるわせた。
　泣いてしまいそうだった。
　そして心の底から想う──自分の信じた正義は、新たに歩む事を決めた道は。
　やはり間違ってはいなかったのだと。
　だから、遥が言うべき事は決まっていた。
　今の遥が口にすべき言葉は、美兎を不安にさせる事ではない。
　彼かの女じよの信しん頼らいに応こたえる──それだけで良い。
　美兎を抱きしめ返し、正面の虚空に何かを見据えるようにして。
　七瀬遥は宣言する。
「ならば、私は貴女を守りますわ──」
　強く。
「──たとえ何があろうとも」
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　そして。
　それから数分後──遥は美兎と共に凰沢家の玄げん関かんから外へ出た。
　敷しき地ちから外へ出ると、道路にはバベルから遥を乗せてきた黒くろ塗ぬりの車が停とまっていて。
　遥達の姿を確かく認にんすると、前の運転席と助手席から二人の男が外に出てきた。
　京也が遣つかわしたＪＰＮバベルのスタッフ達だ。
「お待ちしてました……どうぞこちらへ」
　そう言って、後部座席のドアを開けるスタッフに、
「いいえ。帰りはその車ではなく、モノレールを使用して戻りますわ」
　キッパリとした口調で遥。
「貴方あなた達たちは先にお戻りなさい。凰沢美兎さんは、私が連れて参りますので」
　狭せまい車内は身動きの取りづらい密室空間だ。
　もし既に美兎の正体が知られていて、無むし臭ゆうで即そつ効こう性せいの睡すい眠みんガスなどを使われでもしたら、その時点で全てが終わってしまう。
「ですが──」
「──何か問題でも？」
　反論しようとするスタッフの言葉を、遥は遮さえぎるようにして、
「氷神会長は、私に凰沢美兎さんを連れて来るように命じられました。でも、頼まれたのは会長の下へ連れて行く事だけで、交通手段までは限定されませんでしたわよ」
　そう言い切ると、
「さ、行きましょう」
「うん……」
　こちらの呼び掛けに頷く美兎と手を繋ぐと、モノレールの駅へ向かって歩き始める。
　すると背後から、
「……少々お待ち下さい。今、氷神会長に確認を取りますので」
　スタッフの一人が携帯電話を取り出した。
　コールしようとして、
「繋がらない……電波は届いているのに……？」
「あら、故障ですの？　電話が通じないのであれば、確認しようがありませんわね……整備や管理を怠おこたった貴方達の不ふ手て際ぎわですわ。時間が勿もつ体たいないので、私達は行きますわよ」
　遥はしれっと言い放ち、スタッフ達を置いて歩き出した。
　……何度でも試ためしてみれば良いですわ。
　今の遥は、風系の特とく殊しゆな雷かみな魔りま法ほうで、己を中心に特殊な電磁波を放出している。
　半径一㎞程度を覆おおうジャミングだ。あらゆる電波通信は阻そ害がいされる。
　後を付いてくればいつまでも電話は通じず、その場に留まればこちらの姿を見失う。
　どちらでも好きな方を選べば良い。
　自分は美兎を守ると決めたのだ。
　その覚悟を──誰にも邪じや魔まなどさせやしない。
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　プログラム剛毅の連続攻こう撃げきをまともに喰くらった暁月は、必死にダメージと戦っていた。
　だが、
　……く……そ……っ。
　前のめりに倒れ伏ふした状態の暁月は、自分の意識が遠のいてゆくのを感じる。
　──このまま意識を手放せば、恐おそらくその時点で鍛たん錬れんプログラムは終しゆう了りようとなるだろう。
　これ以上の無理は危険だ。意地を捨て、負けを認めればこの場の決着も付く。
　それに自分が戦った剛毅は、あくまで鍛錬用のプログラムだ。
　本物じゃない。
　それでも剣けんや拳こぶしを交える事で、間違いなく自分は強くなっていっていた。
　鍛錬プログラムとしての効果は、確かにあったのだ。
　何度か戦っていけば、いつかきっと勝てる時が来るだろう。
「………………なんて、思うかよ」
　しかし、凰沢暁月は口元に笑えみを浮かべるとゆっくりと立ち上がった。
　視界が霞かすみ、ふらつく身体には上う手まく力が入らない。
　ダメージを負った全身が、悲鳴を上げていた。
　だが。凰沢暁月は、それでも己の意地を捨てない。
　未来の自分に期待して、今の無力さから眼を逸そらしてどうする。
　それでは妹を失ったあの時と同じではないか。
　思い出せ。あれから自分が何を失い、何を得たのかを。
　召喚されたアレイザードで同じようにレオンを失い。
　それでも絶望の果てに、自分は得られた力があった。
　自分が錬環勁氣功を会得したのは、もう二度と悲劇を繰り返したくなかったからだ。
　それなのに、ここで負けを認めてしまっては何の意味もないではないか。
　すると、
「────────」
　暁月が立ち上がった事に気が付いたプログラム剛毅が、こちらへと踵を返した。
「良いぜ……来いよ」
　暁月はニッと笑う。
　自分は父に負ける訳にはいかない。本物だろうと、過去のデータを元にしたプログラムだろうと。ならば勝つしかないのだ。
　たった今──ここで勝つ。
　……だが、身体が動かねえと流石さすがに話にならねえか。
　重いダメージを受けたせいで、脳の信号が全身に上手く行き届かない。
　ならばどうするか。
　その解決策として、暁月は初めての選択を試す。
　己の体内で氣を練り上げる事で、暁月は自らの身体能力を上げられる。そして練り上げられた氣を身体の一部に集中すれば、その部分がさらに飛ひ躍やく的てきに強化が可能となる。
　だから、
「理論上は、不可能じゃねえぜ……」
　と、言って。
　凰沢暁月は──錬環勁氣功を、自らの『脳』に使用した。
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　その時。
　久保田が見ていたモニターの画面から、暁月の姿が消え去った。
「──む」
　何事かと久保田が眉まゆを顰ひそめた瞬しゆ間んかん。
　同じように暁月の姿を見失っていた画面の中のプログラム剛毅が、突とつ如じよ吹ふっ飛ばされた。
　宙で体勢を立て直し、床ゆかを滑すべるようにして着地すると、
『──────』
　剛毅は即座に日本刀を具現化。
　目まぐるしく周囲に視線を巡めぐらせると、弾はじかれたように何もない空間へ向かって斬きり掛かり──その瞬間、日本刀が刃やいばの途とち中ゆうから折れ飛んだ。
「これは……」
　誰の仕し業わざかなど考えるまでもなかった。
　あの場所に居る者など、一人しかないのだ。
　だが、暁月の姿は見えない。
　画面上では、武器を失ったプログラム剛毅が一方的に攻撃を受けている。
　前後左右に上下、あらゆる角度から受ける衝撃に剛毅は対応できていなかった。
　恐らく速いだけでなく、一発一発の攻撃がそれまでとは比べ物にならないほど重いのだ。
　そんな攻撃が、まるでマシンガンのような速度で剛毅の全身を撃ち抜いてゆく。
　──すると、ふと久保田のホログラム画面に警報が表示された。
　剛毅が受けたダメージに、システムの処理が追い付かなくなってきたのだ。
　そして。
　決着の瞬間が、唐とう突とつに訪れた。
　システムの処理能力を完全に上回る攻撃を受けた事で、鍛錬プログラムが強制終了。
　プログラム剛毅は、光の粒りゆ子うしになって消えていった。
　その一部始終を目まの当あたりにした久保田が、
「…………領域ゾーンか」
　ポツリと呟つぶやくと同時、画面に映し出された実験室の映像に変化が生まれた。
　剛毅が消えた場所の空間が、揺ゆらめいたのだ。
　そしてまるで陽炎かげろうのように、ゆっくりと一人の青年が姿を現す。
　静かな表情を浮かべた凰沢暁月が、実験室の中央に佇たたずむようにして立っていた。
第四章《知らされた現実の落下点》
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　多くの人が集まり、活気に満ちた空間がある。
　人が生きていく上で、欠かす事のできない衣食住。
　その内の「食」を司つかさどる一いつ般ぱん家庭の市場、スーパーだ。
　陽気なＢＧＭを流し、時折タイムセールのアナウンスが行なわれる店内を、夕飯の食しよく卓たくをどのように彩いろどるか思案する人々が行き交ってゆく。
　そんな混雑した店内を、鬼おに塚づかは片手でカートを押しながら進んでいた。
　メニューは既に決まっている。今夜はカレーだ。そして明日の朝もカレーである。
　大食いのティアナも居るし、面めん倒どうなので作り置きをしておく事にしたのだ。
　余った分は冷れい凍とうでもしておけば良い。
　どこか所帯じみた己の思考に軽い自己嫌けん悪おを覚えつつ、鬼塚はまずカレー売り場へ直行。
　しかし、最初に買い物カゴに入れようとした市し販はんルーのパッケージ裏うらを見て、
「……結構面倒なモンだな」
　そこに書かれていた作るための手順を確認し、鬼塚は僅わずかに眉を顰める。
　これまで家で自分が食べるのは、レトルトばかりだったため知らなかったが、どうやら沸ふつ騰とうしたお湯にルーと具をブチ込めば完成するというものでもないようだ。
「カレーを簡単に作っちゃ駄目っすよ……手間と時間を掛ければ掛けただけ美お味いしくなる料理なんですから」
　鬼塚の隣を歩くティアナが、立てた人差し指をクルクルと回しながら知ったような事を言ってくる。
「ああ、そうかよ」
　うんざりとした口調で鬼塚は言って、
「で、問題は何のカレーにするかだが……」
　メジャーなものだとビーフにポーク、それにチキンといったところか。
　シーフードという選択肢もあるが、手間を考えると初心者は避けるべきだろう。
　やはり調理が簡単な肉。それも安い豚ぶたか鳥のどちらかが無難、と鬼塚は判断。
　すると隣のティアナが、
「豚バラにしましょう、豚バラのブロック。ヤツを一口サイズに切って、トロトロになるまで煮に込むんすよ。口の中に入れると、溶とけちゃうレベルまで。これがまた、反則級に美味しくてですね……」
　などと、豚バラカレーのとろけるコクと旨うま味みについて語り始めた。
　どうやら長くなりそうだ。鬼塚は何度か相あい槌づちを打ってから、適当なところで、
「解わかった……そんなに好きなら言う通りにしてやるから、肉売り場に行って来い」
　と、ティアナを精肉コーナーへと向かわせた。
　嬉しそうに店内を駆けて行くティアナの背中を見送ると、鬼塚は青果コーナーへ。
　買わなくてはならないのは人にん参じんに玉たま葱ねぎ、それにジャガイモだ。
　ビニールの袋ふくろに入った野菜達を前にした鬼塚は、一番上に置いてある手近なものを、カートに載せているカゴの中へと放り込んでゆく。
　食材には鮮せん度どを見る方法があるというが、そこまでこだわる気はない。
　自分は料理人ではないのだ。それなりに食べられれば、それで充分だろう。
　そして必要な野菜を揃そろえると、店内をＵターン。
　切らしていたインスタントコーヒーを買うために売り場へ向かおうとして、
「そういや……」
　ふと思い出したように、通り掛かったとある場所で足を止めた。
　鬼塚が立ち止まったのは、米売り場だ。
　昨日の手て巻まき寿ず司しで、米のストックは随ずい分ぶんと減っている。
　何せ結局、六合も炊たいたのだ。その内、七～八割をティアナが食べたのだが。
　そして、今夜はカレー。またしても米を消費しやすい料理だ。
「念のために買っておくか……」
　鬼塚は安い銘めい柄がらの五キロ入りに手を伸のばし、
「…………………………」
　しばし思案した後、十キロ入りの方をカゴへと入れた。
　すると、途と端たんに押していたカートの進みが悪くなって。
「重ェんだよ……クソったれ」
　鬼塚は忌いま々いましそうに呟く。自分は今、他人のために、自ら煩わずらわしさを得ている。
　その行動が意味する甘あまさを、それでも心のどこかで悪くないと感じながら。
　ぼんやりと思う。これが新たに自分が得た、己以外の存在の重さだろうかと。
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　そして。
「ケンちゃーん、ありましたよ豚バラ。ブロックでこーんな、こーんなの」
　程ほどなくして、満面の笑えみでティアナが戻ってきた。
　鬼塚は、買い物カゴの中に豚ぶた肉にくを入れたティアナの口がモグモグと動いているのを見て、
「……お前、何か食ってやがんのか？」
「ええ。試食のオバチャンに貰もらいました、ローストビーフっす」
　と、嬉しそうにティアナ。
「ちゃんと、ケンちゃんの分も貰ってきたっすよ」
　そう言うと、「はい」と爪つま楊よう枝じが刺ささったローストビーフを手て渡わたそうとしてくる。
「いらねえよ……お前が食え」
　気き恥はずかしくなって断ろうとする鬼塚に、ティアナは平然と、
「自分は食べましたよ。言ったじゃないっすか。これはケンちゃんの分です」
「…………ちっ」
　一度言い出したら聞かないのがティアナだ。鬼塚は仕方なく、ティアナからローストビーフを受け取り、口の中へ。そして咀そし嚼やくをした後に、
「……こいつはローストビーフじゃねえ、カツオだ。カツオのタタキ」
　恐らくこの試食は、精肉売り場の手前にある、鮮せん魚ぎよコーナーで貰った物なのだろう。
　そんな鬼塚の指し摘てきに、
「…………………………」
　ティアナは、パチクリと眼を瞬まばたかせ、
「えーと……限りなくローストビーフに近い、カツオです」
「豚バラカレーがどうとかこだわっておいて……実は大して味なんか解らねえんじゃねえかよ、お前……」
　と、鬼塚が呆あきれたように嘆たん息そくした時だった。ふと、機械音のメロディーが流れた。
「──おや、メールみたいっすね」
　そう言って、ティアナは懐ふところから携帯を取り出す。そして、着信したばかりのメールの内容を確認して。次の瞬間、


「────────」


　無言になったティアナが、まるで別人のように冷たい表情になったのを鬼塚は見た。
　思わず言葉を失う。周囲の空気が一気に冷えたような気がして。
　とてもじゃないが、どうしたのか聞けるような雰ふん囲い気きではなかった。
　鬼塚では立ち入れない。
　そして。
　ゆっくりと携帯を懐にしまったティアナは、
「…………ああ、すみませんでした。話の途中で」
　途端に表情を元に戻し、何事もなかったような笑みを浮かべた。
　冷たい空気の中で、いつものように。だが、
「あのっすね、ケンちゃん……いきなりで申し訳ないんですけど」
「…………何だ」
　いつもの笑顔、いつもの口調のままなのに。
　まるで別人のようなティアナからの言葉に、鬼塚は短く訊き返した。
　すると、不気味なほどに自然な声が返って来る。
「ちょっと自分、行かなきゃいけない所ができまして。先に失礼させて貰います」
　それは。
　鬼塚が予感していた言葉そのものだった。
「…………………………」
　無言のまま鬼塚は思う。そんなものは、好きにすれば良いと。
　こちらの意思を無視して強引に居いそ候うろうを始めた奴やつが、どこへ行こうと知った事ではないと。
　だが、
「………………カレーはどうすんだ」
　買い物カゴは既にいっぱいなのだ。鬼塚と、そしてティアナが入れた食材で。
　それは二人で食べるからこそ買おうとしていた物。
　そもそも鬼塚一人ならレトルトで済む以上、買う必要などない物だ。
　吐き捨てるように言った鬼塚に対し、
「ケンちゃんのカレーを食べられないのは残念なんすけど……」
　ティアナは告げてくる。少しだけ寂さびしそうに。
　そして。
　まるで別れの言葉のように。
「今回は遠えん慮りよしておきます──ご飯より大事な用事ができてしまったので」


３


「さて、と……」
　ティアナへのメールを送信し終えた海かい堂どう元もと春はるは、パタンと携帯を折おり畳たたんだ。
　海堂が現在居るのは、ＪＰＮバベルの最も寄より駅。
　人とモノレールが行き交うホームのベンチだ。
　海堂がティアナへ送ったのは、《フェニックス細さい胞ぼう》の奪だつ取しゆに必要な情報だった。
　これまでＪＰＮバベルに通いながら、秘ひ密みつ裏りに調べておいた施し設せつ内部の構造図面。
　そして、現在フェニックス細胞が保管されていると思われる場所までの侵入ルートだ。
　無論、バベル敷しき地ち内ないのセキュリティシステムや警備は高い水準を有している。
　だが、それは決して万ばん全ぜんではない。セキュリティや警備には、穴があるのだ。
　それも意図的に。何な故ぜなら、
「その方が都合が良いからな……敵を確実に排はい除じよするには」
　バベル──即すなわち、コクーンが最も警けい戒かいしているのは、特殊能力を持っている反バベルのテロリストだ。彼らは異世界で特殊能力を会え得とくしてこの世界へ戻った後、世界中を敵に回してでもバベルに人生を管理される事を嫌きらった者達。
　だが、表立ってバベルに敵対行動を取るような過激派は、ごく一ひと握にぎりしかない。ほとんどの者は、バベルの捜そう索さくから逃のがれるために素性を偽いつわり、ひっそりと生きる事を選んでいる。
　そして敵対しているテロリストにしても、正面から戦いを仕掛けられる者は少ない。
　世界を管理・統とう率そつしているコクーン、バベルが相手では戦力に差がありすぎるからだ。
　よって行なえるとしたら、それは破壊工作や自じ爆ばくテロなど、いずれもゲリラ的なものばかり。そうしたものを目もく論ろむ者達を誘き出すには、彼らがテロ行為を仕掛けられるような余裕が必要なのだ。テロリストにとって、隙と思えるような余裕が。
　そして己の中に取り込み、正体が掴めた敵を始末してゆくのである。
　訓練プログラムのコカトリス暴走事件を引き起こした田た中なかや。
　警備が手て薄うすになるランキング戦の最中に侵入してきた、フィル・バーネットのように。
「しかし……こうなってくると、いよいよ俺おれもヤバイかよ」
　こちらの尻尾しつぽを捕つかまれるようなヘマはしていないが、相手は切れ者の氷ひ神かみ京きよ也うやだ。
　自分は泳がされている──そんな感覚を覚えた事はこれまでにもあった。
　しかし海堂は敢えてその誘いに乗り、のんびりバベルの学生として過ごして来たのだが。
　……ここに来て、一気に状況が変わったからな。
　あの冷静沈ちん着ちやくな氷神京也が、暴走とも思える独断行動を起こしたのだ。
　彼が他のコクーンを裏切ってでも、何かを成なし遂とげようとしているとしたら。
　そこには、コクーンという世界最高の立場を捨てるだけの価値があるに違ちがいない。
「ったく……俺は面倒事は嫌いなのに、どうして向こうは俺が好きかね」
　氷神京也がコクーンを裏切った所で、自分達『朱の黄昏』の味方になるとは思えない。
　このまま見過ごせば、コクーンとは別に面倒な敵が生まれるだけだ。
　それを見み越こして団長のセシルは、自分とティアナに京也からフェニックス細胞の奪取を命じたのだろう。
　だが──本来なら、京也がフェニックス細胞をどこに隠し持っているかを知る術はない。
　広大な面積の敷地、膨ぼう大だいな数の施設。さらには巨きよ大だいな規模を誇ほこる本校舎のバベルタワー。
　そのどこにフェニックス細胞が保管されているかなど、潜せんに入ゆう生活の長い海堂にすら推測する事は困難である。
　しかし団長のセシル・エンドハートは、海堂が入手した図面を見て断言した。
　現在、フェニックス細胞はＪＰＮバベルのどこにあるのかを。
　根こん拠きよはただの女の勘かん。一見それは、荒こう唐とう無む稽けいな推測でしかない。
　だが、それは世界最強のテロリスト集団『朱の黄昏』のトップの勘なのだ。ならば、
「あるんだろうな……きっとそこによ」
　海堂は、セシルの勘が外れたのを見た事がない。
　フェニックス細胞が輸送されたあの晩も、暁あか月つきとの邂かい逅こうを優先しただけで、どのルートが正解かは解っていたようだった。
　黄昏に世界最強の名をもたらした、あの初代が後を任せているのは伊だ達てじゃないのだ。
「今夜か……」
　海堂はそっと呟いた。今回の作戦、実際にフェニックス細胞を奪取するのはティアナだ。
　顔が割れている海堂の役割は、正体を隠しながら彼女のサポートとして陽動を行なう。
　京也の狙いが何なのかは現段階では解らないが、もしフェニックス細胞が彼の独断行為にとって重要なものだとしたら、それを奪うばう事で状況の収束を期待する事はできる。
　しかし、もしも京也の狙いが別の所にあったとしたら。その時は、
「まあ……殺しちまえば済む話だけどよ」
　たとえ、それが──コクーンである氷神京也だろうと。
　相手は一人なのだ。自分とティアナの二人で掛かれば、恐らく負ける事はない。
　その可能性を想い、海堂はゆっくりと顔を俯かせた。
　時刻は夕暮れ、人ひと混ごみで混雑するホームに設置されたベンチに腰こし掛かけながら。
　海堂元春は、他の人間には決して見えないように、苦笑と呼ぶには余りにも凄せい惨さんな表情を一瞬だけ浮うかべた。
[image: 画像]
　そこへ、タイミングを見計らったかのように反対のホームへモノレールが到とう着ちやくして。
　そして──ゆっくりと顔を上げると、そこにはもうテロリストの顔はなく、あるのはいつもと同じ、どこか気の抜けたような表情だった。そして、
「……ん？　あれは……」
　列車が走り去った、線路を挟はさんだ向かいのホーム。
　モノレールが吐き出した人の波に、海堂はふと良く知る顔を見つけた。
　遠目で見て、人混みの中にあってもなお、目を引かずにはいられない二人の美少女。
　凰おう沢さわ美み兎うと七なな瀬せは遥るかの二人だった。
　珍めずらしい組み合わせ。しかも一緒に遊びに行くにしては、その表情はどこか真剣さを帯びていて。さらに彼かの女じよ達たちの少し後を、何名かの男達が付けていた。
　隙のない身のこなし。間違いない──バベルの職員だろう。
　とはいえ、どうやら美兎と遥も尾び行こうには気が付いているようだ。
　その上で彼かれらの事を無視している。となると、
「あ～らら。何か、面倒事が増えた気がするんだが……さて、どうしたもんかよ」
　連れ立ってホームを歩き、エスカレーターで改札へと下りてゆく二人を見送りながら。
　海堂元春はやれやれと呟くと、自身もまた動き始めた。
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　デバッグモードで出した剛ごう毅きとの鍛錬プログラムは終了した。
　特殊結界があるため、肉体ダメージは精神ダメージに転化される。
　お陰かげで死ぬような事はないが、痛みは感じるし、当然ながらダメージも受けていて。
　暁月はしばらくの間、錬環勁氣功で体内の氣の流れを整えるなど回復に努めた。
　そして、動く分には問題ない程度に回復した頃ころ。
「──さて、そろそろあっちも終わったかな」
　暁月は実験室を出て、スレイプニルを預けている久く保ぼ田たの工こう房ぼうへと向かった。
　陽が傾かたむき、長く伸びた影かげを追いかけるようにして歩いていると、
「……戻ってきたか」
　工房の前でスレイプニルと共に待っていた久保田が声を掛けてくる。
「どうだ──鍛錬プログラムを試してみた感想は」
「そうだな……良い汗あせかけたぜ」
　と、笑いながら暁月。
「悪くない暇ひま潰つぶしだったよ。危あやうく、暇ひまと一緒に潰つぶされるところだったけどな──」
　言って視線を下へ落とすと、固く握った自分の拳を見つめて、
「──まあでも、それなりに得られた物もあったし。鍛錬したい奴が使う分には、悪くないシステムなんじゃねえかな」
「そうか……なら良い」
　暁月の感想に、久保田は呟くようにそれだけを言うと、
「頼まれたメンテナンスと、お前のＡＤとのリンク作業は終わっている──持って行け」
　預けていたＡＤを、こちらへ向かって放って来る。
　片手でそれをキャッチした暁月は、
「サンキュー。助かったぜ」
　自分の手首にそれを通すと、代わりに借りていたＡＤを投げ返した。
　ＡＤを受け取った久保田は、くるりとこちらに背中を向けて、
「用が済んだなら早く帰れ。今日はこの後、システムの一斉更新がある。下手に校内に残っていたら、閉じ込められるぞ」
「何だ……オッサンはまだ働くのか？」
　と暁月。
「悪かったな、そんな忙いそがしい日に面倒な事を頼んじまって」
「気にする必要はない。システム更こう新しんと言っても、行なうのは技術者じゃない。ＪＰＮバベルを統括している氷神京也だ」
　と久保田。
「コクーンは、自分が担当しているバベルを管理・運営する上で、最も効率的なシステムを組む。だがその方針や方向性は、それぞれのコクーンによって全く異なるものだ。よって機密レベルが高い情報も絡からんでくる関係上、システムの更新自体はコクーンが行ない、後にシステム管理に必要なものは技術者に情報が下ろされるようになっている」
「ふーん……念入りなこったな」
　と、暁月は本校舎のバベルタワーを見上げて、
「──って事は、このＪＰＮバベルは氷神京也の城って訳だ」
　視線を頂上付近──生徒会室がある場所へと向けた。
　そして、視線をスッと睨にらむものにする。
「……………………」
　先日、暁月は人と魔ま族との戦争を止めるため、美兎達と共に再びアレイザードを訪れた。
　そして目的を果たし、こちらの世界へ戻って来た時。
　本来ならばバベルのシステムが検知する筈はずの次元シフトの反応が、しかしネットワークサーバーの『黙アポ示カリ録プス』に記録されていなかった。
　当然ながら、システムに不具合があった可能性はゼロではない。
　だが、そうそうバベルが異世界からの帰き還かん者しやを見み逃のがす筈はないのだ。
　ならば、何者かが記録を消去したと考える方が自然だろう。
　……お前の仕業じゃねえのか、氷神京也。
　構内に人が少ない春休みというタイミング。
『黙示録』にアクセスでき、かつ情報レベルの高い異世界からの帰還者の存在を示す次元シフトの反応のデータを消去できる人間は限られている。
　暁月がその事についての報告を受けた時、電話の向こうに居た遥は、敢えてその可能性には言げん及きゆうしなかった。
　だが、もし何者かが次元シフトの反応をサーバーから消したとしたら。
　最も可能性が高いのは京也なのだ。
　──無論、目的が何なのかは解らない。
　だからこそ、遥も軽はずみな事は言えなかったのだろう。
　そして、もし犯人が別に居たとしても、向こうがこちらに対して何らかの意図を持って隠いん蔽ぺい工作を行なった事は間違いないのだ。
　……まあ良いさ。
　暁月はバベルタワーに背中を向けた。
　何者だろうと、もし自分や自分の仲間達に危害を加えるつもりなら手加減はしない。
　容よう赦しやなく潰してやる。
　たとえその相手が、世界の管理者のコクーンの一人──氷神京也だろうと。
　そして、その戦いの果てに見える事だろう。
　鍛錬プログラムのような『過去』ではなく。
　現在、世界の頂点に立つ父と兄──二人と直接相対する資格が、自分にあるかどうかを。
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　沈しずんでゆく夕ゆう陽ひが、空を赤あかむ紫らさきから紺こんへと変えてゆく。
　辺りが等しく闇やみに覆われ始め、見る者に郷きよう愁しゆうにも似た想いを抱いだかせる頃。
　ＪＰＮバベル本校舎の廊ろう下かから聞こえてきたのは、静かな声の残ざん響きようだった。
「そうか……解った。すまなかったな、色々と無理を言って」
　声の主──上うえ崎さき遼りよ平うへいは、電話の相手にそう告げると、電源ボタンをそっと押した。
　通話が終了する。
　そして、今しがた終えたばかりの会話の内容を改めて反はん芻すうして、
「…………やっぱりか」
　どうしたものかと頭を掻かいた。
　すると隣に立っていた美み奈な巳みが、感情を排した表情で問い掛けてくる。
「遼平……解った？」
「ああ、どうやら間違いなさそうだ」
　と遼平。そして、吐き出すように嘆息を一つすると、
「仕方ねえ……行くぞ」
「ん……」
　頷うなずきを返した美奈巳を伴ともない、ゆっくりと歩き始めた。
　生徒会室へと向かって。


６
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　──ＪＰＮバベル生徒会において、上崎遼平が務める役職は書記である。
　一いつ般ぱん的てきに「書記」というと、議事の記録などの文字を書き記したり、その他文書の作成を職務として行なう者を指すものだ。
　しかしＪＰＮバベル生徒会の書記には、それらとは異なるもう一つの職務があった。
　副会長の遥が、生徒会長の京也の補ほ佐さ・代理の他に、校内の治安維い持じを行なう風紀委員長を兼けん任にんするのと同じように。
　ＪＰＮバベルの記録を司る書記は、組織の運営に伴う「情報管理」の役割を担になっていた。
　そんな彼の下へ数時間前、とある情報がもたらされた。
　それは、二日前にこの特別自治区内で起きた、複数の事件や事故について《保安隊ピースアイ》からの報告をまとめたデータだ。
　報告書の内容に問題はなかった。
　事件や事故の詳しよ細うさいと分ぶん析せき、初動捜そう査さとこれからの展開について、各フォーマットに沿ってテンプレート通りにまとめられており、そこには何の不備も問題も見当たらなかった。
　そう──内容に関しては。
「問題だぜ、こいつは……」
　上崎遼平は苦い声で呟く。
　確かにどの報告書も内容に問題はない。
　だが、幾いくつかの報告書は、報告書そのものが問題を抱かかえていたのである。
　一体何か。
　それはファイルのプロパティ画面で見れる、データ作成日時だ。
　ほとんどの報告書のファイル作成日時が、事件後の今日もしくは昨日であるのに対し。
　事件当日の深夜に発生した、高速道路の交通監かん視しカメラのシステム障害や、人じん為い的てきと思われる爆ばく発はつによるトンネルの損そん壊かいなど、何件かの報告書のデータ作成日時が、三日前──即ち、事件発生の前日に作成されていたのである。
　データ文書の偽ぎ造ぞうにおけるごく初歩的なミス。額面通りに受け取れば、《保安隊》は幾つかの事件が起こるのを、事前に予見していたという事になる。
　考えたくもない話だった。よもや《保安隊》が、自作自演の事件を起こしていたなど。
　──だがこれは、本来であれば有りえない失態だ。
　ファイル作成日時の矛むじ盾ゆんなど、普ふ通つうに考えれば最も気を配らなくてはならない箇か所しよで。
　もしそんなミスが起きるとしたら、可能性は二つ。
　担当者が余よ程ほどの馬ば鹿かだったか。
　もしくは、予め用意されたデータを余り改かい竄ざんするなと厳命されていたかだ。
　この二つの可能性を前にして、前者と考えるほど遼平は楽天家ではない。
　しかし、だとしたら《保安隊》の裏切りの他に、新たな問題が浮ふじ上ようしてしまう。
　問題の報告書の中には、封ふう鎖さされていた深夜の高速で発生した事件に関する物がある。
　だがあの晩、特別自治区の高速は全てが封鎖されていたのだ。
　しかし。この特別自治区の高速道路は、ただの移動用の交通手段ではない。
　最重要の物流ルートだ。
　その要よう衝しようを封鎖するような真似など、この特別自治区を統べるコクーンの京也にしか不可能である。
　そして書類の偽ぎ装そうは、その京也が封鎖を命令した高速で起きた事件について行なわれた。
　仮に《保安隊》が自作自演の事件を起こすにしても、よりにもよってコクーンである京也が命令を下した場所で、わざわざやらかすような真似はしないだろう。
　だとしたら、この偽装についても京也の意思が介かい在ざいしていると考える方が自然だ。
　だから遼平は、念のために《保安隊》の知り合いに連絡を取って。
　そして真相を確認した。データを作成したパソコンの登録者名を調べてもらったところ、保安総そう監かんだった事が判明したのである。
　よって、これでもう間ま違ちがいはない。
　あの保安総監に、京也を裏切るような大それた真似ができる筈がないからだ。
　……何せあのオヤジは、お飾かざりとして総監になっただけの、ただの小心者だからな。
　ならば必然的に答えが出る。
　一昨日に起きた事件に──京也が何らかの形で関わっているのだ。
「でも遼平……コクーンの秘ひ匿とく作戦だった可能性は？」
「いいや、それはない──多分な」
　美奈巳が口にした可能性に対し、遼平は首を横に振った。
　否定する。
「もしそうなら、偽造した書類なんて回りくどい物じゃなくて、秘ひと匿くじ条よう項こうに関する文書が届いている筈だ。俺おれ達たちに詳細が解らないように。コクーンの秘匿作戦なんて、俺達が知って良いレベルの情報じゃないからな」
「だとしたら……」
「ああ……これは京也の独断だ」
　大方、事前に京也から頼まれていた総監が、慌あわてて書類を作成したのだろう。
　何せコクーンである京也から、個人的にと言って良い形で頼まれたのだ。
　絶対に失敗は許されない緊きんち張よう感と、京也に恩を売れる絶好のチャンスという興奮から、さぞかし張り切ったに違いない。そして勢い余って、気付かない内に自分で落とし穴に嵌はまったのだろう。流石さすがの京也も、こればかりは誤算だったに違いない。すると、
「……もう少し、調べなくて良かったの？」
　と美奈巳。
「高速で起きた事件については、関連するものが幾つかある。もしかしたら」
「ああ。そっちも関係あるかもな……」
　遼平は頷いた。その可能性は自分も考えたと。
　事件と事件とを繋つなぐ糸。さらに背後関係へ繋がるそれを、手た繰ぐる事は可能かもしれない。
　そうすると、最悪の可能性など幾らでも考える事が可能だ。
「けど──これ以上の深い所を探るのは、京也に話を聞いてからだ」
　そして。
　遼平と美奈巳は足を止めた。目的の場所──生徒会室の前へ着いたからだ。
　上崎遼平は思う。自分達は知る必要があると。
　京也が何を考え、何を想い、そして今……何をしようとしているのか。
　そしてもし、道を踏み外はずそうとしているのなら。
　他の誰でもない──自分達が止めてやらなくてはならない。
　何故ならば、
「俺達は……京也の部下じゃない。仲間で──親友なんだから」
　そう言って扉を開けると、部屋の中へと足を踏み入れてゆく。
　自分達の親友の真意を知るために。
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　昨晩のお泊とまり会の騒さわぎが、嘘のような静けさだった。
　一人だけ残った凰沢家。リビングのソファに座すわりながら、リスティは呟く。
「そっか……そういえば私、初めてなんだ」
　思い至る。暁月によって、アレイザードからこの世界へ連れて来られてから。
　自分は今、初めて一人でいるのだと。
　……やだな。
　どうにも落ち着かなかった。
　世界が暗くなり始めた夕暮れの静せい寂じやくは、どうしようもなく孤こ独どくを感じさせる。
　リスティにとって、この世界はまだ右も左も解らない未知の場所で。
　暁月達が居なければ、何をどうすれば良いのか解らない。
　──だが、そんな甘えた事を言う訳にはいかないのだ。
　何故なら、
「私のせいでもあるんだもの……」
　ポツリ、とリスティは呟いた。
　美兎が遥とＪＰＮバベルへと赴おもむいたのは、暁月のためだけではない。
　リスティの存在を知られないためでもあるのだ。
　そのため──胸の奥おくに生まれた、つかえた様な苦しさが消えない。
　それはきっと、自分がここに居る事で、早くも暁月や美兎の足手まといになってしまった事への罪悪感。
　本当なら何か出来る事をしたいのに。
　本来なら何か出来る事をしなくてはならないのに。
　暁月達に迷惑を掛けないためには、今のリスティはただ黙って守られるしかなくて。
　何も出来ない自分に、もどかしさばかりが募つのってどうにかなってしまいそうだった。
　そして、とうとう自分が生み出す重苦しい沈黙に耐えられなくなり、
「………………っ」
　リスティはソファから立ち上がると、リビングを出て二階へと続く階段を上り始めた。
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　リスティが向かった先は、自分と美兎の部屋ではなかった。
　現在の凰沢家の主──暁月の部屋だ。
　扉の前に立ったリスティは、しばらく逡しゆん巡じゆんした後、
「……………………」
　ゆっくりと取っ手を回し、ドアを開けて部屋の中へと入った。
　そこは昨晩も、千影を救出するために、美兎達と共に足を踏ふみ入れた空間である。
「ん……」
　部屋の中央に立ったリスティは、少し顔を赤くすると、浅く自分の身体を抱いた。
　昨夜、この場所で暁月に触れられた時の感覚を思い出したからだ。
　リスティは思う。あの時、遥が暁月を止めなかったら。
　自分達は一体──どうなっていただろうかと。
　そして、もしそうなっていたら。
　……私は今、その事をどう思うのかな。
　リスティは部屋の奥へと歩を進めると、壁かべ際ぎわのベッドに腰こしを下ろした。
　そして枕まくらを手に取って膝ひざの上に置くと、包み込むように両りよ腕ううでを回して。
　抱いた。ギュッと強く。
　すると柔やわらかい感かん触しよくと共に、ほんのりと暁月の匂においがして。こうしていると、
「ちょっと落ち着くかな……」
　ここに居ない暁月を、少しだけでも感じられた事に、リスティは安あん堵どを得た。
　そして全身の力を抜くと、自然と体が横へと倒れていって。
　そのままベッドのスプリングが、ボフっとリスティを受け止めた。
「早く帰ってきてよ……馬鹿」
　拗すねたような口調で呟いて。リスティはそっと眼を閉じた。
　少しでも心細さが紛まぎれるように、ギュッと枕に顔を押し付ける。
　すると暁月の匂いがそうさせるのか、徐じよ々じよに呼吸が穏やかなものになって。
　ゆっくりと温かくなった身体が、瞼まぶたを閉じてできた暗くら闇やみの中に沈むような感覚を得た。
　そして。
　どれだけその感覚に身を委ゆだねていただろう──ふと、
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「──おい」
　短い呼び掛けと共に、優しく肩を揺らされた。
「う、ん……」
　リスティはゆっくりと瞳を開ける。
　少しだけ瞼が重い。どうやらいつの間にか眠ねむってしまっていたようだ。
　すると眼の前に、苦笑している暁月の顔があって。
「男の部屋のベッドで、そんな安心して寝ねてるんじゃねえよ……襲おそっちまうぞ」
「え…………──っ？」
　意識を完全に覚かく醒せいさせたリスティは、慌てて跳はね起きた。
　宮台に置かれた、大理石の時計を見る。時刻を示す針はかなり進んでいた。
　しまった。部屋に居るのは、ちょっとだけのつもりだったのに。
「こ、これは……」
　顔を赤くしたリスティが、慌てて居住まいを正していると、
「気持ち良さそうに寝てたから、起こすかどうか迷ったんだけどな……」
　と笑いながら暁月。
「本人が帰って来たんだ。もう枕は必要ねえだろ」
「べ、別に私は……っ」
　寂しかった事を見み透すかされたかのような暁月の言葉に、リスティが慌てふためくと、
「しかし──お前を一人にするなんて……どこ行ったんだ、アイツは？」
　少しだけ咎とがめる口調で暁月。言っているのは、留守にしている美兎の事だ。
　リスティは慌てて、
「ち、違うの……美兎ちゃんは、今ちょっと遥と一いつ緒しよに出で掛かけてて」
「副会長と？　買い物か何かか？」
　暁月が、何気ない口調で問い掛けてくる。
　だから。
　リスティは一いつ瞬しゆんだけ、小さく息を呑のんだ。
　──ここで頷けば、暁月に嘘うそをつく事になる。
　それを嫌いやだと感じながら、それでもリスティは、
「え、ええ……そうよ」
　少しだけ俯きながら、暁月へと答えた。
　帰宅した暁月に対してどう説明するかは、美兎や遥と相談して決めていたからだ。
　暁月は、コクーンというこの世界の管理者に対し、明確な敵意を持っている。
　そして氷神京也は、そのコクーンの一人だ。
　下手にその名を出せば、暁月が冷静さを失ったまま動いてしまう可能性がある。
　だが強大な存在を相手に、感情だけを先に走らせてしまえば、辿たどる末路は敗北だ。
　自分達は暁月の傍そばで、彼を支えると決めた。
　いつまでも暁月に守られてばかりは居たくない──これからは、共に戦うのだと。
　だが今は、まだ暁月がコクーンと相対すべき時ではない。
　避けられるなら、避けるべきなのだ。
「ふーん……ま、良いか」
　納なつ得とくしてくれたのか、暁月は頭の後ろを掻きながら、
「……じゃあ、アイツが戻もどってきたら少し時間をくれ。話したい事があるからよ」
「それは良いけど……そんな改まって、どうかしたの？」
　暁月にしては珍しい物言いだ。
　何か用があるなら、言ってくれれば自分も美兎も断りはしない。
　それを今こうしてわざわざ約束にしておくという事は、大切な用件なのだろう。
　すると暁月は「ああ」と、軽く前置きをして。
　真剣な眼まな差ざしで虚こ空くうを見つめながら、言葉を続ける。
「そろそろ、俺の事情ってヤツを話しておこうと思ってな──まずはお前達二人に」
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　陽が完全に落ちれば夜が来る。
　美兎を連れた遥がＪＰＮバベルの敷地に入った頃、辺りはすっかり暗くなっていて。
「何だか……ほとんど人がいないね」
　隣を歩く美兎から不安そうな声が来た。
　遥は「ええ」と頷きを返して、
「今は春休み期間中である事に加えて、今夜はこれから全システムの一斉更新がありますの。学生は勿論の事、職員も最低限しかおりませんわ」
　とはいえ、対テロなどの安全面を考こう慮りよしてセキュリティレベルは上げてある。
　しかも単純に警備スタッフを増員するといったものではなく、もっと根本的なもので。
　……作動しているようですわね。
　遥は生徒会専用のリストバンドの反応を確認する。
　肉体ダメージを精神ダメージへと転化するシステム結界。
　それとは別に、現在のバベルには対不法侵しん入にゆ者うしや用のとある仕掛けが働いていた。
　それは【守ガー護デイ獣アンシステム】という名の、セキュリティプログラムだ。
　モンスターなどを実体化させられる訓練プログラムのシステムを応用し、敷地内で不ふ審しんな魔まり力よくの波動や戦せん闘とうの反応などを検知すると守護獣が召しよ喚うかんされ、一気に対象を制圧するようになっている。
「……でも、この状況は私達にとってはそう悪い事とは限りませんのよ」
　と遥。
「もし何か問題が起きた場合──障害となり得る存在は少ない方が良いですもの」
「うん、そうだね……」
　美兎が静かに頷いたのを見て、遥も改めて気を引き締しめる。
　自分達の居る場所がどこで、そして何をしようとしているのかを忘れてはいけない。
　ここはＪＰＮバベルだ。絶対的な規律で、異世界に関わるあらゆる物事を管理する組織。
　よって美兎の素すじ性ようを知られれば、遥達は重大な規則違い反はんとして即そく座ざに拘こう束そくされるだろう。
　それは考かんがえ得うる最悪の事態だが、想定しておかなければならない可能性だ。
　そして、もしそうなれば自分達はもう形なり振ふり構かまっていられない。
　全力で逃とう走そうを図はかり、何としても暁月と合流して今後の対応を決める必要がある。
　バベルが特別自治区を持たない第三国に亡命──否、素性を隠かくして密入国する事だって有り得るかもしれない。
　既すでに、千ち影かげと葛くず葉はには携帯で連絡が付いており、二人にはその旨むねを伝えてある。
　もしかしたら、最悪の事態もあり得ると。
　……でも。
　七瀬遥は思う。この困難に直面したのが、今日で良かったと。
　昨日、自分達は凰沢家で一夜を共に過ごした。
　その時、遥達は覚かく悟ごを──自分達の生きる道を決めている。
　だから既に、誰もが心の準備を済ませていて。
　千影も葛葉も、いざという時はすぐに自分達に合流し、行動を共にすると言ってくれた。
　よって心配する必要はない。
　それに、そもそも美兎の素性が知られていると決まった訳ではないのだ。
　杞き憂ゆうの可能性は充じゆ分うぶんにある。だから、七瀬遥は己おのれの思いを口にした。
「行きましょう……早く終わらせて、私達は凰沢暁月の下に帰るのですから」
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　本校舎のバベルタワーに入ると、いよいよ人ひと影かげはなくなり無人になった。
　人がいない校内は、システムの更新を前に最低限の照明しか灯ともっていなくて。
　むしろ窓から差し込む月明かりの方が明るい位だった。
　遥と美兎は、そのままエレベーターホールへと歩を進める。
　静まり返った暗い廊下を、二人の足音だけが響ひびいてゆく。
　そして遥達は、生徒会専用のエレベーターを使用して目的の最上階フロアへ向かった。
　上じよう昇しようするエレベーター。その中は、独特の雰囲気が立ち込める密室空間で、
「…………………………」
「…………………………」
　遥と美兎は、自然と無言になっていた。
　沈ちん黙もくは空気を重くする。だが今は、無責任な気休めなど言う時ではない。
　だから待つ。緊張の息苦しさを覚えながら、眼の前の鋼鉄の扉とびらが開く瞬間を。
　そして──程なくしてエレベーターは最上階に到着した。
　先に廊下へ出た遥は、
「──こちらですわ」
　そう言って、案内するように美兎の一歩前を歩き始めた。
　当然ながら最上階も、遥達以外は無人で。
　静寂の中を歩きながら、遥は思う──長い廊下だと。
　これまで毎日のように歩いていた通り道。
　それをこんなに長く感じたのは、初めてだった。
　だが。それでも廊下には終わりがあって。
　辿り着く。京也が待つ生徒会室へと。
　扉の前に立った遥は、背後の美兎を振り返り、
「……行きますわよ」
「うん……」
　互たがいの意思の最終確認をし、頷き合うと──重じゆ厚うこうな扉をゆっくりと開いていった。
　そして。
　生徒会室の中へ足を踏み入れると同時。
　遥は一瞬、自分が冷れい凍とう室しつに入ったかのような錯さつ覚かくを覚えた。
　隣の美兎が息を呑んだのが聞こえる。恐らく自分と同じ感覚を得たのだろう。
　だが──そんな筈はない。
　自分達の吐く息は、透とう明めいのままなのだから。
　室内は廊下と同じで薄うす暗ぐらかった。思わず、無人と勘かん違ちがいしそうになるが、
「──やあ、来たね……待っていたよ」
　部屋の奥、窓から差し込む月光が届かない深い闇の中から、京也が姿を現した。
　生徒会長のデスクの前で佇む京也に、
「お待たせして申し訳ありませんでした、会長……」
　そう言って、遥は目礼を返した。
　思わず、壁かべにある照明のセンサーに手をかざしたくなるが、この部屋の主である京也が室内を暗く保っていたのだ。こちらが勝手にどうこうする事はできない。
　……他に人の気配は……ありませんわね。
　或あるいは既に、こちらを拘束するためのスタッフを伏ふく兵へいとして待機させている事も考えられたのだが、どうやらその様子はなさそうだ。
　ここに来るまで、廊下にもそれらしい気配はなかったし、
「………………」「………………」
　遥と美兎は無言のまま、短く視線だけを交かわした。
　取り敢えず、すぐに最悪のケースへ突とつ入にゆうする事はなさそうだと。
　だから、ゆっくりと部屋の奥へと歩を進めて。
　──ふと遥は、床にあった固い何かに躓つまずいて体勢を崩くずした。
「っ、と──」
　遥は躓いたのとは逆の足を前に出し、踏ん張る事で転てん倒とうを回かい避ひ。
　暗いとはいえ、慣れている生徒会室の中だった事もあり、足元に注意を払わなかった。
　待ち伏ぶせがなかった事に、少し気が緩ゆるんでしまったのかもしれない。
　迂う闊かつ、という言葉を想いながら、遥は視線を左へ──自分の足を取ったものへと向け、


「……………………え？」


　その瞬間、七瀬遥の思考が停止した。
　そこにあったのは物ではなく、人だった。
　上崎遼平と哀あい原はら美奈巳──自分が良く知る二人が、仰あお向むけに倒たおれていた。
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　七瀬遥は停止した思考で、それでも即座に理解する。
　彼かれ等らが寝ね転ころがっている訳でも、眠っている訳でも、気絶している訳でもないと。
　遥が足を取られたのは遼平の右みぎ脚あしで──躓いた膝の辺りから折れていたからだ。
　骨ではなく、脚その物が。
　二人の全身には、白っぽい粉のようなものが浮いている。
　それは霜しもだ。
　遼平と美奈巳の身体が凍こおっているのは明らかだった。
　そして。
　二人がもう──生きてはいない事も。
「そ、んな……」
　遥は呆ぼう然ぜんと呟く。
　自分は、最悪の事態を想定していたつもりだった。
　扉を開けて、すぐに襲われる可能性だって考えていた。
　その際にどう動くかの対策も練ってあった。
　だが。
　遼平と美奈巳、二人の親友の死は想定どころか、完全に想像の外の事だった。
「……どう、して……」
　ただその場に、立ち尽つくすことしか出来ない。
　──それでも、遥が思考を停止していたのは、僅か数秒足らずの事だった。
　だがそれは、隙すきとしては充分すぎるもので。
　刹せつ那な、
「っ──？」
　遥は自分の背後を、凄すさまじい殺気が駆かけ抜ぬけてゆくのを感じた。
　一瞬、自分が死んだと錯覚する程のレベル。
　遥が身体を硬こう直ちよくさせるのと同時、ドサっという音がする。
「──美兎っ！」
　反射的に、遥は悲鳴のような声を上げていた。
　振り向いた視線の先に居たのは、長いツインテールの髪かみを広げるようにして、床に倒れ伏した美兎だ。
　そして、
「ふむ……思っていたよりも呆あつ気けなかったね」
　冷たい笑みを湛たたえたまま、少し拍ひよ子うし抜ぬけしたように京也が言った。
「会長……っ」
　遥は唇を噛かみ締めながら、京也を睨む。
　──恐らく美兎も、自分と同じように遼平と美奈巳の死に動どう揺ようしたに違いない。
　そんな精神的に無防備になったタイミングで、不意打ちのように殺気をぶつけられた。
　無論、遥も美兎も何の備えもしていなかった訳ではない。
　対魔ま法ほう防ぼう御ぎよの不可視障しよ壁うへきはいつでも展開できるようにしていたのだ。
　だが、防護障壁は魔ま法ほう攻こう撃げきから身を守れても、意思である「殺気」までは防ぼう御ぎよできない。
　しかも、美兎が受けたのはただの殺気ではない。
　世界最強のコクーンの一人である京也が、恐らく本気で放った殺気。
　傍に居ただけで直接受けた訳ではない遥ですら、己の死を錯覚する程のレベルで。
　その衝しよ撃うげきは、まともに受けた美兎の意識を刈かり取る事など造作もなかっただろう。
　遥自身、今こうして京也と対たい峙じしているだけで、身動きができなくなりそうな位なのだ。
　それでも、遥は必死に言葉を絞しぼり出す。
「一体何故、こんな真似を……」
　すると、
「──理想のためだよ」
　冷たく透すき通るような声で、京也の即そく答とうが来た。
「ただし、その理想はコクーンではなく、僕の掲かかげるものだけどね……」
「では──そのために、上崎と美奈巳を殺したというんですのっ!?」
　遥は語気を荒あらげる。
　二人の親友が死んだのは、受け入れがたい現実だった。
　しかし今は、現実逃とう避ひが許されるような状況ではない。
　だから懸けん命めいに受け入れ、そして湧わき上がる感情は一つ──怒いかりだ。
　許せない。そこにどんな理由があろうとも。
　だが、
「……仕方がなかったんだよ」
　と、京也は苦笑しながら、
「君が来る前に、遼平と哀原君は僕が極ごく秘ひ裏りに動いていた事に気が付いてここへやって来てね。だから僕の考えている事を話した。二人には、これから僕がする事の手伝いをして欲ほしいと思っていたんだ。でも二人から言われてしまったよ……『どうか考え直してくれ』と」
　残念だよ、と小さく嘆息する。
「僕としてはこんな真似はしたくなかったんだけど、どうにも二人が譲ゆずらなくてね……。この計画は、他のコクーン達には極秘裏のまま完かん遂すいしなくてはならないものだ。だからリスクファクターとなり得るものは、どんな些さ細さいなものでも排除しておかないといけない」
「二人共、貴方あなたの大切な部下であり、そして友人だった筈です……そんな彼らの命を、理想のためのリスクとなる可能性があったというだけで奪っておいて、よくも『仕方がない』などと……っ」
　抑おさえられぬ怒りが、言葉となって遥の口から溢あふれ出た。
　そんな簡単な一言では、到とう底てい納なつ得とくできない。
　自分達は京也の理想に賛同して生徒会へ入ったのだから。
　しかし、


「友人よりも自分の理想を取る──それが、そんなにいけない事かな？」


　冷たい笑みを含ふくんだ声で、京也が言った。
　まるでこの世の深しん淵えんを見てきたかのようなその瞳に、思わず呑み込まれそうになる。
　ゾッとするような寒気を感じながら、しかし遥は思考の隅すみで既き視し感かんを得ていた。
　……この瞳、前にも……。
　自分はかつて、眼の前の京也と同じ瞳を見た事があると。
　記き憶おくを遡さかのぼる。
　そう。あれは、暁月達と共にアレイザードという名の世界へ行った時。
　向こうで会った一人の女性。宗教国家アレクラスタ皇国、リシャル聖教の大司教だ。
　……確か、ミランダという名の……。
　思い出す。和平交こう渉しようの四カ国会談の場で、遥が展開した論を潰した女性の顔を。
　あの時──自分は彼女が誰かに似ていると感じた。
　その答えを今、遥はようやく理解する。
　ミランダ・クエンティと、眼の前の氷神京也が重なって見えた。
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「要は優先順位の問題だよ。確かに友人や仲間は大切だ。だが、あらゆるものを犠ぎ牲せいにしてでも叶かなえたい願いというものがあったとして──どちらを選ぶかは人それぞれだろう」
　と京也。
「君がＪＰＮバベルの生徒会副会長や風紀委員長としての立場や責任よりも、彼女や凰沢君を守る事を選んだようにね……」
「…………やはり美兎の素性について、既にご存知だったんですのね」
　遥は副会長と風紀委員長の職を辞する理由を、一身上の都合としか説明していない。
　しかも、その理由が単に「友人を守るため」というのは、本来理り屈くつが通らないものだ。
　通常の異世界からの帰還者は、既にコクーンとバベルが守っているのだから。
　よって遥の行動は、そんなコクーンやバベルから美兎を守るためという事で。
　そうしたこちらの真意を見み抜ぬくためには、美兎が抱える事情を知っている必要がある。
　そして──遥がその事情に関かかわっている事も。
　……いえ、ひょっとしたら。
　こうなると、リスティの次元シフトの反応を消したのも京也だった可能性が高い。
「一体、彼女をどうするつもりですの……？」
　遥は問う。
「もしや凰沢暁月に対する人ひと質じちにして、彼を従わせるために──」
「凰沢君？　まさか……」
　京也はフッと笑って、
「確かに彼の力は魅みり力よく的てきだし、興味もある。可能なら手に入れたいと思っていたが……でも彼はこの件には関係ない。むしろ今回に限っては邪魔なだけだ」
　意識を失い床に倒れたままでいる美兎を見み据すえた。
「彼女をどうするつもりか。そんなものは決まっているよ。必要だからさ、彼女が──僕の理想を実現するためにね」
「……美兎が？」
「そうだよ。彼女を使えば、もう誰も苦しまなくて良い最高の理想郷が作れる。力を持つ者も、持たざる者も、全てが等しく平等に暮らせる世界だ。そこには僕ぼく達たちを苦しめる差別や偏へん見けんも存在しない。戻れるんだよ僕ら全員が──かつて、異世界に召喚されて、今のような力を持つ前に。一人の人間として、当たり前の自由を持っていた頃に」
「まさか……そんな事が」
「できるさ。彼女と──そして僕が居ればね」
　京也は笑う。その準備は、もう間もなく完かん了りようすると。
　……ここまでこだわるなんて……美兎には何かあるという事ですわね。
　京也がこれだけの事をし出かしているのだ。
　恐らく美兎には、それだけの価値があるのだろう。
　異世界の住人である事とは別に、コクーンを裏切るだけの価値が。
「──だから、七瀬君。君にはその手伝いをして欲しかったんだよ。昼間も言ったけれど、僕ぼくは君の能力を高く評価している。異世界へ二度行き、新たな境地へと至った君は、自分でも気付いていない新たな資格を手にしているんだ。コクーンや朱の黄昏とも比ひ肩けんする存在になれる資格をね」
「……やはり、全てご存知なんですのね」
「ああ。君が異世界アレイザードへ行っていた事や、彼女の素性、それに凰沢君が新たに連れて来た女性について報告しなかった事への責任を問うつもりはない。だから考え直してくれると嬉うれしいな。君にはまだ、やれる事が残っているよ。僕達のような存在が、せめてこれ以上、周囲の勝手な都合に振ふり回されて傷付く事をなくすために。そのためならば、自分が犠牲になる事も、多少の犠牲が出る事も止やむを得えない──その責任と覚悟の下に、君達は僕を支える事を誓ちかってくれていた筈だ。その時が、ようやく来たんだよ」
　と京也。
「七瀬君──君の正義を貫つらぬく時がね」
　自分達のような存在が、これ以上苦しむ事がない世界。
　それは七瀬遥にとって、理想とも言える社会だ。
　そのためならば、京也の言うように多少の犠牲は止むを得ない。
　そして、その犠牲の中に遥自身が入る事も。
　京也が口にした言葉に、間違いはないのだ。
「……………………」
　遥はそうした想おもいを心に浮かべて、京也へ無言を返した。
　沈黙は、肯こう定ていにも否定にもなる答えだ。
　だから。
　遥は、自らが選せん択たくした返答を京也に伝える。
　ＡＤに意識を集中し、戦闘衣服へと変身。武器である半月刀を具現化したのだ。
「……そうか。残念だね」
　それを見た京也に、しかし落らく胆たんの色はない。
　ただ淡たん々たんと、
「彼女や凰沢君達を守るためにこの世界を敵に回す、か……良かったら聞かせて貰えるかな？　数人と数千人──否、この世界に生きる数十億人の安あん寧ねいを天てん秤びんに掛かけて、それでも君がたった数人の方を選んだ理由を」
「会長が言う理想の世界では、仮に数十億人が救われたとしても、美兎は救われません……そして、恐らくはリスティも」
　と遥。
「ですが──凰沢暁月と共に私達が目指すと決めた世界は、その数十億の中に美兎やリスティも入っていますの。会長が犠牲にしようとしている数人さえも、救える世界なんですのよ。私達だけではない、彼女達も共に笑って過ごせる世界を作る……私は、凰沢暁月が目指すそちらの世界を諦あきらめたくありません」
　だから、遥ははっきりとした口調で告げる。
　己の新たな正義を、揺るがずに。
「氷神会長、貴方に協力する事はできませんわ──そして、美兎を渡す事も！」
　遥は叫さけぶと同時、魔ま法ほう陣じんをキャンセルして唱えておいた風系魔ま法ほうを解放する。
　生まれたのは、全てを薙なぎ払う豪ごう風ふうだ。
　それは京也を目指して一気に部屋の中を突つき進む。
　しかし、
「もう一度言うけれど──」
　と、京也は悠ゆう然ぜんと笑いながら、
「──残念だよ、七瀬君」
　そう言って、スッと右手を一いつ閃せんした。
　それだけだ。それだけで、遥が生み出した豪風が掻かき消えた。
「くっ……！」
　遥は表情を厳しくする。
　──アレイザードへ行った際、しばらく意識チャンネルが上手く繋がらず、魔法が使えない期間があった。だがその後、遥達たちはそれまで以上の力を振るえる様になっていた。
　ゴルドノ大渓谷で、敵の大軍勢を単たん騎きで押さえられたのもそのお陰だ。
　だが、そうやって得た自分達の新しい力をもってしても、
　……まだ、この人には届かないんですのね……っ。
　先さき程ほど、京也が言っていた「コクーンや朱の黄昏と比肩する存在になれる」というのは、異世界へ二度行く事が、新たな力に目覚める切っ掛けを得るための条件とも取れる。
　だが、得られるのはあくまで切っ掛けだ。その力を完全に使いこなすためには、当然ながら相応の鍛たん錬れんが必要になるだろう。
　つまり。
　遥と京也の間には今もまだ、決して埋うめようのない圧倒的な実力差があるのだ。
　……ですが。
　七瀬遥は構わない。
　ここで自分が京也を倒せるなどとは、最初から思っていなかった。
　今、遥がやらなくてはならない事は、京也を倒す事ではない。
　美兎を守る事だ。そして全力で逃にげ、暁月や他の仲間達と合流する。
　無論、この実力差だ。そう簡単に、京也から逃げおおせる事はできないだろう。
　しかし、一瞬でも京也に隙を作る事ができれば。
　遥が唱えられる最速の風系魔法で飛んで逃げる事が可能な筈だ。
　そして。
　そのための布石を今、自分は打った。
　……後はタイミングだけ……っ。
　遥は、心の中でカウントダウンを開始。
　……３、２、１──。
「──ゼロ」
　そう呟くと同時、生徒会室に光の粒子が出現した。
　遥が使用した魔法に、不ふ審しん者しやを制圧するためのセキュリティプログラム──【守護獣システム】が反応したのだ。
　そして生み出されたのは、物理・魔法の両方の攻こう撃げきが通じない守護獣。
　二体のガーゴイルだ。
　と同時、遥は風の高速移動魔法を発動した。
　──システムが反応したのは遥の魔法のせいだが、魔法を使用したのは遥だけではない。
　こちらが生み出した風を打ち消すため、京也もまた何らかの魔力を使用しただろう。
　ガーゴイルが二体出現している事が、それを証明している。
　無論、バベルの人間である遥と京也に対して、システムが攻撃を仕し掛かけてくる事はない。
　恐らくシステムは、学生同士の衝しよ突うとつが発生したと検知した筈だ。
　それを制止するように、二体のガーゴイルは、遥と京也の間に出現した。
　物理攻撃も、魔法攻撃も通じない壁として。
　だから七瀬遥は飛ぶ。最速の風を身に纏まとい、後ろで倒れている美兎の下へと。
　そして、そのまま抱きかかえて外へ──それが、七瀬遥の狙ねらいだった。
　だが、美兎まであと一歩。否、半歩の距きよ離りの所で、
「惜おしかったね──狙いは悪くなかったよ」
「────っ!?」
　突とつ如じよ、眼の前に京也が出現した。
　……そんな……っ！
　まさか、という思いが遥の心を支配する。
　二体のガーゴイルは、遥と京也の間に現れていた。
　美兎まで最短距離で行ける遥に対し、京也は二体の壁を回避する必要がある。
　せめてスピードだけならば、こちらにも勝ち目はあると踏んでいた。
　そして念には念を入れて、移動距離も京也の方が長くなる状況を作ったというのに、
「くっ──…、はぁぁぁぁぁぁぁっ！」
　しかし遥は止まる事なく、両手の半月刀で京也へ向かって斬きり掛かった。
　一瞬だけでも京也の動きを止めて──美兎を助ける隙を作れるようにと。
　そして。
　キンという甲かん高だかい音と共に、
「……な、……っ？」
　遥の半月刀が、無残に砕くだけ散った。
　京也が生み出した、絶対零れい度どの防護障壁と激げき突とつした事で。
　それはあらゆる攻撃を弾はじくと同時に、接せつ触しよくした対象の氷結化を行なう京也の絶対防ぼう御ぎよ。
　……そんな……だって、この技は……。
　刹那の時の中で、遥は絶望と呆然とを味わっていた。
　京也の絶対防御については、一度見た事があるため遥も知っている。
　だがこれは、発動にかなりの時間を必要とした筈だ。
　それをこの一瞬で発動したという事は、既に予あらかじめ京也が詠えい唱しようを終えていたという事。
　遥と美兎がいざという時に備えていたのと同じように。
　京也もまた、周しゆ到うとうに準備していたのだ。
　たとえ何が起ころうとも、必ず美兎を捕とらえられるようにと。
「あ──」
　そして遥は見た。
　最も早はや、眼前という位置に立つ京也が、こちらの頭部へと手をかざすのを。
　その手の平に、青白い光が集まってゆく。
　繰くり出した斬撃を防がれ、体勢を崩された遥に回避する術はない。
　対する京也が、ただ冷れい笑しようを浮かべて、


「さようなら、七瀬君……」


　最後に、口元をそう動かしたのを見た。
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「────ッ！」
　その瞬間、七瀬遥は己の死を覚悟した。
　ギュッと眼を瞑つぶったと同時、正面からぶつかるようにして衝撃が来る。
　と同時、遥の全身を襲ったのは、冷気ではなく灼しやく熱ねつ感だ。
　京也の氷冷魔法に晒さらされた身体が、超ちよ低うて温いおんを火傷やけどのような痛みとして認にん識しきしたのだろう。
　次に来るであろう激痛と、そして絶対的な死への恐きよ怖うふで、遥の身体は反射的に硬直した。
　だが──遥の身体がそれ以上の痛みに襲われる事はなかった。
　代わりに陥おちいったのは、呼吸困難だ。
「～～～～っ？」
　想像していたものとは異なる苦しさ。遥はとっさに、もがくように手を動かして。
　──その手を力強く掴つかまれた。
　そして一気に苦しみの中から引き上げられると、そのまま腰を抱かれる。
「え…………？」
　思わず遥は眼を開けて、そして困こん惑わくした。
　自分のすぐ眼の前に、良く知る顔があったからだ。
　だから、
「凰沢……暁月……？」
　呆然とその名を呼ぶ。居る筈がない相手の名を。
　すると、
「大だい丈じよ夫うぶかよ、副会長」
　こちらに応こたえるようにして、暁月が自分を呼んだ。
　その声と、自分を抱く暁月の温もりが教えてくれる。
　決して幻まぼろしではないと。
　一体何が……そう思い、そこで遥は気が付いた。暁月の姿と、そして自分が居る場所に。
　遥の腰を抱くように腕うでを回している暁月は、服を身に付けていなかった。
　だが、場ば違ちがいなのは遥の方だった。何故なら遥と暁月は、温かなお湯の中にいたからだ。
　見覚えのある場所。
　そこは、凰沢家の浴室だった。
　眼の前に裸はだかの暁月が居る。普通なら悲鳴を上げて飛び退のくところだ。
　だが突とつ然ぜんの状況に、
「……………………」
　思考が追い付かず、遥はただ瞬きをする事しかできない。
　──たった今まで、遥はＪＰＮバベルの生徒会室で、京也と対峙していた。
　その自分が何故、全く別の場所にある凰沢家の浴室に居るのか。
　すると、
「震ふるえてるぞ……何があった？」
　そう暁月に問われた瞬間、
「────っ」
　途端に、遥は息を呑んだ。
　思い出したのだ。親友である遼平と美奈巳の死と。
　自分へ向けられた、凍いてつくような京也の瞳ひとみとオーラを。
　そうだ。美兎は気絶させられ、そして自分は殺されるところだった。
「っ……、わ、たし……っ」
　絶望という単語が、遥の脳のう裏りをよぎった。
　言葉を紡つむぐという、当たり前の事ができない。
　恐怖に凍こごえた心が、遥の身体を芯しんまで冷やして。
　湯船の中にいるというのに、全身の震えが止まらなかった。
　だが、


「────遥っ！」


　こちらの眼を覚ますかのように名を呼ばれ、両りよ肩うかたへ置かれた手にグッと力を込められた。
　強ごう引いんに意識を、暁月へと引き戻される。俺を見ろと言わんばかりに。
「大だい丈じよ夫うぶだ──俺がいる。俺が傍にいるから……だからもう、お前は安心して良い」
「あ……」
　その言葉が、遥の思考から心へと浸しん透とうして。
　全身を包つつむ凍てつくような緊張を、ゆっくりと融とかし始める。
　身体が徐々に熱を取り戻してゆく。
　すると、
「そうだ……それで良い」
　暁月は穏やかな笑みを浮かべた。
　その表情を見た遥は、直感的に思う。
　自分の窮きゆ地うちを救ったのは暁月だと。自分は今、暁月に守られたのだと。
　……でも、どうやって？
　方法よりも先に、心が見つけた解答。だがそれは、きっと確かなものだと思うから。
　思考を逆転する。
　暁月が、離はなれた場所に居た自分を助けられる方法を考えたのだ。
　そして、
「あ──」
　七瀬遥は思い出す。
　アレイザードという名の世界へ、暁月達と共に行った時の事を。
　美兎とリスティが人質になり、窮地に陥っていた彼女達を、暁月が助け出した方法を。
　声に出す。
「転送……シール」
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　後になって聞かされた。
　それはあの戦争の最後、暁月が成し遂げた起死回生の逆転劇。
　和平交渉を行ない、平和の実現を信じながら、それでも保険として打っておいた布石だ。
　リスティに貼はったのは、実力を示すための試合の最中だったという。
　そして美兎に貼ったのは、シェルフィードの骨こつ董とう屋やで転送シールを購こう入にゆうしたその日の晩。
　滞たい在ざいしていた娼館の主が作った媚び薬やくを、誤飲してしまった美兎と遥を解げ毒どくした時で。
「まさか……あの時に……」
　答えが導き出される。
　和平交渉がまとまるまでは、暁月に縁えんがあるとはいえ、シェルフィードは敵地だった。
　だから暁月は、同行していた遥にも転送シールを使用していたのだ。
　もしも何かあった時、美兎だけではなく、遥の事も助けられるように。
　……それでは、私は……。
　七瀬遥は、呆然と理解する。
　自分が今、暁月に守られたのは、偶ぐう然ぜんではないのだと。
　何故──という思いがある。だってそうだろう。
　忘れられない──最悪の出会いだった。
　気に入らぬ規律には従おうとせず、奔ほん放ぽうに振ふる舞まう彼が気に入らなかった。
　顔を合わせたら、口うるさい事しか言って来なかった。
　心のどこかで彼の事が気になっても、気のせいだと自分に言い聞かせた。
　認めたくなかった。
　だからアレイザードで己の信じた正義を貫く暁月を見るまで、彼を認められなかった。
　だけど。
　それでもあの晩──娼館で美兎と一緒に、暁月に自分を委ねた時から。
　否、もしかしたらその前から。
　七瀬遥は、もうずっと、凰沢暁月に守られていたのだ。
　だから。
「──────」
　遥は、暁月に縋すがり付いた。限界だった。
　何も知らずにいた事が申し訳なくて。
　守ると決めた美兎を奪われた自分が情けなくて。
　悔くやしくて。
　京也の凶きよ行うこうが想定外だった。親友である遼平と美奈巳の死に動揺した。
　そうした事情を説明すれば、暁月は仕方ないと言ってくれるかもしれない。
　だが、遥は理解している。そんなものは何の言い訳にもならないと。
　誤ご魔ま化かせない。
　約束した。誓ったのだ。たとえ何があろうとも──と。
　そして美兎は、自分を信じてくれたというのに。
「──────」
　泣く。声を上げながら。
　自分は足りていなかった。
　覚悟も──実力も。
　だから七瀬遥は、凰沢美兎を守れなかった。
　大切な友達を奪われた。
　それが全すべてだった。
終章《真実は闇の中で》
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　その場所は、低い音が鳴っていた。
　ゴウンゴウンと腹の底に響くような重低音。
　それがまるで、時を刻んでいるかのように鳴り響いている。
「何だってんだ、ここは……」
　赤色灯が照らす薄暗い通路を歩きながら、鬼おに塚づか剣けん哉やは怪け訝げんな表情で呟いた。
　現在、鬼塚が歩を進めているのはＪＰＮバベルの最下層エリアだ。
　超ちよう高こう層そうの本校舎のバベルタワー。
　そびえるように建つ威い厳げんある姿に眼を奪われてしまいがちだが、下方向──つまり地下に対しても多くの階層を有しているのは、職員や学生ならば誰だれもが知る事実だ。
　そして。
　その最下層フロアは、コクーンの権けん威いの象しよう徴ちようともいうべきバベルタワーを支えている場所だった。
　建築物の構造としての意味だけでなく、最高機密レベルの場所という意味で。
　だが、知識としてその事を知っていても、実際に目まの当あたりにした者はほとんどいない。
　スーパーでの買い物の途中、「行く場所ができた」というティアナに付いて来た鬼塚は、初めてこの場所へ足を踏み入れていた。
「まあ……ただの学生のケンちゃんが、ここの事を知っている訳がないっすよね」
　鬼塚の一歩先を歩いていたティアナが、前を向いたまま語り掛けてくる。
「膨ぼう大だいなデータを保存している、ネットワークデータベースの『黙アポ示カリ録プス』。広い敷しき地ち全域に様々な結界を張れる結界プログラム。電力や水の循じゆ環んかんシステムなど、全施設のライフラインを賄まかなっている環かん境きようシステム。そういった、バベルにおけるあらゆる物事を一箇所で司つかさどる事が可能な『バベルシステム』──ここはその心臓部っすよ」
　一息、
「まあ……正確にはその心臓部の真上なんですがね。『バベルシステム』のある最下層フロアには、各バベルを担当しているコクーンしか入れません。生体認にん証しようと魔力オーラ認証で厳重にロックされているっすからね。他の人間が入れるのは、担当コクーンの生体反応がロストした時だけらしいです」
「……その『らしいです』ってのは？」
　眉まゆを顰ひそめて問う鬼塚に、ティアナは歩きながら振り返った。
　苦くし笑ようする。
「他の人からの受け売りの知識なもので……それに、バベルを担当しているコクーンがこれまで在任中に死亡した事例はないっすから」
　コクーンは世界最強。そして天高くそびえるバベルは、その象徴なのだ。
　担当しているコクーンが死ねば、そうした大原則が崩れ去ってしまう。
　世界の調和と管理のために。コクーンとバベルは最強でなくてはならないのだ。
　そこで、鬼塚はふと思い出したように、
「だったら、地上階層にあるサーバールームやコントロールルームは何なんだ？」
　かつて鬼塚自身も、闘とう技ぎじ場ようの訓練プログラムを体育倉庫内の準備室で操作した事がある。
　ティアナが言うように、もしここで全てのシステムがコントロールできるのなら、おかしな操作に反応するセキュリティプログラムでもあれば、未然にああいったトラブルは防止できただろう。防犯上、そういったプログラムが存在しないとおかしいし、技術的にも可能な筈だ。肉体のダメージを精神ダメージへと転化するシステム結界など、もっと複雑なプログラムは幾らでもあるのだから。
　すると、
「それはシステムの操作や処理に限った部屋でしょう」
　とティアナ。
「こっちは言うならば、全システムの動どう力りよ炉くろのような場所なんすよ。でも、実際にシステムの操作を行なうのは、コクーン以外の技術者や教職員です。だから最下層フロアに入れない彼らが、システムを操作できるようにする場所が必要になる。いちいち操作の度に、コクーンに頼たのんでここまで来て貰って、操作をお願いする訳にもいかないっすからね」
「……………………」
　ティアナの「動力炉」という説明に、鬼塚は沈黙と共に納得を得た。
　鬼塚が訓練プログラムのレベルを変へん更こうし、テロリストの田た中なかが後からそれを暴走させたあの事件の時。プログラム自体の操作は上層階で行なう事ができた。
　そして先日のランキング戦では、不法侵しん入にゆうしてきた自じし称よう勇者のあの青年が結界のシステムを破は壊かいしたが、復旧作業はコントロールルームで技術者達が行なったと聞いている。
　彼らがシステムを復旧できたのは、あくまで地上にあるシステムやケーブルが破壊されたためで、あの時も大元の動力炉自体は生きていたという訳だ。
　ならば──鬼塚は残る疑問を口にする。より重要な問題の方を。
　それは、
「……で？　そんな関係者ですらおいそれと入れねえような最高機密レベルのエリアに、どうして部外者のテメエが入れる？」
　そして何より、
「──テメエの目的は一体何だ？」
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　出で逢あったあの日。鬼塚の眼の前で、Ａクラスの連中を一瞬で叩たたきのめして見せた位だ。
　ティアナが只ただ者ものではない事は解っている。
　バベルに通っている鬼塚ですら知らない知識を有している事からも、それは明白だった。
　だが。ティアナには自分が立ち入れないような秘密がある事を承知で、それでも鬼塚はティアナの居候を許したのだ。
　だからスーパーでの買い物の途中に、いきなり「行く所」ができたと言い出して。
　それがこのバベルだった所までは構わなかった。
　だが、ティアナがたった今口にした事が真実だったとしたら、そもそもこの場所に入れる訳がないのだ。たとえコクーンしか入れない最下層フロアがこの下だったとしても、そんな場所の一歩手前まで部外者が来れる訳がない。
　そうした疑問を告げた鬼塚に対し、
「どうしてと言われても……ここまでの侵入ルートは、もっちゃんが送ってくれたデータに従っただけですしねえ」
　と、困ったようにティアナ。
「目的については、部外者のケンちゃんに教えるのはちょっと……探し物があるとしか」
「その『もっちゃん』ってのが誰なのか知らねえが、そいつの手引きって訳か……」
　言いながら、ティアナから情報を引き出せた事に、鬼塚は内心僅かな驚おどろきを得る。
　鬼塚がしたのは問い掛けではない。単に感じていた疑問を口にしただけだ。
　ティアナが自身の事について、教えてくれるなどとは考えていなかった。
　訊きいたところで、はぐらかして何も教えてくれはしないと思っていたからだ。
　だから鬼塚は、一つの情報を得る。ティアナには、少なくとも仲間が一人居るのだと。
　しかし、
「……居候の分際で、家主を部外者呼ばわりとか、何様なんだテメエは」
　苛いら立だたしげに言う鬼塚に、ティアナはキッパリと言い放つ。
「あんまり巻き込みたくないからっすよ──一いつ般ぱん人じんのケンちゃんを」
「…………………………」
　鬼塚は黙だまり込んだ。
　異世界に召喚され、特殊な力を身に付けてこの世界へ帰き還かんした自分を。
　表向きは世界の希望と持て囃はやされながら、実際は特別自治区に隔かく離りされている者を。
　ティアナは、ただの『一般人』だと言い切った。
　それならば。
　鬼塚を一般人と呼ぶティアナは、一体何者だというのか。
「言ったんすけどね、自分は……付いて来ない方が良いって」
「俺だって、お前の行き先がバベルじゃなけりゃ付いて来てやしねえよ」
　鬼塚は暗い天てん井じようを見上げながら、
「どうすんだ、こんな所にホイホイ入り込んで。機密レベルが高い場所だ。どう考えても監視カメラ位どっかにある。テメエ、保安隊に面が割れるとマズイみたいな事を言ってなかったか？」
「ああ、それなら大丈夫っすよ。今は新学期に向けた一いつ斉せい更こう新しんで、一時的にシステムが止まっていますから。ここに来るまでも、警備員はほとんどいなかったでしょう？」
　と、笑いながらティアナ。
「ケンちゃんは悪ぶってるクセに、そういう所は心しん配ぱい性しようですよね」
「阿あ呆ほうか。こっちはテメエが食くい逃げした時に、巻まき添ぞえで店員に顔を見られてんだ。ただでさえ色々とマズイってのに、普ふ段だん通ってるバベルでテメエに何か問題でも起こされてみろ。いい迷めい惑わくなんてレベルじゃ済まねえんだよ」
　フンと鼻を鳴らして。
　嘯うそぶきながら、しかし鬼塚は思う。
　たとえ全く関係ない場所でも、恐らく自分はティアナに付いて来ただろうと。
　ティアナと出逢った事で、鬼塚はこれまで大だい嫌きらいだった自分を少しだけ受け入れられた。
　救われた気がした。
　だからスーパーで、送られてきたメールを見たティアナの表情を見て。
　彼女が「行かなくてはいけない場所ができた」と言った時。
　そのまま彼女を行かせたら、もう二度と会えないような気がしたのだ。
　……クソったれ。
　鬼塚は心の中で毒づいた。自分の感情が、自分でも上う手まく理解できない。
　別れが寂さびしかった訳ではない。それだけは言える。
　だが、どうしてもティアナを一人で行かせてはいけないような気がして。
　そしてティアナの目的地が、バベルの機密に関わっているのだと解った時。
　その予感が確信に変わったのである。
　……まあ、理由なんざ何だって良い。
　既に自分は、こうしてここまで付いて来てしまっているのだ。
　ならば、さっさとティアナの用を終わらせて、とっとと帰るのが一番だろう。
　すると、
「──────」
　ふとティアナの足が止まった。
「おい、どうし──」
「──しっ」
　何事かと問おうとする鬼塚を、人差し指を立てて制止し。
　そっと告げてくる。
「人の気配がします……誰か居るっすね」
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　鬼塚は視線を前方へと向けた。
　長く続いている薄暗い通路の先に、人影を確認する事はできない。
　恐らくティアナが言っているのは、通路の突き当たり──直角に右折する一本道の角を曲がった、その先の事だろう。
「………………」
　足音を殺して歩き出したティアナに、鬼塚は付いて行く。
　そして突き当たりの角で、壁かべ越ごしにティアナが少しだけ顔を出した。
　通路の先を確認する。
「やっぱり居ますね、見張りっぽいのが一人……」
　とティアナ。少しだけ怪訝そうに、
「うーん、バベルの学生さんっすかね……ケンちゃんと同じ制服を着てますし」
「俺と同じ制服……って事は、高等部の男子か？」
　ならば、顔位なら知っている奴かもしれない。
　こんな時間に高機密レベル区画にいられるような学生は限られている。
　とはいえ最も可能性の高い、生徒会長の氷ひ神かみ京きよ也うやは有り得ないだろう。
　京也は、コクーンとして世界中にその顔を知られている。もしも彼ならば、ティアナがそうと気が付く筈だ。
　……誰だ……書記の上うえ崎さきか？
　京也に近しい存在である、上崎遼りよ平うへいの可能性を思い浮かべながら。
　鬼塚はティアナの頭の上から、自分もそっと通路の先を窺うかがって、
「────ッ!?」
　思わず息を呑んだ。
　動揺が向こうに伝わらないように、慌てて身を隠す。
「……ケンちゃん？　ひょっとして、知ってる人っすか？」
　鬼塚の反応に、ティアナが小さい声で問い掛けてきた。
　だが、鬼塚剣哉にその声は届かない。
　通路の先に居たのは、上崎遼平ではなかった。
　だがそれは、間違いなく鬼塚の知る相手で。
　……何であの野や郎ろうがここに……っ？
　目の当たりにした思わぬ現実を、とっさには信じられない。
　だが、見み間ま違ちがいなど有り得なかった。
　当然だ。
　たとえ鬼塚が、どれだけ他人に興味を持たない人間であっても。


　つい先日あったランキング戦で、自分を医療塔送りにした相手の顔ぐらいは覚えている。


　改めて見るまでもない。
　通路の先に居るのは、紛れもなくあの自称勇者の青年。
　フィル・バーネットだった。
　……どういう事だ。あの野郎は、凰おう沢さわが倒したんじゃなかったのか……っ？
　巨大な高次生命体のドラゴンへと変化した彼を、激げき闘とうの末に暁あか月つきが両断して倒した。
　それが、医療塔で目覚めた鬼塚が聞かされたあの日の顛てん末まつだ。
　そのフィルがここに居る。しかもバベルの制服を着て。
　だとしたら、考えられる可能性は一つしかない。
　……まさか、氷神京也がアイツを──
　鬼塚は、思わず呆然となる。
　だが──それも一瞬の事だった。
　何故なら、
「────ケンちゃんっ！」
　突如、叫ぶような声と共に、ティアナが鬼塚の手を引いて跳ちよ躍うやくしたからだ。
　その瞬間、それまで鬼塚が立っていた場所に、ドンッという衝撃が叩き込まれた。
「な……っ？」
　強引に手を引かれたせいで、転がるように床へ着地した鬼塚は、そこで事態を悟さとった。
　自分は今、空間を殴おう打だする不可視攻撃に狙われたのだと。
　だから見る。
　向こうのフィルに気を取られていた自分に対し、後方から攻撃を仕掛けてきた相手を。
　そして。


「な……お、前……──？」


　今度こそ、鬼塚剣哉は立ち尽くした。
　そこに居たのは、またしても鬼塚の知った顔。
　だが、その表情は鬼塚の知るものとは異なり、まるで別人のように冷ややかだった。
　だから鬼塚は、愕がく然ぜんの想いで呼ぶ。
「お前……田中、なのか……？」
　それは、かつてのクラスメイトの名。
　鬼塚が、自らの苛いら立だちを理り不ふ尽じんにぶつけていた相手。
　そして、訓練プログラムを操作して暁月に報復しようとした鬼塚の計画を利用し、ＪＰＮバベルを混乱に陥おとしいれた犯人。
　その田中が、こちらに対して告げてくる。
　鬼塚の知らない、別人のような口調で──淡々と無機質に。
「侵入者の可能性は聞いていたが……まさかお前とはな」
「……どうやら、またケンちゃんの知り合いみたいっすね」
　鬼塚と違い、きちんと足から着地したティアナは、やれやれと嘆息する。
「自分が言うのも何ですが……友達はもっと慎しん重ちように選んだ方が良いですよ、ケンちゃん」
「っ……大きなお世話だ」
　鬼塚が吐はき捨すてるように言って立ち上がると同時、
「──おや、仕留め損そこなったんですか。だらしないですね」
　背後から声が掛かる。それが誰かなど、振り返るまでもない。
　これだけ大きな音を立てたのだ。
　そもそも、最初からこちらに気が付いていた可能性もある。
「まあ良いでしょう、それ位の方が──」
　と、そこでフィルの言葉が途と切ぎれた。
　ティアナが、一瞬でフィルとの距離を詰つめて懐へ入り、胴どうへの拳こぶしを繰り出したからだ。
「──────」
　まともにティアナの攻撃を喰くらったフィルが、吹ふっ飛んだ勢いそのままに後方の壁へと叩き付けられる。
　轟ごう音おんが鳴り響いた。
　空間に激突音の余よ韻いんが響く中、不意打ちを成功させたティアナは平然と、
「申し訳ないっすね。隙だらけだったんで、つい手が出てしまいました」
そう言って、残る田中へと向き直ろうとした時。


「──いえ、良いですよ」
[image: 画像]
　まるでダメージを受けていないかのような余よ裕ゆうの声と共に。
　フィル・バーネットが、ゆらりと立ち上がった。
「コイツ……」
　鬼塚は思わず眼めを見張った。
　これでも相手の強さが解る程度の力なら持っている。
　確かにランキング戦で鬼塚が相対したフィルは、鬼塚よりもかなり上の実力の持ち主だったと思う。
　だが、街でＡクラスの連中を圧倒したティアナの力は、さらにその上を行くものだった。
　ティアナの拳の威いり力よくは、鬼塚も良く知っている。
　無造作に人を殴なぐって、コンクリの壁にめり込ませるような一いち撃げきだ。
　それを不意打ちで受けながら、平然としていられるとは。
　すると、
「凄すごい威力ですね。肋ろつ骨こつが折れるどころか、内臓も幾つか破は裂れつしてしまいましたよ……」
　笑いながら告げてくるフィルの全身が、赤い燐りん光こうを纏って淡あわく輝かがやいていた。
「──────」
　それを見たティアナが、スッと眼を細める。
　そして低い声で、
「……成る程、そういう事っすか」
　一息。
「つまり──《フェニックス細胞》は、既に移植済みという訳ですね」
「フェニックス、だと……？」
　ティアナの言葉を聞いた鬼塚は、眉を顰めて呟いた。
　何が起きているか解らない。どんな事情があるのかも解らない。
　だが、フェニックスの名前くらいなら鬼塚だって知っている。
　そして──それがどんな鳥なのかも。
「まさか、不死身になったなんて馬鹿げた話じゃねえだろうな……」
　ティアナの隣となりに立ちながら、鬼塚剣哉は苦々しい声で問い掛ける。
　だが、答えをくれる者は誰もいない。
　置かれている状じよう況きようが変わる事もない。
　だから、
　……くそっ、やるしかねえのか……っ。
　鬼塚が覚悟を決めると、その場に居た全員の意思が統一されて。
　そして、急速に周囲の空気が変わり始める。
　息苦しい程に張り詰めた──戦場の空気へと。
　逃げる事はできない。
　フィルと田中に前後を挟はさまれてしまっているのだ。
　そして狭せまい通路という空間。こうなってはもう、激突する事は避さけられない。
　生き延びたければ──戦うしかないのだ。


４


　──そして。
　遥はるかが光と共に眼の前から消え去った生徒会室で。
　それでも氷神京也は、静かな笑みを湛えたままでいた。
　……恐らくは、彼女が言っていた転送シールだね。凰沢君が向こうで使ったという。
　自分に対する警けい戒かいか、もしくはそれ以外の目的があったのか知らないが、もし遥の身に危険が迫せまった場合に備えて、使用しておいたのだろう。
　遥自身がそれを使って逃げなかったという事は──恐らく、本人には秘密にして。
　──そのせいで、敵となり得る可能性のある遥を逃がした。
　これで暁月に、自分が動いている事は知られてしまうだろう。
　だが──氷神京也は構わない。
　問題ないからだ。
　事態を知った暁月が、このＪＰＮバベルへ来る頃には。
　こちらの準備は終わっている。
　既に構内に侵入している『朱あけの黄たそ昏がれ』については、《フェニックス細胞》を移植した手持ちの駒こまに相手をさせている。何の問題もないだろう。
　だから。
　意識を失い床ゆかに倒れたままの凰沢美み兎うから、視線を窓の外へ移して。
　氷神京也は笑う。


「さて、必要な駒は手に入れた──次はこの世界を手に入れるとしようか」
あとがき




　前巻から引き続きの方も、全巻まとめての方も、本書を手に取っていただきましてありがとうございます。上うえ栖す綴てつ人とです。さて、七巻にしてついに物語は『京きよ也うや編』へと突入しました。前半こそ六巻の平へい穏おんな日常からの続きになりましたが、きな臭い中ちゆ盤うばんから後半の決定的な展開へと至った事で、最早完全に舞台は整い、誰もがもう後には引けない状況です。暁あか月つき達と共に私自身も気合を入れて、このエピソードを書いて行こうと思います。
　では、恒こう例れいの本巻の見所などを少々。まずやはり、前巻のあとがきの最後にマニフェストとして書いた『女の子達のお泊り会』でしょうか。コメディとシリアスを織おり交ぜつつ、ヒロイン五人それぞれ＋暁月にも見所をブチ込むとか、作者の本気を感じてやって下さい。そして美み兎うの危険思想や葛くず葉はの壊れっぷりが目立つ中で、五泉いずみ千ち影かげという女の子の本質についても触ふれる事ができました。キャラとしてだけで言えば、それこそ葛葉や遥はるかよりもよっぽど『優等生』だった彼女の真実をようやく描けて、作者としてもホッとしています。
　もう一つは、暁月が試した『鍛たん錬れんプログラム』。闘技場的な場所で隠しキャラを出したりとか、ザ・ＲＰＧ的な要素です。昔は裏うら技わざの情報を友達同士で教え合ったり、分厚い本とかで持ってるゲームの裏技を試して、遊び倒したものです。『ＦＦⅦ』で死んでしまうヒロインが生き返る裏技があるとかいう噂うわさがあって、メーカーが公式に否定したりとかね。懐なつかしい思い出です。私自身は、最近全然ゲームをやれていないのですが、うう……。
　それでは、本書にご協力いただいた皆様に謝しや辞じを。卵の黄身さん、いつも素す敵てきなイラストをありがとうございます。今回は中でも、美兎＆髪を梳すかれる葛葉に最高に萌もえました。小説以外にも動き出した物があり、今後ますます忙いそがしくなってゆくと思いますが、これからもどうかよろしくお願いします。そして担当様を始めとする関係者の皆様、毎度ギリギリの進行にお付き合いいただき、スミマセン＆ありがとうございます。諸々の発表のタイミングの兼ね合いで、今回は三ヶ月ではなく四ヶ月間かん隔かくなので平気とか思ってたら、とんでもありませんでした……いやもう、本当にすみません。
　そして読者の皆様。今回も暁月達にお付き合い下さいまして、ありがとうございます。
　本書の帯おびにもあるように、皆様のお陰かげでこの『はぐれ勇者の鬼畜美学エステティカ』がＴＶアニメ化される事が決定しました。これからも応援の程ほど、どうぞろしくお願い致します。
　次巻は、予定では全編ほぼバトル──ただし、注目カードが目白押しです。
上栖綴人
◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆
〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8
㈱ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部
上栖綴人 先生／卵の黄身 先生
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